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昭
和
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

杉　

田　

英　

明

九
三
八
年
）に
よ
る
オ
マ
ー
ル
・
カ
イ
ヤ
ム
原
作 『
波
斯

古
詩
四
行
詩
集
』 （
私
家
版
、

一
九
三
六
年
二
月）

1
（

）
で
あ
ろ
う
。

梁
步
は
秋
田
縣
河か
わ

邊べ

郡
仁に

井い

田だ

村
（
現
秋
田
市
仁
井
田
区
）
の
大
農
・
堀

井
総
本
家
の
三
左
衞
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
秋
田
中
學
で
靑
柳
有ゆ
う

美び

（
本
名
は
猛た

け
し。

一
八
七
三 

―
一
九
四
五
年
）に
英
語
を
学
ん
だ）

2
（

。
一
九
○
六
年
九

月
、
第
一
高
等
學
校
英
法
科
入
学
、
新
渡
戶
稻
造
（
一
八
六
二 

―
一
九
三
三

年
）
校
長
の
カ
ー
ラ
イ
ルT

hom
as C

arlyle

（
一
七
九
五 

―
一
八
八
一
年
）
講

義
を
熱
心
に
聞
く
と
同
時
に
、
德
冨
蘆
（
本
名
は
健
次
郞
。
一
八
六
八 

―
一

九
二
七
年
）
の
知
遇
を
得
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ンW

alt W
hitm

an

（
一
八
一
九 

―

九
二
年
）
や
エ
マ
ソ
ンR

alph W
aldo E

m
erson

（
一
八
○
三 

―
八
二
年
）、
ソ

ロ
ー H

enry D
avid T

horeau

（
一
八
一
七 

―
六
二
年
）
な
ど
の
著
作
に
親
し

ん
だ
と
い
う
。
翌
年
八
月
に
退
学
後
は
、
帰
郷
し
て
村
役
場
の
書
記
を
務

め
た
り
、
北
海
道
の
農
場
に
開
墾
実
習
に
赴
い
た
り
し
た
の
ち
、
一
九
一

二
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
を
経
由
し
て
渡
米
、
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
農
科
に

在
籍
す
る
も
の
の
、
一
四
年
三
月
、
一
年
余
り
で
退
学
、
一
五
年
九
月
に
帰

﹇
目
次
﹈

一　

堀
井
梁
步
譯 『
波
斯
古
詩
四
行
詩
集
』 

二　

堀
井
梁
步
譯 『
波
斯
古
詩
異
本
留
盃
邪
土
』 

　
（
1
）　

リ
ス
タ
ー 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
外
典
』 

よ
り

　
（
2
）　

ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
よ
り

　
（
3
）　

エ
マ
ソ
ン
訳

三　

森
亮
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
の
四
行
詩
』 

一　

堀
井
梁
步
譯 『
波
斯

古
詩

四
行
詩
集
』

大
正
か
ら
の
改
元（
一
九
二
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）
以
降
、
太
平
洋
戦
争

の
終
結
（
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
）
ま
で
の
昭
和
前
期
に
は
、
少
な
く
と

も
三
種
類
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

訳
が
書
籍
の
形
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
で
最
も
早
い
の
が
、
堀
井
梁
步
（
本
名
は
金
太
郞
。
一
八
八
七 

―
一
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国
す
る
。
再
び
故
郷
で
農
場
の
開
発
と
経
営
、
農
民
新
生
運
動
に
尽
力
す

る
が
、
理
想
の
み
高
く
実
務
能
力
に
欠
け
る
た
め
失
敗
を
重
ね
た
。
再
度

の
短
期
渡
米
を
挟
ん
で 『
蘆

全
集
』 

の
刊
行
に
協
力
す
る
目
的
で
上
京

し
、
そ
の
後
三
二
年
四
月
に
友
人
の
勧
め
で
朝
鮮
へ
移
住
。
京
城
郊
外
で

農
場
を
経
営
す
る
が
、
妻
と
二
児
を
相
次
い
で
失
っ
て
酒
に
溺
れ
、
總
督

府
圖
書
館
に
嘱
託
と
し
て
短
期
間
勤
務
し
た
の
ち
、
胃
癌
の
た
め
五
十
二

歳
で
歿
し
た
。

著
作
に
は
、
農
民
運
動
の
理
念
と
そ
の
実
践
を
中
心
に
扱
っ
た
次
の
三

冊
が
あ
る
。

・ 

堀
井
金
太
郞 『
土
の
精
（
筆
と
鍬 
第
三
）』 

第
三
帝
國
社
、
一
九
一
六

年
一
月
（
扉
の
著
者
名
は 「
梁
步
吟
客
」）。

・ 

堀
井
金
太
郞 『
農
民
新
生
へ
の
道

―
汎
農
民
同
盟
の
話
』 

平
凡
社
、

一
九
二
六
年
二
月
。

・
堀
井
梁
步 『
大
道
無
學
』 

平
凡
社
、
一
九
二
六
年
十
月
。

こ
の
う
ち
最
後
の 『
大
道
無
學
』 

に
は
、
彼
の
個
人
雑
誌 『
大
道）

3
（

』 
掲
載
の

評
論
や
文
学
作
品
が
集
め
ら
れ
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩 「
大
道
」 The O

pen 

R
oad

（『
草
の
葉
』 Leaves of G

rass, 

第
二
版
〔
一
八
五
六
年
〕
所
収
）
の
全
訳
が

巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の 『
草
の
葉
』 

訳
と

ソ
ロ
ー
の
評
伝
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
著（
三
冊
目
は
歿
後
刊
）
を
残
し
た
。

・ 

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
著
／
堀
井
梁
步
譯 『
草
の
葉
』 

春
秋
社
、
一
九
三
一
年

二
月（
奥
付
の
訳
者
名
は 「
堀
井
金
太
郞
」。
原
文
・
翻
訳
対
照
、
横
組
み
）。

・ 

堀
井
梁
步
著
／
江
渡
狄
嶺
䟦 『
野
人
ソ
ロ
ー
』 

不
二
屋
書
房
、
一
九
三

六
年
六
月
（
雑
誌 『
社
會
及
國
家
』 

に 「
野
人
ソ
ロ
ー
傳）

4
（

」 

と
し
て
連
載
し

た
論
考
の
集
成
）。

・ 

W
・
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
／
堀
井
梁
步
譯 『
草
の
葉

―
自
己
の
歌
』 

春

秋
社
松
柏
館
、
一
九
四
六
年
五
月（
堀
井
訳 「
自
己
の
歌
」 Song of M

yself

―『
草
の
葉
』 

に 「
我
自
ら
を
歌
ふ
」 

と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
翻
訳
の
改

訂
版

―
と
宮
崎
安
右
衞
門 「
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
を
語
る
」 

を
収
む
）。

『
草
の
葉
』 

は
、
原
文
に
忠
実
で
直
訳
に
傾
き
が
ち
な
従
来
の
邦
訳
を 「
字

引
を
か
け
て
讀
む
原
書
以
上
に
讀
み
づ
ら
い
、
解
ら
な
い
も
の
」 

と
批
判

し
、「
解
る
、
解
ら
な
い
は
文
字
の
問
題
ぢ
や
な
い
も
の
。
同
じ
鍋
の
も
の

を
つ
ツ
つ
き
、
同
じ
盃
を
口
づ
け
に
飮
む
仲
間
に
入
れ
る
か
ど
う
か
の
問

題
な
ん
だ）

5
（

」 

と
宣
言
し
た
結
果
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
を 「
自
分
と
同
類
の
田

夫
野
人
に
仕
立
て
て
身
近
に
た
ぐ
り
よ
せ
、
そ
の
言
葉
を
い
わ
ば
酒
気
ま

じ
り
の
日
本
語
に
移
し
か
え
た
、
ま
こ
と
に
自
由
闊
達
な 「
創
訳
」」 （
亀
井

俊
介）

6
（

）
に
な
っ
て
い
る
と
評
さ
れ
る
。

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
や
ソ
ロ
ー
へ
の
心
酔
の
後
、
現
実
の
生
活
に
お
い
て
悲

嘆
の
極
に
あ
っ
た
彼
の
心
を
捉
え
た
の
が
、
現
世
の
無
常
を
詠
み
酒
を
讚

え
た 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

で
あ
っ
た
。『
波
斯
古
詩
四
行
詩
集
』 

末
尾
に
付
さ
れ
た 

「
因
緣
」 

に
よ
る
と
、
彼
が
最
初
に
手
に
し
た 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

は
、
京

城
移
住
の
前
後
、
友
人
の
農
本
思
想
家
・
江え

渡と

狄て
き

嶺れ
い（

本
名
は
幸
三
郞
。
一

八
八
○ 
―
一
九
四
四
年
）の
書
棚
に
見
つ
け
た 「
う
す
い
袖
珍
本）

7
（

」 

だ
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
は
間
も
な
く
紛
失
し
た
が
、
そ
の
後
京
城
の
古
書
店
で
、「
日

本
字
で
フ
イ
ツ
ゼ
ラ
ル
ド
文
集
と
貼
紙
さ
れ
た
が
つ
ち
り
し
た
本
が
二
册
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紐
で
ゆ
は
へ
ら
れ
て
あ
る
の
を
見
つ
け
」、
中
身
を
見
る
と 「
果
然
開
卷
第

一
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
が
出
て
來
」 

て
、「
初
版
と
第
四
版
と
を
一
ペ
ー
ジ
每
に

對
照
さ
し
て
」 

あ
っ
た
。
当
時
の
彼
に
と
っ
て
は
高
価
で
、
よ
う
や
く
の

こ
と
で
入
手
し
た
と
い
う
こ
の
書
物
は
、
二
冊
本
の 『
エ
ド
ワ
ー
ド
・

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
著
作
集）

8
（

』 

で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
が
彼
の
翻
訳
の

底
本
に
な
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
翻
訳
の
第
二
の
動
機
と
な
っ
た
の
が
、
や
は
り
京
城

の
古
本
屋
で
偶
然
手
に
し
た
竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

へ
の
批
判

で
あ
る
。

　
（
前
略
）
是
れ
は
と
驚
き
呆
き
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

又
い
か
に
も
學
校
あ
た
り
で
や
り
さ
う
な
飜
譯
の
手
法
で
あ
る
に
肯
（
う
な
ず
）き
、

果
て
は
こ
（
マ
マ
）う
し
た
人
逹
に
依
つ
て
こ
（
マ
マ
）う
し
た
流
義
（
マ
マ
）に
依
つ
て
長
い
こ
と

敎
授
さ
る
ゝ
學
生
逹
に
思
を
馳
せ
、（
中
略
）
思
は
寧
ろ
語
學
全
體
の
問

題
、
も
つ
と
根
本
の
敎
育
の
本
質
の
問
題
に
、
よ
り
多
く
馳
せ
る
と
い

ふ
始
末
で
し
た
。

　
（
中
略
）
私
の
見
る
所
で
は
此
譯
者
先
生
は
確
に
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
の
大

部
分
の
意
味
を
讀
取
れ
な
か
つ
た
と
斷
定
し
て
憚
り
ま
せ
ん
。
只
單
に

橫
の
文
字
を
縱
に
直
し
、
且
つ
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
の
四
行
詩
た
る
こ
と
に

拘
泥
し
て
、
韻
も
律
も
頓
と
お
構
ひ
な
く
、
散
文
に
も
な
ら
な
い
鴟
的

文
句
の
綴
を
勝
手
放
題
に
四
行
に
ぶ
ツ
切
つ
て
そ
し
て
見
た
目
だ
け
詩

ら
し
く
し
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
ゝ
や
う
で
す）

9
（

。

こ
れ
は
、
堀
井
が
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
に
つ
い
て
先
行
訳
を
批
判
し
た
の

と
共
通
す
る
態
度
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
彼
が
考
え
る
あ
る
べ
き
翻
訳
に

つ
い
て
、「
飜
譯
は
決
し
て
字
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
本
の
思
想
そ
の
も

の
で
す
」 

と
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
（
前
略
）
自
分
で
苦
勞
に
苦
勞
を
重
ね
て
一
朝
ハ
ハ
ア
と
了
解
す
る
あ

の
快
味
は
正
に
禪
の
悟
り
に
も
似
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
。
さ
う
し
た
凉

風
一
味
の
快
は
今
の
學
校
で
や
る
い
か
な
る
學
問
に
も
學
課
に
も
な
い

ん
だ
か
ら
困
つ
た
も
の
で
す
。

　
（
中
略
）
初
は
何
で
も
か
で
も
意
味
の
ハ
ツ
キ
リ
す
る
こ
と
を
求
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
意
味
さ
へ
摑
め
た
ら
動
詞
が
ど
う
の
前
置
詞
が

ど
う
の
と
い
ふ
こ
と
は
問
題
じ
（
マ
マ
）や
な
い
の
で
す
。
ハ
ツ
キ
リ
と
意
味
を

摑
む
習
慣
が
つ
く
と
、
そ
の
後
に
な
つ
て
か
ら
自
づ
か
ら
一
字
一
句
を

苟
も
し
な
い
必
要
が
生
じ
て
來
る
の
で
す
。

　
（
中
略
）
フ
氏
（
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
）
の
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
は
私
に
飜

譯
と
い
ふ
も
の
に
對
す
る
見
解
を
ハ
ツ
キ
リ
さ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
卽

ち
飜
譯
は
取
り
も
直
さ
ず
創
作
で
あ
る
こ
と
を）

10
（

。

こ
れ
も
ま
た
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
詩
に
お
け
る 「
創
訳
」 

の
主
張
と
軌
を
一

に
す
る
。
か
く
て
彼
は 「
此
本
を
ど
う
し
て
も
京
城
か
ら
出
す
こ
と
に
或

る
不
可
抗
の
促
迫
を
感
じ
」、
自
分
の
著
作
中
で 「
一
番
後
ま
で
遺
る
も
の

は
恐
ら
く
此
本
で
は
な
い
か）

11
（

」 

と
ま
で
断
言
す
る
の
で
あ
る
。
た
ん
な
る

学
術
的
関
心
の
み
で
は
な
く
、
詩
に
表
わ
さ
れ
た
世
界
観
や
人
生
観
へ
の

深
い
共
鳴
に
基
づ
い
た
創
造
的
訳
詩
と
い
う
点
で
、
堀
井
訳
は
こ
れ
ま
で

の
邦
訳
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
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全
部
で
百
歌
か
ら
成
る
文
語
体
の
訳
詩
は
、﹇
表
1
﹈ 

に
示
し
た
通
り
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
初
版
と
第
四
版
か
ら
適
宜
選
択
さ
れ
、
新
た

な
歌
番
号
を
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
第
九
十
八
歌
の
み
は
、
原
典

と
の
対
応
が
見
ら
れ
な
い
の
で
堀
井
の
自
作
と
思
わ
れ
る
。
訳
し
ぶ
り
を

窺
う
た
め
、
例
に
よ
っ
て
初
版
第
11
歌
と
第
四
版
第
8
歌
の
訳
（
堀
井
訳

の
番
号
は
第
十
二
歌
と
第
八
歌
）
を
見
本
と
し
て
掲
げ
て
み
よ
う
。

南な
ん

風ぷ
う

吹
き
通
ふ
樹こ

蔭か
げ

、

一い
つ

塊く
わ
いの
パ
ン
、
一い
つ

壺こ

の
酒
、
一い
つ

卷く
わ
んの
詩
、

然
り
而
し
て
側か
た
へに
歌
ふ
い
ま
し
あ
ら
ば
、

曠あ
ら

野の

こ
そ
卽そ
つ

今こ
ん

樂ら
く

土ど

。

H
ere w

ith a L
oaf of B

read beneath the B
ough,

A
 Flask of W

ine, a B
ook of V

erse 

― and T
hou

 
B

eside m
e singing in the W

ilderness 

―

A
nd W

ilderness is Paradise enow

）
12
（

.

バ
ビ
ロ
ン
と
ナ
イ
シ
ヤ
プ
ル
は
問
は
ず
も
あ
れ
、

盃
は
い
と
あ
ま
く
、
よ
し
に
が
く
も
あ
れ
、

生い
の

命ち

の
酒
は
、
と
く
と
く
と
湧わ
き

出い

で
ゝ
止（
や
）ま
ず
、

生い
の
ち命
の
葉
は
、
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
り
て
止
ま
ず
。

W
hether at N

aishápúr or B
abylon,

W
hether the C

up w
ith sw

eet or bitter run,

 
T

he W
ine of L

ife keeps oozing drop by drop,

T
he L

eaves of L
ife keep falling one by one

）
13
（.

た
ま
た
ま
こ
れ
ら
の
二
首
は
、
い
ず
れ
も
堀
井
訳
の
な
か
で
は
原
詩
と
の

乖
離
が
小
さ
く
、
お
と
な
し
い
作
品
で
あ
る
。

前
者
で
は 「
樹
蔭
」 Bough, 「
一
塊
の
パ
ン
」 a L

oaf of B
read, 「

一
壺
の

酒
」 A

 Flask of W
ine, 「

一
卷
の
詩
」 a B

ook of V
erse, 「

側
に
歌
ふ
い
ま

し
」 T

hou / B
eside m

e singing, 

「
曠
野
」 W

ilderness, 

「
卽
今
」 enow

, 

「
樂
土
」 Paradise

と
、
訳
語
と
原
語
が
ほ
ぼ
一
対
一
に
対
応
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
冒
頭
の
訳
者
に
よ
る
追
加 「
南
風
吹
き
通
ふ
」 

は
、
ペ
ル
シ
ア

詩
の
訳
と
し
て
見
る
限
り
で
は
違
和
感
が
あ
る
。
爽
や
か
な
微
風
・
涼
風

と
い
う
意
味
で
は
、
む
し
ろ 「
東
風
」 ṣ abā

が
ペ
ル
シ
ア
詩
の
定
型
表
現

だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
え
て 「
南
風
」 

と
し
た
の
は
、
堀
井
の
故
郷
・
秋
田

の
よ
う
な
北
国
に
お
け
る
春
の
到
来
を
想
定
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
訳
詩

の
音
数
は 「
四
五
三
／
七
六
六
／
七
七
六
／
五
七
」 

と
な
っ
て
い
て
、
五

音
や
七
音
へ
の
拘
泥
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
梁
步
訳
全
体
に

通
じ
る
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
文
字
数
が
句
読
点
も
含
め
て
九
・

十
六
・
十
六
・
九
と
、
左
右
対
称
に
並
べ
て
あ
る
の
は
意
図
的
な
工
夫
か

と
思
わ
れ
る
。
組
ん
だ
文
字
面
を
四
行
と
も
揃
え
た
り
、
各
行
で
少
し
ず

つ
増
減
さ
せ
た
り
す
る
操
作
が
全
百
首
を
通
し
て
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る）

14
（

。
対
応
す
る
第
二
版
第
12
歌
の
竹
友
藻
風
訳

―「
こ
こ
に

し
て
木
の
下
に
、
い
さ
さ
か
の
糧か
て

、／
壺
の
酒
、
歌
の
ひ
と
卷
、―
ま
た

い
ま
し
、／
あ
れ
野
に
て
側
か
た
は
らに
う
た
ひ
て
あ
ら
ば
、／
あ
な
あ
は
れ
、
荒あ
れ

野の

こ
そ
樂
土
な
ら
ま
し）

15
（

。」―
と
比
べ
る
と
、
五
・
七
を
基
調
と
し
た
藻
風



̶ 5 ̶

訳
の
方
が
歌
と
し
て
の
流
れ
が
よ
い
こ
と
は
否
め
な
い
が
、「
い
ま
し
」 「
荒

野
」 「
樂
土
」 

と
、
使
わ
れ
て
い
る
措
辞
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と

も
判
る
。

第
八
歌
の
方
も
、
や
は
り
原
詩
に
比
較
的
忠
実
な
訳
に
な
っ
て
い
る
。

音
数
は 「
五
七
六
・
五
五
八
・
七
五
八
・
六
五
六
」 

と
不
規
則
だ
が
、
原

詩
に
合
わ
せ
て
各
行
末
が 「
問
は
ず
も
あ
れ

0

0

0

」 「
に
が
く
も
あ
れ

0

0

0

」、「
湧
出

で
て
止
ま
ず

0

0

0

0

」 「
散
り
て
止
ま
ず

0

0

0

0

」 

と
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
第
一
句
で 「
バ

ビ
ロ
ン
」 「
ナ
イ
シ
ヤ
プ
ル
」 
と
固
有
名
詞
を
残
し
て
い
る
の
は
、
梁
步
訳

と
し
て
は
珍
し
い
部
類
に
属
す
る
。
こ
う
し
た
片
仮
名
語
の
固
有
名
詞
や

術
語
は
、
他
に 「
ス
ル
タ
ン
」 「
イ
ラ
ム
」 「
ジ
ヤ
ム
シ
ツ
ト
」 「
ダ
ビ
テ
」 

「
カ
イ
ヤ
ム
」 「
マ
ー
ム
ツ
ト
」 「
ラ
マ
ザ
ン）

16
（

」 
ぐ
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
ら
以
外
の
固
有
名
詞
や
術
語
の
類
は
、
訳
に
は
反
映
さ
せ
な
い）

17
（

か
、

あ
る
い
は
漢
語
等
に
置
き
換
え
る）

18
（

と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、「
と
く
と
く
と
」 drop by drop, 「
ほ
ろ
ほ

ろ
と
」 one by one

の
よ
う
な
擬
態
語
・
擬
音
語
の
使
用）

19
（

は
梁
步
訳
の
特

徴
の
一
つ
で
、
訳
詩
の
表
現
を
生
動
さ
せ
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の

歌
も
、
藻
風
訳
第
八
歌 「
バ
ビ
ロ
ン
と
ナ
イ
シ
ャ
プ
ウ
ル
を
わ
れ
問
は

ず
、／
さ
か
づ
き
は
苦
く
と
も
、
あ
ま
く
と
も
あ
れ
、／
命
の
酒
は
雫
ひ
ま

な
く
浸
み
や
ま
ず
、／
命
の
葉
、
ひ
と
葉
ふ
た
葉
と
落
ち
や
ま
ず）

20
（

。」 

と
比

べ
て
引
け
を
取
ら
な
い
出
来
栄
え
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
堀
井
が
批
判
し
た
藻
風
訳
と
彼
自
身
の
訳
と
が
大
き
く
異

な
る
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
藻
風
訳
が
五
七
五
音
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、

措
辞
を
過
度
に
削
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
意
味
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
第
二
版
第
63
歌
（
＝
第
四
版
第
61
歌
）
に
つ
い
て
、
藻
風
訳
第
六
十
三
歌

と
梁
步
訳
第
五
十
八
歌
を
並
べ
て
み
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
水
を
神
に
生
る
と
せ
ば
い
か
に
、

え
び
か
づ
ら
誰
か
係わ

蹄な

と
は
け
が

し
え
む
。

祝め
ぐ
み福
な
り
、
用
ゐ
ざ
ら
め
や
、
呪の
ろ
ひ詛
に
て

あ
り
と
せ
ば
、―
そ
こ
に
入
れ
た
る
者
や
誰た
れ

。）
21
（

 

美う
ま

し
此
液
、
神
の
作
り
し
も
の
な
ら
ば
、

誰た

ぞ
、
其
蔓
を
係わ

蹄な

と
瀆け
が

す
は
、

惠め
ぐ
みぞ
、
享う

け
て
樂
し
ま
で
や
は
、

咒の
ろ
ひ詛
？
さ
ら
ば
誰た

ぞ
こ
ゝ
に
置
け
る
は
。（
梁
步
訳
）

W
hy, be this Juice the grow

th of G
od, w

ho dare

B
lasphem

e the tw
isted tendril as a Snare ?

 
A

 B
lessing, w

e should use it, should w
e not ?

A
nd if a C

urse 

― w
hy, then, W

ho set it there

）
22
（ ?

藻
風
訳
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
旧
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、「
こ
の
水
」 

「
え
び
か
づ
ら
」 

が
そ
れ
ぞ
れ
酒
と
葡
萄
を
指
す
と
い
う
説
明
が
な
く
、「
い

か
に
」 「
祝め
ぐ
み福
な
り
、
用
ゐ
ざ
ら
め
や
」 

の
文
脈
上
の
繫
が
り
が
理
解
し
に

く
い
と
い
っ
た
難
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
梁
步
訳
は 「
神
」 「
係わ

蹄な

」 

「
呪の
ろ
ひ詛
」 
と
い
っ
た
藻
風
の
措
辞
を（
お
そ
ら
く
意
図
的
に
）踏
襲
し
な
が
ら
、

原
詩
の “Juice ” 
を 「
美う
ま

し
此
液
」、“tw

isted tendril ” 

を 「
蔓
」 

と
す
る
こ

と
で
一
編
の
主
題
を
明
示
し
、
藻
風
訳
の 「
呪の
ろ
ひ詛
に
て
／
あ
り
と
せ
ば
」 
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if a C
urse

を 「
咒の
ろ
ひ詛
？
」 

と
疑
問
符
の
効
果
的
使
用
に
よ
っ
て
簡
潔
に
表

現
し
て
い
る
。「
誰た

ぞ
」 「
惠め
ぐ
みぞ
」 

の
係
助
詞 「
ぞ
」 

は
、
い
ず
れ
も
終
助
詞

的
に
強
意
を
示
し
、「
樂
し
ま
で
や
は
」 

の 「
で
」 

は
口
語
の 「
な
い
で
」 

を

意
味
す
る
打
消
接
続
助
詞
、「
や
は
」 

は
係
助
詞 「
や
」 

と 「
は
」 

が
連
な
っ

て
反
語
表
現
を
形
成
す
る
。
従
っ
て
第
三
句
は 「
恵
み
こ
そ
享
け
て
楽
し

ま
な
い
法
が
あ
ろ
う
か
」 

と
い
っ
た
現
代
語
訳
に
な
ろ
う
。
全
体
に
、
意

味
は
藻
風
訳
よ
り
ず
っ
と
明
瞭
で
あ
る
。
音
数
は 「
七
七
五
・
七
七
・
七

七
・
三
五
七
」 

と
、
珍
し
く
七
音
を
多
用
し
て
い
る
の
で
、
歌
と
し
て
の

流
れ
も
悪
く
な
い
。
さ
ら
に
文
字
数
を
左
右
対
称
に
配
置）

23
（

し
、
各
行
末
を 

「
ば
」 「
は
」 

で
揃
え
る
な
ど
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
藻
風
批
判

が
実
作
に
結
実
し
た
一
例
で
あ
る
。

同
じ
く
藻
風
訳
第
八
十
七
歌（
＝
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
二
版
第
87
歌
）

を
意
識
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
梁
步
訳
第
七
十
九
歌（
＝
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
第
57
歌
、
第
四
版
第
80
歌
）
を
紹
介
し
よ
う
。

陷お
と

穽し
あ
な、
係わ

蹄な

を
つ
く
り
て
、
ま
よ
ひ
入
る

わ
が
道
に
さ
ま
た
げ
を
な
す
、
あ
あ
、「
汝な
れ

」 

よ
。

凶
命
の
網
に
と
ら
へ
て
、
さ
て
、
わ
れ
の

落
ち
に
し
は
罪
な
り
と
言
は
む
と
せ
ず
や）

24
（

。

陷お
と

穽し
あ
な、
係わ

蹄な

を
つ
く
り
て
、

行
く
道
に
据
え
（
マ
マ
）置
く
者
よ
、

宿し
ゆ

命く
め
いの
網
を
ば
張
り
置
き
、

落
ち
し
者
を
罪
と
い
ふ
や
。（
梁
步
訳
）

O
h T

hou, w
ho didst w

ith pitfall and w
ith gin

B
eset the R

oad I w
as to w

ander in,

 
T

hou w
ilt not w

ith Predestin ’d E
vil round

E
nm

esh, and then im
pute m

y Fall to Sin

）
25
（

 ?

藻
風
訳
は 「
さ
ま
た
げ
を
な
す
」 

の
よ
う
な
説
明
語
を
補
っ
て
は
い
る
が
、

原
詩
の
語
彙
を
訳
語
に
ほ
ぼ
一
対
一
対
応
さ
せ
、
五
七
五
（
最
終
行
の
み
五

五
七
）
の
定
型
に
収
め
て
、
意
味
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
梁
步
訳

は
、
藻
風
訳
冒
頭
の 「
陷
穽
、
係わ

蹄な

を
つ
く
り
て
」 

は
そ
の
ま
ま
借
用
し

た
上
で
、「
ま
よ
ひ
入
る
」 w

ander in

は
あ
っ
さ
り
切
り
捨
て
、
さ
ら
に 

「
わ
が
」 I, 「
わ
れ
の
」 m

y, 「「
汝
」」 Thou

と
い
っ
た
人
称
代
名
詞
が
規
定

す
る
詩
人
と
相
手（
神
）と
の
関
係
を
捨
象
し
、
一
般
論
と
し
て
簡
潔
な
表

現
を
提
示
す
る
。
こ
こ
で
も
各
行
の
文
字
数
を
揃
え
て
、
視
覚
的
な
均
衡

を
図
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

も
う
一
編
、
梁
步
訳
第
二
十
三
歌
（
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
初
版
第
19

歌
、
第
四
版
第
20
歌
）
も
成
功
し
た
例
で
あ
る
。
対
応
す
る
藻
風
訳
第
二
十

五
歌（
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
二
版
第
25
歌
）と
併
せ
て
引
い
て
お
こ
う
。

ま
た
わ
れ
ら
凭
り
か
か
る
河
の
唇く
ち

を
ば

緣ふ
ち

と
れ
る
、
さ
み
ど
り
の
麗は

し
き
草
の
葉
、―

あ
あ
、
か
ろ
く
凭
れ
よ
。
誰
か
は
、
見
え
ぬ
ま
に

か
く
な
り
し
、
あ
え
か
な
る
唇
と
知
る
べ
き）

26
（

。
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や
は
く
さ
の
ふ
ち
ど
れ
る
河
の
岸
、

心
し
て
重
く
な
よ
り
そ
其
か
み
の
、

あ
え
か
な
る
唇く
ち

よ
り
萠
え
出
で
し
、

そ
の
や
は
草
と
し
も
知
ら
な
く
に
。（
梁
步
訳
）

A
nd this delightful H

erb w
hose living G

reen

Fledges the R
iver ’s L

ip on w
hich w

e lean 

―

 
A

h, lean upon it lightly! for w
ho know

s

From
 w

hat once lovely L
ip ﹇i

﹈t springs unseen

）
27
（

 !

藻
風
の
方
は
例
に
よ
っ
て
原
詩
の
単
語
を
残
ら
ず
掬
い
上
げ
た
、
忠
実
な

訳
し
ぶ
り
で
あ
る
。
音
数
も 「
五
五
七
」 （
第
三
行
の
み
句
読
点
の
関
係
で
判

別
し
に
く
い
が
、「
五
七
五
」） 

に
揃
え
ら
れ
て
い
る
。「
誰
か
は
…
…
知
る
べ

き
」 

が
、
疑
問
・
反
語
の
係
助
詞 「
か
」 

の
影
響
を
受
け
、
推
量
の
助
動
詞 

「
べ
し
」 

の
連
体
形
で
結
ば
れ
た
形
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

梁
步
訳
は
、
藻
風
訳
の 「
緣
と
れ
る
」 「
あ
え
か
な
る
唇
」 
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
、
四
句
の
文
字
数
を
す
べ
て
十
四
に
揃
え
る
視
覚
的
な
効
果
を

狙
っ
て
い
る
。「
や
は
く
さ
」 「
や
は
草
」 

と
同
一
の
単
語
の
表
記
を
変
え
た

の
も
、
こ
の
文
字
数
へ
の
こ
だ
わ
り
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、「
な
…
…

そ
」 

は
動
詞
の
連
用
形
を
挟
ん
で
、
懇
願
を
含
む
制
止 「
ど
う
か
〜
し
な

い
で
お
く
れ
」 

の
意
味
を
表
わ
す
古
語）

28
（

。「
其
か
み
」 

は 「
そ
の
昔
」、「
知

ら
な
く
に
」 

の 「
な
く
に
」 

は
、
打
消
の
助
動
詞 「
ず
」 

の〈
ク
語
法
（
未
然

形
＋
準
体
助
詞 「
く
」 

で
用
言
を
体
言
化
す
る
語
法
）〉 「
な
く
」 

に
逆
接
の
接
続

助
詞 「
に
」 

が
付
い
た
形
で
、
文
末
に
置
い
て 「
〜
な
い
こ
と
だ
な
あ
」 

と

上
の
事
柄
を
詠
嘆
的
に
打
ち
消
す
表
現）

29
（

で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
飜
譯
は
取
り

も
直
さ
ず
創
作
で
あ
る
」 

と
い
う
梁
步
の
宣
言
の
よ
い
実
践
例
と
言
え
よ

う
。こ

れ
ま
で
の
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
梁
步
訳
は
藻
風
訳
の
表
現

を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
わ
ず
か
に
改
変
す
る
形
で
採
り
入
れ
る）

30
（

と
同
時

に
、
藻
風
が
原
詩
に
忠
実
に
な
る
あ
ま
り
拘
泥
し
た
煩
瑣
と
思
わ
れ
る
細

部
は
大
胆
に
切
り
捨
て
、
と
き
に
は
原
詩
に
な
い
独
自
の
表
現
を
追
加）

31
（

し

て
、
全
体
に
簡
潔
な
、
理
解
し
や
す
い
訳
文
を
目
指
し
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。
小
心
翼
々
た
る
藻
風
訳
に
比
べ
る
と
、「
言
葉
」 

よ
り
は 「
心
」 

を
写
そ
う
と
し
た
翻
訳
と
も
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
詩
と
意
味

が
食
い
違
う
明
ら
か
な
誤
訳）

32
（

が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
ほ
か
、
改
変
が
意
図

的
な
の
か
誤
訳
な
の
か
判
断
が
つ
き
に
く
い
曖
昧
領
域
に
属
す
る
場
合）

33
（

も

少
な
く
な
い
。

本
書
刊
行
の
三
か
月
後
に
は
梁
步
の
知
友
が
集
ま
っ
て
、「
に
せ
あ
か
し

や
の
花
の
香
を
む
せ
ぶ
程
嗅
ぎ
つ
つ
、（
京
城
の
）淸
和
園
で 「
ル
バ
イ
ヤ
ッ

ド（
マ
マ
）の
會
」 

な
る
も
の
を
催
し
た）

34
（

」 

が
、
京
城
で
刊
行
さ
れ
た
限
定
二
百
部

の
私
家
版
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
本
土
で
広
く
流
布
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

二　

堀
井
梁
步
譯 『
波
斯

古
詩

異
本
留
盃
邪
土
』 

『
波
斯
古
詩
四
行
詩
集
』 

を
寄
贈
し
た
関
係
者
の
一
人
、
臺
北
帝
國
大
學
敎
授
の

矢
野
峰
人（
本
名
は
禾か

積づ
み

。
一
八
九
三 

―
一
九
八
八
年
）か
ら
の 「
ハ
ガ
キ
に
ロ

ン
ド
ン
の
ポ
ツ
タ
ー
氏
の
名
前
を
書
し
て
、
餘
り
が
あ
つ
た
ら
二
册
送
つ
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て
ほ
し
い
と
い
は
れ）

35
（

」 

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
梁
步
は
有
名
な 『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

蒐
集
家
の
ポ
ッ
タ
ー A

m
brose G

eorge Potter

（
一
八
六
五 

―
一
九
五
二
年
）
と
文
通
す
る
よ
う
に
な
り）

36
（

、
彼
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
や

資
料
を
次
々
と
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
一
九
三
七
年
夏
に
送
ら
れ

て
き
た
の
が 「
異
訳
の
稿
本
―
ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
ル
・
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト（A

-

pochriphal R
ubá iyá t

）
37
（

）」 だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
リ
ス
タ
ー H

enry 

B
ertram

 L
ister

（
一
八
六
九
年 

―
？）

38
（

）
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
外
典
』 The A

poch -

ryphal R
ubaiyat

（San Francisco: L
a B

ohem
e C

lub, 1937

）
39
（

）
の
こ
と
で
あ
ろ

う
（
図
版
）。「
ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
」 apocrypha

と
は
、
元
来
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語 

『
旧
約
聖
書
』 

正
典
か
ら
外
れ
た
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
文
書
や
、
初
期
キ
リ
ス

ト
教
会
に
よ
っ
て 『
新
約
聖
書
』 

正
典
か
ら
異
端
と
し
て
排
除
さ
れ
た
文

書
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
、
翻
訳
・
重
訳
の
過
程
で
本
来
と
は
異
な
る
姿

（
sic）

（
sic）

を
呈
す
る
に
至
っ
た

―
実
際
上
は
ほ
と
ん
ど
創
作
に
近
い

―
四
行
詩

群
を
こ
う
呼
ん
だ
ら
し
い
。
同
郷
の
相
場
信
太
郞
に
よ
る
と
、
本
冊
子
を

手
に
し
た
梁
步
は
、

　
（
前
略
）
よ
み
も
て
ゆ
く
と
、
宛
（
さ
な
が
）ら
符
節
を
合
は
す
が
如
く
カ
パ
ツ

〳
〵
と
吻
（
ふ
ん
合ご
う
）す
る
も
の
が
あ
つ
て
、
是
こ
そ
本
当
の
オ
マ
ー
ル
ぢ
や
と
、

思
は
ず
歓
呼
の
声
を
挙
げ
た
程
で
す
。
フ
イ
ツ
ジ
エ
ラ
ル
ド
の
や
う
な

美
辞
麗
句
も
又
言
葉
の
上
の
彫
琢
諧
調
も
乏
し
い
が
、
何
と
も
い
へ
ぬ

素
朴
明
快
な
中
に
、
紛
ふ
方
な
き
オ
マ
ー
ル
の
真
髄
が
実
に
リ
ア
ル
に
、

赤
裸
々
に
顕
は
れ
て
ゐ
る
の
が
、
愉
快
で
堪
り
ま
せ
ん
で
し
た）

40
（

。

と
記
し
て
欣
喜
雀
躍
し
、
十
月
に
図
書
館
を
辞
職
し
た
の
ち
は
自
宅
に
籠

も
っ
て 「
異
本
」 

か
ら
の
翻
訳
に
専
念
す
る
。

ふ
と
暗
誦
す
る
ほ
ど
に
覚
え
た
ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
ル
の
句
が
浮
ん
で
く
る
。

そ
れ
と
共
に
ヒ
ョ
イ
と
母
語
の
恰
好
な
訳
ま
で
思
ひ
浮
ん
で
く
る
。
た

ま
に
快
心
の
訳
が
あ
る
と
、
嬉
し
く
て
有
り
合
ふ
何
か
の
紙
片
れ
に
書

き
留
め
ず
に
居
ら
れ
な
い
。／
そ
れ
を
又
牛
の
や
う
に
反
芻
し
て
る
と
、

其
日
一
日
嬉
し
い
気
分
に
な
れ
る）

41
（

。

こ
う
し
て
纏
め
た
訳
稿
が
、
一
九
三
八
年
一
月
、
全
百
一
首
を
収
め
た 『
波
斯
古
詩

異
本
留
盃
邪
土）

42
（

』 

百
部
限
定
の
和
装
本
私
家
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
と
リ
ス
タ
ー
の
原
著 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
外
典
』 

と
の
対
応
関
係
を

示
し
た ﹇
表
2
﹈ 
に
見
る
通
り
、
梁
步
は
リ
ス
タ
ー
の
百
十
首
の
う
ち
九
十

『ルバイヤート外典』 1 頁
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六
首
を
訳
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
、
第
九
歌
に
は 「（
カ
ウ
ル
譯
よ

り
）」、
第
三
十
九
歌
と
第
六
十
歌
、
第
六
十
七
歌
に
は 「（
エ
マ
ー
ソ
ン

譯
）」、
第
九
十
一
歌
に 「（
ボ
ド
レ
ア
ン
稿
本
か
ら
）」 

と
付
記
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
リ
ス
タ
ー
原
著
か
ら
と
は
別
に
訳
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

（
1
）　

リ
ス
タ
ー 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
外
典
』 

よ
り

リ
ス
タ
ー
原
著
に
お
け
る
ル
バ
ー
イ
ー
百
十
首
は
す
べ
て
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
と
同
様
の
弱
強
五
歩
格 （iam

bic pentam
eter

） 

でaaba

の

脚
韻
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
類
似
し
た
詩
想
の
作
品
を
ひ
と
ま
と
め
に
配

置
し
て
い
る
以
外
、
そ
の
排
列
順
序
に
統
一
原
理
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た
各
歌
の
出
典
や
訳
者
名
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ペ
ル
シ
ア
語
の
ル

バ
ー
イ
ー
に
共
通
す
る
詩
句
が
見
出
せ
る
場
合）

43
（

は
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
ず
、

多
く
は
四
行
詩
の
詩
形
を
借
り
た
創
作

―
リ
ス
タ
ー
の
言
う 「
親
の
な

い
四
行
詩
」 O

rphan Q
uatrains

―
で
あ
ろ
う
。
見
本
と
し
て
、
ま
ず
第

一
歌
と
第
百
一
歌
を
原
詩
と
と
も
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

酒
の
ま
ぬ
お
（
マ
マ
）の
こ
は
好
か
ぬ
か
な

同
じ
屋
根
の
下
に
寢い
ね

た
う
も
な
し

同
じ
方は
こ

舟
に
乘
り
合
ふ
も
う
し

ひ
た
す
ら
に
怕
（
お
そ
）る
ゝ
後
の
崇
（
マ
マ
）り
か
な）

44
（

I w
ill forbid the m

an w
ho loves not w

ine

E
ver to stay beneath this roof of m

ine:

O
r sail w

ith m
e in the sam

e fragile boat

For fear lest vengeance m
ay our fates entw

ine. （
第
一
歌
）

殘
ン
の
樂
ぞ
最
も
尊
貴
な
れ

怖
な
く
旅
の
終
に
近
づ
け
よ

淚
な
く
別
離
を
吿
げ
よ

冗こ
と
ば語
な
く
行
く
途て

に
就
け
よ）

45
（

T
he joys rem

aining count m
ost precious 

― dear
Pass to the journey ’s end w

ithout a fear:

B
id life a fond farew

ell w
ithout a tear

A
nd go thy silent w

ay on leaving here. （
第
百
十
歌
）

第
一
歌
の
原
詩
は 「
酒
を
愛
さ
ぬ
男
に
は
、
わ
が
屋
根
の
下
に
留
ま
る

こ
と
も
、
同
じ
脆
弱
な
舟
で
一
緒
に
航
海
す
る
こ
と
も
私
は
禁
じ
よ
う
。

報
復
が
我
ら
の
運
命
を
複
雑
に
絡
ま
せ
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
」 

が
直
訳
。

飲
酒
の
た
め
に
自
分
が
死
後
に
罰
を
受
け
る
と
し
て
も
、
同
じ
家
で
暮
ら

し
た
り
同
じ
舟
で
旅
を
し
た
り
し
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
仲
間
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
は
避
け
た
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
酒
の
ま
ぬ
お
の
こ

は
好
か
ぬ
か
な
」 

と
い
う
言
葉
は
原
文
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

れ
を
あ
え
て
一
行
目
に
置
い
た
こ
と
で
一
首
全
体
の
印
象
が
格
段
に
強

ま
っ
た
観
が
あ
る
。
各
行
末
を 「
か
な
」 「
な
し
」 「
う
し
」 「
か
な
」 

と
韻
を

踏
む
形
に
し
て
、
最
終
行
を 「
ひ
た
す
ら
に
怕
る
ゝ
後
の
崇（
祟
）り
か
な
」 

と

ま
と
め
た
の
は
巧
み
で
あ
る
。
原
詩
で
た
ん
に 「
脆
弱
な
舟
」 fragile boat

と
あ
る
の
を
あ
え
て 「
方は
こ

舟
」 

と
訳
し
た
た
め
、
こ
れ
が
一
種
の
運
命
共
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同
体
の
象
徴
で
あ
る
か
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
効
果
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
第
百
一
歌
は
ほ
ぼ
原
詩
に
忠
実
な
訳
で
、
内
容
が
一
種
の
辞

世
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
リ
ス
タ
ー
も
梁
步
も
、
意
図
的
に
こ
の
歌
を
末

尾
に
据
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
原
詩
は
四
行
と
も
同
じ
脚
韻
を
持
ち
、“w

ithout ” 

を
二
回
繰
り
返
す
の
に
対
し
、
訳
詩
で
は
第
一
行
以
外
の
末
尾
を 「
よ
」 

で
統
一
し
、「
怖
な
く
」 「
淚
な
く
」 「
冗こ
と
ば語
な
く
」 

と
同
音
反
復
を
利
か
せ
、

五
音
と
七
音
を
交
錯
さ
せ
た
歌
の
流
れ
も
悪
く
な
い
。

他
方
、
第
五
十
四
歌
の
よ
う
に
、
梁
步
が
大
幅
に
改
変
し
た
例
も
見
出

さ
れ
る
。

賢
者
は
酒
を
友
と
し
善
し

神
機
妙
算
、
湧
い
て
泉
の
如
く

爐
邊
山
中
、
携
へ
て
老
妻
の
如
し

逹
人
は
遂
に
酒
に
隱
る
ゝ
も
の
か）

46
（

W
ine is the adm

iration of the w
ise:

A
t w

ine ’s com
m

and a host of visions rise:

W
ine is a com

rade, helper, leader blest:

G
lory of purple grape, thy charm

 I prize

﹇.

﹈ （
第
六
十
一
歌
）

（
酒
は
賢
者
の
称
讚
品
／
酒
の
命
令
で
多
く
の
幻
影
が
浮
か
び
上
が

る
／
酒
は
同
僚
、
援
助
者
に
し
て
祝
福
さ
れ
た
る
指
導
者
／
紫
の
葡

萄
の
栄
光
よ
、
汝
の
魅
力
を
私
は
讚
え
る
）

「
多
く
の
幻
影
」 a host of visions

を 「
神
機
妙
算
」 （
人
間
に
は
推
し
量
れ
な

い
優
れ
た
計
略
） 

と
い
う
典
故
の
あ
る）

47
（

四
字
熟
語
に
置
き
換
え
、
こ
れ
に
対

置
す
る
形
で 「
爐
邊
山
中
」 

を
導
き
出
す
と
と
も
に
、「
同
僚
、
援
助
者
に

し
て
（
中
略
）
指
導
者
」 a com

rade, helper, leader

は 「
老
妻
」 

の
一
語
に

集
約
す
る
。
そ
の
結
果
、
全
体
は
漢
詩
の
訓
み
下
し
の
ご
と
き
趣
き
と
な

り
、
四
行
目
は
原
文
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
梁
步
自
身
の
言
葉
に
変
じ
て

い
る
。
こ
れ
も 「
創
訳
」 

の
一
例
で
あ
ろ
う）

48
（

。
一
部
に
誤
訳
や
説
明
の
必
要

な
言
葉
が
あ
る
も
の
の）

49
（

、
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
リ
ス
タ
ー
の
原
詩
を

踏
ま
え
つ
つ
独
自
の
味
付
け
を
施
し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）　

ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
よ
り

こ
れ
に
対
し
、
典
拠
が
示
さ
れ
た
五
首
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
日
本

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
点
で
貴
重
で
あ
る
。
例
え
ば
第
九
歌
は

以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

二
缺
の
パ
ン
と
此
世
の
一
隅

榮
耀
と
榮
華
は
我
願
に
非
ず

心
魂
を
傾
け
て
購
ひ
し
貧
よ

貧
の
中
に
こ
そ
不
盡
の
富
を
發
見
し
た
れ
ば）

50
（

「
二
缺
」 

に
は
ル
ビ
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く 「
ふ
た
か
け
」 

と
読
む
の
で

あ
ろ
う
。「
カ
ウ
ル
譯
よ
り
」 の
カ
ウ
ル
と
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ドE

d-

w
ard FitzG

erald （
一
八
○
九 

―
八
三
年
）を
ペ
ル
シ
ア
語
の
世
界
へ
と
導
い

た
年
下
の
友
人
カ
ウ
エ
ルE

dw
ard B

yles C
ow

ell

（
一
八
二
六 

―
一
九
○
三

年
）
で
あ
る
。
そ
の
英
訳
は 『
カ
ル
カ
ッ
タ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』 

に
匿
名
で
掲
載
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し
た
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム ‘U

m
ar K

hayyā m

（
一
○
四
八 

―
一
一
三
一
年
）

に
関
す
る
論
文
中
の
第
十
五
番
目
の
例
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。

O
f all the w

orld m
y choice is tw

o crusts and a corner,

I have severed m
y desires from

 pow
er and its pom

p;

I have bought m
e poverty w

ith heart and soul,

For I have found the true riches in poverty

）
51
（

.

カ
ウ
エ
ル
が
依
拠
し
た
の
は
、
ボ
ド
レ
ー
図
書
館
の
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本

（M
S B

odley N
o. 525; O

useley C
ollection N

o. 140

）
と
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ベ

ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
協
会
図
書
館
所
蔵
の
五
百
十
六
首
を
含
む
写
本
（N

o. 

1548. 

原
本
は
失
わ
れ
、
カ
ウ
エ
ル
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
た
め
に
筆
写
し

た
複
製
の
み
が
残
る
）
で
あ
っ
た
。
右
の
作
品
は
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
の
第
百

十
九
番
に
対
応
す
る
。

konj-ī -yo do qorṣ  az jahā n be-gzī dam

va-z dow
lat-o ḥ eshm

at-ash ṭ am
a ‘ be-brī dam

darvī shī -rā  be-jā n-o del be-khrī dam

dar darvī shī  tavā ngarī -hā  dī dam

）
52
（

世
界
か
ら
片
隅
と
二
塊
の
パ
ン
と
を
私
は
選
ん
だ

そ
し
て
そ
の
財
産
と
豪
奢
と
か
ら
欲
望
を
切
断
し
た

魂
と
心
と
で
私
は
貧
困
を
買
い
取
り

貧
困
の
な
か
に
富
を
見
出
し
た

カ
ウ
エ
ル
訳
は
第
四
句
の 「
富
」 tavā ngarī

を “true riches ” 

と
説
明
的
に

訳
し
、“For ” 

に
よ
っ
て
理
由
を
示
す
形
に
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て

は
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
に
ほ
ぼ
忠
実
で
、
梁
步
訳
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
こ

と
が
判
る
。「
片
隅
」 

や 「
隅
っ
こ
」 

で
は
な
く 「
一
隅
」 a corner / konj-ī

と
い
う
訳
語
を
選
ぶ
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
最
澄 （
七
六
七 

―
八
二
二
年
） 

の
言
葉
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た 「
一
隅
を
照
ら
す
、
此こ
れ

則
ち
國
寳）

53
（

」 

の
文
言
も
念
頭
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

第
九
十
一
歌
も 「
ボ
ド
レ
ア
ン
稿
本
か
ら
」 

と
あ
る
よ
う
に
、
同
一
の

写
本
の
第
一
歌
に
基
づ
い
て
い
る
。

ず
ぼ
ら
な
性
分
か
ら
、
俺
ア

善
も
惡
も
い
け
ぞ
ん
ざ
い
に
緡さ

し
た
か
知
れ
な
い
が

是
丈
は
最
後
の
日
の
言
譯
に
な
ら
う

一
を
二
と
は
斷
じ
て
讀
み
違
へ
な
か
つ
た）

54
（

If I m
yself upon a looser C

reed

H
ave loosely strung the Jew

el of G
ood deed,

L
et this one thing for m

y A
tonem

ent plead:

T
hat O

ne for Tw
o I never did m

is-read

）
55
（

.
こ
の
ペ
ル
シ
ア
語
原
詩
は
以
下
の
通
り
。

gar gow
har-e ṭā ‘at-at na-softam

 hargaz
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gard-ē  gonah-az chehre na-roftam
 hargaz

bā  ī n ham
e now

m
ī d na-yam

 az karam
-at

z-ā n rū  ke yekī -rā  do na-goftam
 hargaz

）
56
（ 

私
が
あ
な
た
へ
の
服
従
の
真
珠
に
決
し
て
穴
を
穿
た
ず

罪
の
埃
を
顔
か
ら
決
し
て
拭
い
去
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も

そ
れ
ら
す
べ
て
に
も
拘
わ
ら
ず
私
は
あ
な
た
の
寛
大
さ
に
絶
望
し
て

は
い
な
い

な
ぜ
な
ら
私
は
決
し
て
一
を
二
と
は
言
わ
な
か
っ
た
か
ら

「
真
珠
に
穴
を
穿
つ
」 gow

har softan
と
は
、
糸
を
通
し
て
頸
飾
り
を
作

る
、
す
な
わ
ち
作
詩
す
る
こ
と
。「
あ
な
た
」 
が
神
を
指
す
と
す
る
と
、
第

一
句
は 「
私
が
決
し
て
神
を
讚
え
る
詩
句
を
作
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
」 

と
い
う
意
味
に
な
る
。「
罪
の
埃
を
顔
か
ら
拭
い
去
る
」 
と
は
偽
善
者
に
な

る
こ
と
。
ま
た 「
一
を
二
と
は
言
わ
な
い
」 

と
は
、
神
の
唯
一
性
を
疑
問

視
し
な
い
、
多
神
崇
拝
を
し
な
い
こ
と
の
婉
曲
表
現
。
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本

の
第
一
・
第
二
歌
は
そ
れ
ぞ
れ-az, -ā z

と
z
（zā y

）
の
文
字
で
終
わ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
詩
集
全
体
の
排
列
原
理
（
末
尾
の
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

順
）
を
無
視
し
て
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
が
述
べ
る
よ
う
に
、
多
神
崇
拝
の
非
難
を
回
避
し
、
自
ら
の
行
為
を

正
当
化
す
る
た
め
の
写
字
生
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
英
訳
を
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
と
比
べ
る
と
、「
罪

の
埃
を
顔
か
ら
決
し
て
拭
い
去
ら
な
か
っ
た
」 

を 「
よ
り
杜
撰
な
信
条
に

基
づ
い
て
」 upon a looser C

reed, 「
服
従
の
真
珠
に
決
し
て
穴
を
穿
た
ず
」 

を 「
善
行
の
宝
石
を
糸
で
緩
や
か
に
繫
い
だ
」 H

ave loosely strung the 

Jew
el of G

ood deed, 「
寛
大
さ
に
絶
望
し
て
は
い
な
い
」 

を 「
こ
の
一
事

に
わ
が
贖
罪
の
言
い
訳
を
さ
せ
よ
」 Let this one thing for m

y A
tonem

ent 

plead

の
よ
う
に
、
細
部
に
拘
泥
せ
ず
、
原
文
の
意
図
を
自
ら
の
言
葉
で

再
創
造
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
た
だ
し
、
最
終
行
の 「
一
を
二
と
は
言

わ
な
か
っ
た
」 

を 「
一
を
二
と
誤
読

0

0

し
な
か
っ
た
」 O

ne for Tw
o I never 

did m
is-read

と
訳
し
た
の
は
、
脚
韻
を
揃
え
る
た
め
の
都
合
と
は
い
え
、

原
義
か
ら
は
や
や
逸
脱
し
て
い
る
。

梁
步
訳
は
こ
の
英
訳
を
さ
ら
に
自
由
に 「
創
訳
」 

し
て
い
る
。「
よ
り
杜

撰
な
信
条
に
基
づ
い
て
」 

を 「
ず
ぼ
ら
な
性
分
か
ら
」、「
善
行
の
宝
石
を
糸

で
緩
や
か
に
繫
い
だ
」 

を 「
善
も
惡
も
い
け
ぞ
ん
ざ
い
に
緡さ

し
た
」 

な
ど
、

「
ず
ぼ
ら
」 「
い
け
ぞ
ん
ざ
い
」 

と
い
っ
た
口
語
的
な
砕
け
た
表
現
は
、「
俺

ア
」 

な
ど
と
も
相
俟
っ
て
、
詩
人
自
身
が
す
で
に
酩
酊
し
て
い
る
か
の
ご

と
き
印
象
さ
え
与
え
る
。「
緡ビ
ン

」 

は
釣
り
糸
、
な
い
し
銭
を
貫
く
縄
が
原
義

だ
が
、
紐
を
通
し
た
銭
の
束
を
数
え
る
単
位
と
し
て 「
さ
し
」 

の
訓
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
動
詞
化
し
て 「
糸
を
通
す
」 「
挿
す
」 

意
味
で 「
緡さ

す
」 

と

い
う
宛
て
字
を
考
案
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
は
、
元
に

な
っ
た
英
訳
を
知
ら
な
い
読
者
に
は
意
味
が
通
じ
が
た
い
憾
み
が
あ
る
。

（
3
）　

エ
マ
ソ
ン
訳

「
エ
マ
ー
ソ
ン
譯
」 

と
注
記
の
あ
る
三
首
は
、
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
・
詩

人
エ
マ
ソ
ン
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
洋
学
者
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
マ
ー Joseph 

von H
am

m
er

（
一
七
七
四 

―
一
八
五
六
年
）
の
ド
イ
ツ
語
訳
か
ら
行
な
っ
た

重
訳
に
基
づ
い
て
い
る）

57
（

。
た
だ
し
、
第
三
十
九
歌 「
二
つ
の
日
は
我
墓
の
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上
に
交
代
せ
ず
／
許
さ
れ
し
日
、
定
め
ら
れ
し
日
／
前
者
に
は
狐
疑
な
く

逡
巡
な
く
／
後
者
に
は

滯
な
く
異
議
な
く）

58
（

」 

は
、
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー

ム
で
は
な
く
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
下
の
レ
イ
の
町
で
活
動
し
た
詩
人
ピ
ン
ダ
ー

ルPindā r R
ā zī

（
一
○
一
○
年
歿
）
に
帰
せ
ら
れ
る
作
品）

59
（

で
あ
る
。
エ
マ
ソ

ン
が
自
ら
の
詩
集
に
収
め
る
さ
い
、“From

 O
m

ar C
hiam

” 

と
し
て
引
用

し
た
作
品
の
直
後
に
さ
ら
に
二
つ
の
別
の
詩
人
の
作
品
を（
詩
人
名
を
付
さ

ず
に
）
続
け
た）

60
（

た
め
、
こ
の
詩
も
ハ
イ
ヤ
ー
ム
作
と
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

残
り
の
二
首
の
う
ち
、
第
六
十
歌
と
エ
マ
ソ
ン
の
原
詩
は
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。

娑
婆
の
往
還
を
滿
足
し
て

行
き
切
る
も
の
は
只
兩ふ
た
り人

許
さ
れ
し
事
、
許
さ
れ
ぬ
事
を
納
得
す
る
人

智
識
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
人）

61
（

O
n earth ’s w

ide thoroughfares below

Tw
o only m

en contented go:

W
ho know

s w
hat ’s right and w

hat ’s forbid,

A
nd he from

 w
hom

 is know
ledge hid

）
62
（

.

エ
マ
ソ
ン
の
英
訳
は
、『
文
学
と
社
会
的
目
的
』 （
一
八
七
六
年
初
刊
）
に
収

め
ら
れ
た 「
ペ
ル
シ
ア
の
詩
」 

の
な
か
で
、
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
警

句
詩
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
の
が
フ
ォ
ン
・
ハ

ン
マ
ー
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
っ
た）

63
（

。
ハ
ン
マ
ー
が
主
と
し
て
依
拠
し
た
ダ

ウ
ラ
ト
シ
ャ
ー
の 『
詩
人
伝
』 

に
は
ウ
マ
ル
の
詩
の
引
用
が
皆
無
で
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
は
二
百
首
の
ル
バ
ー
イ
ー
を
含
む
架
蔵
の
写
本
か
ら

見
本
と
し
て
二
十
五
首
を
訳
し
て
お
り
、
そ
の
二
十
三
番
目）

64
（

が
右
の
詩
の

原
詩
に
対
応
す
る
。
写
本
の
出
自
や
現
在
の
所
在
が
不
明
で
ペ
ル
シ
ア
語

原
詩
を
参
照
し
え
な
い
た
め
、
訳
自
体
の
当
否
に
つ
い
て
は
判
断
で
き
な

い
が
、
エ
マ
ソ
ン
は
、
ハ
ン
マ
ー
訳
の 「
無
限
の
領
域
」 der unendliche 

B
ezirk hienieden

を 「
広
い
公
道
」 wide thoroughfares, 「
善
悪
」 w

as gut 

und bös ist

を 「
正
し
い
事
柄
と
禁
じ
ら
れ
た
事
柄
」 w

hat ’s right and 

w
hat ’s forbid

―
こ
れ
は “forbid ” “hid ” 

と
脚
韻
を
踏
む
関
係
で
あ
ろ

う

―
と
、
多
少
意
訳
し
て
い
る
印
象
で
あ
る
。
梁
步
訳
は
エ
マ
ソ
ン
訳

に
ほ
ぼ
忠
実
だ
が
、「
現
世
」 

と
言
う
べ
き
箇
所
に
わ
ざ
わ
ざ 「
娑
婆
」 

と

い
う
、
佛
教
用
語
な
が
ら
俗
語
的
な
表
現
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
い

か
に
も
こ
の
訳
者
ら
し
い
。

第
六
十
七
歌
も
や
は
り
ハ
ン
マ
ー
の
ド
イ
ツ
語
訳
第
二
番
か
ら
の
エ
マ

ソ
ン
英
訳
に
基
づ
い
て
い
る
。

扉
を
開
い
て
お
吳
れ
、
あ
な
た
は
番
人
で
す
も
の

行
く
途
を
示
し
て
よ
、
先
逹
で
す
も
の

海
圖
や
パ
イ
ロ
ツ
ト
に
は
信
賴
が
お
け
ま
せ
ん
も
の

變
る
者
で
す
、
彼あ
れ
ら等
は
、
不か
は
ら
ぬ變
者も
の

は
あ
な
た
で
す
も
の）

65
（

U
N

B
A

R the door, since thou the O
pener art,

Show
 m

e the forw
ard w

ay, since thou art guide,
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I put no faith in pilot or in chart,

Since they are transient, and thou dost abide

）
66
（.

梁
步
は
こ
こ
で
も
エ
マ
ソ
ン
訳
を
忠
実
に
訳
し
て
は
い
る
が
、「
海
圖
や
パ

イ
ロ
ツ
ト
」 in pilot or in chart

は
ペ
ル
シ
ア
詩
に
は
い
さ
さ
か
そ
ぐ
わ

な
い
。
こ
れ
は
、
エ
マ
ソ
ン
が
ハ
ン
マ
ー
訳
の 「
私
は
わ
が
手
を
い
か
な

る
先
達
の
手
に
も
委
ね
な
い
」 Ich lege m

eine H
and in keines Führers 

H
and

を
意
訳
し
、“art ” 
と
脚
韻
を
踏
ま
せ
る
た
め “chart ” 

を
用
い
た
こ

と
に
よ
る
。“pilot ” 

は 「
水
先
案
内
人
」 

の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を 

「
パ
イ
ロ
ツ
ト
」 

と
和
訳
す
る
と
、
飛
行
機
の
操
縦
士
を
想
起
し
か
ね
な
い

点
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
京
城
帝
國
大
學
法
文
學
部
敎
授
で
梁
步
と
も
親
交
の
あ
っ
た
安

倍
能よ
し

成し
げ（

一
八
八
三 

―
一
九
六
六
年
）
は
、
そ
の
温
情
の
籠
も
っ
た
追
悼
文

の
な
か
で 『
波
斯
古
詩
異
本
留
盃
邪
土
』 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
（
前
略
）
前
譯
に
は 「
留
盃
耶
（
マ
マ
）土
」 

と
宛
字
を
し
た
が
、
今
度
は 「
邪

土
」 

と
改
め
た
。
意
味
は
結
局
ど
う
な
る
の
か
、「
盃
を
邪
土
に
留
む
」 

と
讀
め
る
こ
と
は
讀
め
る
。（
中
略
）
今
度
の
譯
は
、
所
々
に 「
エ
マ
ー

ソ
ン
譯
」 

と
か 「
ホ
（
マ
マ
）ド
レ
ア
ン
稿
本
か
ら
」 

と
か
あ
る
ば
か
り
で
、
解
說

も
異
本
の
謂
れ
も
つ
い
て
居
ず
、
そ
の
代
り
で
も
な
い
が
、
紙
は
上
等

の
和
紙
を
用
ゐ
、
表
紙
に
も
苔（
た
い
し
）紙を
使
ひ
、
活
字
も
大
き
く
贅
澤
に
な

つ
て
居
た
。
さ
う
し
て
こ
れ
が
無
一
文
の
堀
井
君
の
自
費
出
版
で
あ
る
。

前
の
譯
も
詩
と
し
て

々
誦
す
る
に
堪
へ
た
が
、
今
度
は
譯
と
し
て
の

否
は
知
ら
ず
、
全
く
一
つ
の
創
作
と
し
て
、
實
に
縱
橫
自
在
な
、
感

興
の
流
露
に
任
せ
た
、
う
ま
い
も
の
で
あ
つ
た）

67
（

。

さ
す
が
に
安
倍
は
、
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て 「
譯
と
し

て
の

否
は
知
ら
ず
」 

と
、
梁
步
訳
が
本
来
の
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
作

な
い
し
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

か
ら
は
逸
脱
し

て
い
る
こ
と
を
見
抜
き
、
む
し
ろ 「
全
く
一
つ
の
創
作
と
し
て
」 

評
価
す

る
姿
勢
を
示
し
て
い
る）

68
（

。
同
じ
追
悼
文
に
よ
れ
ば
、
今
回
も
ま
た
、
安
倍

の
肝
煎
り
で
第
二
回 「
留
盃
邪
土
の
會
」 

が
天
香
園
と
い
う
京
城
の
朝
鮮

料
理
店
で
開
催
さ
れ
た
と
い
う
が
、
限
定
百
部
の
自
費
出
版
だ
っ
た
だ
け

に
、
こ
の
訳
書
が
や
は
り
本
土
に
広
く
知
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
本
書
は
意
外
な
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

九
四
七
年
五
月
に
東
京
で
復
刊
本
が
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
作
家
・
太
宰

治
（
本
名
は
津
島
修
治
。
一
九
○
九 

―
四
八
年
）
が
入
手
、
遺
作 『
人
間
失
格
』 

の
な
か
に
梁
步
訳
十
一
首
を
引
用
し
た
の
で
あ
る）

69
（

。
こ
の
小
説
は
主
人
公

の
大
庭
葉
藏
が
残
し
た
三
つ
の
手
記
を
、
小
説
家
の 「
私
」 

が
紹
介
す
る

と
い
う
枠
構
造
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の 「
第
三
の
手
記
」 

で
、
主
人
公
は 

「
上
司
幾
太
（
情
死
、
生
き
た
）」 

と
い
う
変
名
で
雑
誌
に
漫
画
や
挿
絵
を

描
き
、
そ
こ
に 「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
の
詩
句
」 

を
挿
入
す
る
の
が
つ
ね
だ
っ

た
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
太
宰
は
、
こ
の
引
用
の
出
典
を

明
示
せ
ず
、「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 

と
の
み
記
し
た
た
め
、
一
般
読
者
は
こ
れ

が
ウ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

か
ら
の
引
用
だ
と
誤
解

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
妻
の
津
島
美
和
子（
一
九
一
二 

―
九
七
年
）に
よ
れ
ば
、

「
最
後
の
机
辺
に
遺
さ
れ
た
」 

五
冊
の
本
の
な
か
に
、
寄
贈
本
の
梁
步
訳
が

含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

70
（

。
同
書
冒
頭
の
肖
像
写
真
に
添
え
ら
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れ
た 「
生
死
か
ら
の
自
由
の
外
に
／
自
由
と
い
ふ
も
の
は
な
し
」 「
死
ぬ
に

き
ま
つ
た
此
身
也
／m

an is m
ortal

」 「
生
ま
れ
た
こ
と
が
し
ま
つ
た
こ
と

也
」 
と
い
う
梁
步
の
筆
蹟
も
、
太
宰
の
共
感
を
呼
ん
だ
に
違
い
な
い
。

三　

森
亮
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―

　
　

オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
の
四
行
詩
』 

『
波
斯

古
詩
異
本
留
盃
邪
土
』 
刊
行
の
翌
一
九
三
九
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
、

英
文
学
者
の
森
亮り
よ
う（

一
九
一
一 
―
九
四
年
）
に
よ
る
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

訳
初
版
七
十
五
首
の
全
訳 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト

―
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム

の
四
行
詩
」 

が
雑
誌 『
コ
ギ
ト
』 

に
連
載）

71
（

さ
れ
、
一
九
四
一
年
六
月
に
東
京

の
出
版
社
よ
り
、
フ
ィ
ツ
ヂ
ェ
ラ
ル
ド
／
森
亮
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―

オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
の
四
行
詩
』 （
新
ぐ
ろ
り
あ
叢
書
20
、
ぐ
ろ
り
あ
・
そ

さ
え
て）

72
（

）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
大
阪
出
身
の
森
亮
は
、
一
九
三
六
年
に
東

京
帝
國
大
學
文
學
部
卒
業
、
当
時
は
松
江
高
等
學
校
（
旧
制
。
の
ち
島
根
大

学
）
敎
授
、
の
ち
一
九
七
二
年
か
ら
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
、
一
九
七

七
年
か
ら
八
八
年
ま
で
梅
花
女
子
大
学
教
授
を
務
め
て
い
る
。

森
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、
大
学
卒
業
直
後 「
比
較
的
ひ
ま
な
時
間
が

も
て
た
の
を
幸
い
に
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
英
訳
か
ら
気
に
入
っ
た
四

行
詩
を
幾
つ
か
」、「
蒲
原
有
明
の
第
四
版
か
ら
の
六
篇
の
部
分
訳
」 

を
手

本
に
文
語
訳
し
よ
う
と
試
み
た
の
が 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

全
訳
の
き
っ
か

け
だ
っ
た
と
い
う）

73
（

。『
コ
ギ
ト
』 

連
載
の
前
年
の
秋
、
学
会
の
た
め
に
上
京

し
た
臺
北
帝
國
大
學
の
島
田
謹
二（
一
九
○
一 

―
九
三
年
）の 「
勧
め
と
仲
介

で）
74
（

」、
島
田
の
同
僚
の
矢
野
峰
人
に
訳
稿
を
読
ん
で
も
ら
う
機
会
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。

単
行
本
の 「
解
題
」 

の
な
か
で
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
初
版
を

底
本
に
用
い
た
理
由
を
訳
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
初
版
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
は
し
い
淸
新
の
筆
致
が
見
え
、
又
四

行
詩
の
數
が
最
も
少
い
爲
め
こ
れ
を
一
篇
の
連
作
四
行
詩
群
と
し
て
見

れ
ば
最
も
ひ
き
し
ま
り

ま
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
版

も
第
四
版
も
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
つ
た
佳
品
で
、
そ
れ
ら
を
措
い
て
特

に
初
版
を
選
ん
だ
の
は
筆
者
の
こ
の
版
に
對
す
る
偏
愛
に
も
と
づ
く
も

の
と
云
つ
て
よ
い
。
尤
も
そ
の
他
に
も
理
由
は
あ
つ
た
。
筆
者
が
こ
の

飜
譯
に
取
り
掛
か
つ
た
頃
、
第
二
版
に
は
す
で
に
竹
友
藻
風
氏
の
文
字

に
忠
實
な
韻
文
訳
（
全
譯
）
が
あ
り
、
第
四
版
に
は
矢
野
峰
人
氏
の
七

五
調
四
行
卽
ち
四
十
八
音
よ
り
な
る
定
型
韻
文
譯
（
第
三
十
三
歌
ま
で

の
部
分
譯
）
が
あ
つ
た
が
、
初
版
の
全
譯
は
未
だ
こ
れ
を
試
み
た
人
が

な
い
や
う
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
の
こ
の

譯
は
昭
和
十
二
年

の
秋
に
一
先
づ
完
成
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
頃
臺
灣
の
文
藝
雜
誌 

「
媽
祖
」 

第
十
五
册（
十
二
年

十
二
月
）第
十
六
册（
十
三
年

三　

月
）に
矢
野
峰
人
氏
の 「
波
斯

四
行
詩
集
」 

が
發
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
フ
ィ
ツ
ヂ
ェ
ラ
ル
ド
英
譯 「
ル

バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 

初
版
の
全
譯
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
飜
譯
も
さ
き
に
舉
げ

た
第
四
版
の
場
合
と
同
じ
く
七
五
調
の
定
型
韻
文
譯
に
な
つ
て
ゐ
る
。

流
麗
な
譯
詩
で
あ
る
が
、
こ
の
や
う
な
短
詩
形
で
は
同
氏
が
嘗
て
云
は

れ
た
如
く 「
原
詩
の
一
行
の
全
意
が

譯
の
一
行
に
う
ま
く

り
切
れ

な
い
と
い
ふ
事
は
最
初
か
ら
分
り
切
つ
た
事
實
」 

で
、
こ
れ
で
以
て
フ
ィ

ツ
ヂ
ェ
ラ
ル
ド
英
譯
初
版
の
全
貌
を
う
か
ゞ
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
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者
が
さ
き
に
そ
の
全
譯
を
雜
誌 「
コ
ギ
ト
」 

に
か
ゝ
げ
、
今
ま
た
書
物

の
形
ち
で
世
に
出
さ
う
と
す
る
所
以
で
あ
る）

75
（

。

竹
友
藻
風
の
第
二
版
、
矢
野
峰
人
の
第
四
版
に
対
し
、
自
ら
は
初
版
に
基

づ
く
と
い
う
役
割
分
担
の
意
識
が
働
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

峰
人
訳 「
波
斯
四
行
詩
集
」 

は
そ
の
後
、
奧
瑪
開
儼
作
／
矢
野
峰
人
譯 『
四

行
詩
集
』 （
臺
北
・
日
孝
山
房
、
一
九
三
八
年
五
月
）
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
私
家
版
で
あ
り
、
一
般
に
流
布
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ

と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
森
亮
は
戦
後
の
口
語
訳）

76
（

に
至
る
ま

で
、
一
貫
し
て
初
版
を
底
本
に
利
用
し
て
お
り
、
訳
者
の 「
偏
愛
」 

と
い
う

言
葉
も
頷
け
る
。

翻
訳
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
同
文
中
で
、「
譯
し
た
も
の
に
詩
と
し
て
の

聲
調
を
有
た
せ
る
こ
と
、
一
行
一
行
で
な
く
詩
の
單
位（
四
行
）全
體
に
原

作
と
同
じ
程
度
の
逹
意
さ
と
明
晰
さ
を
與
へ
る
こ
と
」 （
一
三
八
頁
）
の
二

点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
訳
者
は
、
上
梓
か
ら
半
世
紀
近
く
経
た

の
ち
、「
訳
詩
の
方
法）

77
（

」 

と
銘
打
っ
た
自
作
自
解
を
発
表
し
て
自
ら
の
訳
詩

の
背
景
や
秘
密
を
打
ち
明
け
、
そ
の
方
針
を 「
七
五
混
交
調
」 「
意
訳
主
義
」 

「
雅
文
調
」 

の
三
項
目
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
論
考
も
参

照
し
な
が
ら
具
体
的
な
訳
し
ぶ
り
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
第
二 

―
第

四
版
の
第
12
歌
に
対
応
す
る
初
版
第
11
歌
で
あ
る
。

こ
こ
に
し
て
木こ

の
下
か
げ
に
歌
の
卷
、

酒
の
ひ
と
壺
、
糧か

て

し
足
り
、
か
た
へ
に
汝
い
ま
し

よ
き
う
た
を
歌
ひ
て
あ
れ
ば
も
の
に
に
ず
、

あ
ら
野
も
す
で
に
樂
土
か
な
。

H
ere w

ith a L
oaf of B

read beneath the B
ough,

A
 Flask of W

ine, a B
ook of V

erse 

― and T
hou

 
B

eside m
e singing in the W

ilderness 

―

A
nd W

ilderness is Paradise enow

）
78
（

.

音
数
の
点
で
は 「
五
七
五
／
七
五
七
／
五
七
五
／
七
五
」 

と
、
ま
さ
に 

「
七
五
混
交
調
」 

の
な
か
で
五
音
句
と
七
音
句
が
交
互
に
規
則
正
し
く
排
列

さ
れ
て
い
る）

79
（

。
表
記
上
、
原
文
の
ダ
ッ
シ
ュ
（
―
）
が
ま
っ
た
く
無
視
さ

れ
て
い
る
の
は
森
訳
全
体
に
通
じ
る
特
色）

80
（

と
も
言
え
、
原
詩
と
訳
詩
と
の

厳
密
な
対
応
を
期
し
た

―
先
に
引
い
た
森
の
言
葉
を
借
り
れ
ば 「
文
字

に
忠
實
な
」―
藻
風
訳
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
音
数
の
関
係
上
、「
歌
の

卷
」 「
酒
」 「
糧
」 

の
順
番
が
原
文
の “B

read, ” “W
ine, ” “B

ook of V
erse ” 

と
入
れ
換
わ
っ
て
い
る
の
は
、「
一
行
一
行
で
な
く
詩
の
單
位
（
四
行
）
全

體
」 

に
注
目
す
る
と
い
う
先
の
方
針
を
裏
付
け
て
い
る
。「
コ0

コ
ニ
シ
テ
・

コ0

ノ
シ
タ
カ0

ゲ
ニ
」 「
カ0

テ
シ
タ
リ
・
カ0

タ
ヘ
ニ
」 の
k
音
の
頭
韻（alliteration

）
81
（

）

も
意
図
的
な
技
法
で
あ
ろ
う
。

訳
語
に
つ
い
て
見
る
と
、「
こ
こ
に
し
て
」 

は
た
ま
た
ま
藻
風
訳
と
同
一

だ
が
、『
萬
葉
集）

82
（

』 

に
溯
る 「
こ
こ
に
い
て
」 

を
意
味
す
る
古
語
、「
糧か
て

し
足

り
」 
の 「
し
」 

も 「
万
葉
集
で
よ
く
使
わ
れ
る
強
意
の
助
詞）

83
（

」 

で
そ
れ
ぞ
れ

訳
者
の
言
う 「
雅
文
調
」 

を
醸
し
出
す
た
め
の 「
古
語
・
雅
語
の
活
用
」 

と 

「
古
い
語
法
・
文
法
」 

に
属
す
る
。
一
行
目 「
木こ

の
下
か
げ
に
」 

は
、
訳
者

に
よ
る
と
、
同
じ 「
雅
文
調
」 

の
一
環
と
し
て
の 「
本
歌
取
り
」 

を
成
し
、
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明
治
の
国
文
学
者
・
落
合
直な
お

文ぶ
み（

一
八
六
一 

―
一
九
○
三
年
）の 「
余
り
に
も

有
名
な 「
青
葉
茂
れ
る
桜
井
の
／
里
の
わ
た
り
の
夕
ま
ぐ
れ
／
木こ

の
下し
た

陰か
げ

に
駒
と
め
て
…
…
」 

に
拠
っ
た）

84
（

」 

と
い
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
歌
は
明
治

末
生
ま
れ
の
訳
者
に
は 「
余
り
に
も
有
名
」 

で
あ
っ
て
も
、
戦
後
の
読
者

に
は
こ
う
し
た
自
解
が
な
い
と
典
拠
に
思
い
至
ら
な
い
と
い
う
難
点
が
あ

る
。
他
方
、
三
行
目 「
も
の
に
に
ず
」 

は
、「
漢
字
を
当
て
れ
ば 「
物
に
似

ず
」 

で
、
似
た
よ
う
な
も
の
は（
地
上
で
は
）ち
ょ
っ
と
見
当
ら
な
い

―

ぐ
ら
い
の
意
味
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」 

と
の
自
解
が
あ
る
。
こ
れ
は 

「
意
訳
主
義
」 

の
う
ち 「
つ
な
ぎ
言
葉
の
挿
入
」、
す
な
わ
ち 「
文
脈
を
整
え

る
た
め
に
原
詩
に
な
い
つ
な
ぎ
言
葉
を
挿
入
す
る）

85
（

」 

方
法
の
一
端
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
第
十
一
歌
は
全
体
に
原
詩
の
意
を
よ
く
汲
ん
だ
優

れ
た
出
来
栄
え
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
同
じ
初
版
に
基
づ
く
矢
野
峰
人
の 『
四
行
詩
集
』 

の
第
十

一
歌
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
搏
（
マ
マ
）飯
と
側
尊
と

詩
書
一
卷
を
と
も
と
し
つ
、

樹
蔭
に
う
た
ふ
君
あ
ら
ば

荒
野
も
げ
に
や
樂
土
な
れ）

86
（

。

森
亮
の 「
解
題
」 

に
あ
っ
た
通
り
七
五
調
定
型
だ
が
、
そ
の
定
型
に
収
め

る
の
に
あ
え
て 「
摶た
ん

飯ぱ
ん

」 「
側
尊）
87
（

」 

と
い
っ
た
中
国
古
典
に
由
来
す
る
漢
語

を
使
用
し
た
た
め
、
音
も
意
味
も
難
解
で
あ
る
。
第
四
版
に
依
拠
し
た
峰

人
自
身
の 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究
」 

の
第
十
二
歌 「
一
瓢
の
飮
一
簞
の
／

 （
し
）
と
一
卷
の
詩
書
あ
り
て
／
樹
蔭
に
う
た
ふ
君
居
な
ば
、／
荒
野
も

げ
に
や
樂
土
な
れ）

88
（

。」 

と
比
べ
る
と
、
同
じ
七
五
調
で
後
半
二
行
は
ほ
と
ん

ど
同
一
だ
が
、
前
半
二
行
は
こ
ち
ら
の
方
が
ず
っ
と
読
み
や
す
い
。
森
亮

訳
は
さ
ら
に
和
語
を
多
用
し
た
柔
ら
か
な
仕
上
が
り
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

森
亮
訳
と
矢
野
峰
人
訳
の
見
本
を
も
う
一
首
、
第
十
一
歌
の
一
つ
手
前

の
第
十
歌
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

畑
地
よ
り
あ
ら
野
を
さ
し
て

い
ざ
來
ま
せ
、
草く
さ

生ふ

づ
た
ひ
に
。

こ
の
わ
た
り
ス
ル
タ
ン
も
奴ぬ

僕ぼ
く

も
今
や
名
は
な
く
て
、

か
の
マ
ー
ム
ッ
ド
、
玉
座
ゆ
ゆ
し
き
王き
み

か
な
し
。

王
者
奴
隷
の
け
ぢ
め
無
き
、

荒
野
耕
地
を
へ
だ
て
つ
る

か
ぼ
そ
き
小
野
に
わ
れ
と
來
ね

―

玉
座
の
王
を
あ
は
れ
め
よ）

89
（

。

W
ith m

e along som
e Strip of H

erbage strow
n

T
hat just divides the desert from

 the sow
n,

　
W

here nam
e of Slave and Sultán scarce is know

n,

A
nd pity Sultán M

áhm
úd on his T

hrone

）
90
（.

森
亮
訳
の 「
草く
さ

生ふ

」 som
e Strip of H

erbage

は 「
草
原
」 「
草
の
生
え
て
い

る
場
所
」 

を
意
味
す
る
言
葉）

91
（

、 「
ゆ
ゆ
し
き
」 

は 「
神
聖
で
触
れ
て
は
な
ら
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な
い
、
恐
れ
多
い
」 

意
味
の
古
語）

92
（

だ
が
、
原
詩
に
対
応
す
る
言
葉
が
存
在

し
な
い 「
つ
な
ぎ
言
葉
」 

で
あ
ろ
う
。「
い
ざ
來
ま
せ
」 

も

―
峰
人
訳
の 

「
來
ね
」 
と
同
様

―
原
詩
一
行
目
冒
頭
に
動
詞
命
令
形 “C

om
e ” 

を
補
う

心
持
ち
で
追
加
し
た
、「
意
訳
主
義
」
の
う
ち
の 「
注
釈
的
加
筆）

93
（

」 

と
言
え

る
。「
こ
の
わ
た
り
」 W

here

は
、
訳
者
自
解
に
よ
れ
ば 「
狂
言
の
常
套
句

の 「
こ
れ
は
こ
の
あ
た
り
に
住
ま
ひ
致
す
者
で
ご
ざ
る
」 

な
ど
の
連
想
か
ら

か
。「
あ
た
り
」 

と
言
わ
な
い
で 「
わ
た
り
」 

と
言
っ
た
の
は
源
氏
物
語
・

夕
顔
の 「
六
条
わ
た
り
の
御
忍
び
あ
り
き
の
頃
」 

な
ど
を
思
い
出
し
た
の
で

あ
ろ
う）

94
（

」。
原
詩
の
二
行
目 “T

hat just divides the desert from
 the sow

n ”

（
沙
漠
を
耕
地
か
ら
ち
ょ
う
ど
隔
て
て
い
る
）は
、
直
訳
に
近
い
峰
人
の 「
荒
野

耕
地
を
へ
だ
て
つ
る
」 

に
比
べ
る
と
、「
畑
地
よ
り
あ
ら
野
を
さ
し
て
」 

と

し
た
の
は
か
な
り
の
意
訳
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
あ
ら
野
」 

と
い
う
運
動
の

方
向
、
目
的
地
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
後
続
の
第
十
一
歌
と
の
連
続
性
を

強
調
し
よ
う
と
す
る
訳
者
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
目
的
地
は
第

十
一
歌
の 「
こ
こ
に
し
て
」 

と
い
う
言
葉
で
受
け
止
め
ら
れ
、
四
行
目
の 

「
あ
ら
野
」 

に
よ
っ
て
再
び
そ
の
場
所
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
森
は

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
こ
の
四
行
詩
群
の
構
成
は

我
が
國
近
代
短
歌
の
技
法
で
あ
る
連
作
と
非
常
に
よ
く
似
て
ゐ
る）

95
（

」 
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
か
ら
歌
へ
の
推
移
、
相
互
の
繫
が
り
に
と
く
に
注

意
を
払
っ
て
訳
詩
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

森
亮
訳
を
全
体
と
し
て
概
観
す
る
と
、『
古
事
記
』 『
萬
葉
集
』 『
古
今
和

歌
集
』 『
伊
勢
物
語
』 『
源
氏
物
語
』 

に
始
ま
り
、
能
・
狂
言
、『
百
人
一
首
』 

を
経
て
、
夏
目
漱
石
（
本
名
は
金
之
助
。
一
八
六
七 

―
一
九
一
六
年
）
の 「
草

枕
」 

や
坪
內
逍
遙（
本
名
は
雄
藏
。
一
八
五
九 

―
一
九
三
五
年
）
訳 『
ハ
ム
レ
ッ

ト
』、
近
代
詩
・
近
代
短
歌）

96
（

に
至
る
ま
で
、
日
本
文
学
全
体
に
親
し
ん
だ

訳
者
の
素
養
が
よ
く
反
映
さ
れ
た
作
品
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く

に
強
く
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
上
田
敏（
一
八
七
四 

―
一
九
一
六
年）

97
（

）と

蒲
原
有
明
（
本
名
は
隼
雄
。
一
八
七
五 

―
一
九
五
二
年）

98
（

）
で
あ
る
。
現
代
の
読

者
に
は
馴
染
み
の
な
い
、
意
味
の
取
り
に
く
い
特
殊
な
古
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
場
合）

99
（

は
あ
る
も
の
の
、
典
故
を
知
ら
な
く
て
も
訳
詩
を
味
わ
う
こ

と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

発
表
当
時
の
森
亮
訳
へ
の
批
評
は
き
わ
め
て
好
意
的
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
三
好
逹
治
（
一
九
○
○ 

―
六
四
年
）
は 『
コ
ギ
ト
』 

連
載
時
に 「
刮
目
し
て

見
る
べ
き
名
譯
」 「
旣
往
の
諸
譯
に
比
し
て
一
段
と
見
ま
さ
り
の
す
る
出
來

榮
え
」 

と
讚
え
、
い
く
つ
か
の
歌
を
引
い
た
の
ち
、「
各
章
悉
く
こ
の
程
度

の
雅
馴
な
無
理
の
な
い
用
意
の
行
屆
い
た
、
さ
う
し
て
詩
趣
の
豐
か
な
譯

し
ぶ
り
な
の
で
あ
る
。
近
ご
ろ
寓
目
し
た
譯
詩
中
の
白
眉
と
推
す
に
躊
躇

し
な
い）

100
（

」 

と
述
べ
て
い
る
。

批
評
家
の
龜
井
勝
一
郞
（
一
九
○
七 

―
六
六
年
）
も
単
行
本
を
読
ん
で
、

　
（
前
略
）
四
行
詩
の
わ
が
國
に
お
け
る
定
本
版
と
し
て
ふ
さ
は
し
い
出

來
榮
え
と
い
へ
よ
う
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
譯
本
に
は
、
森
氏
の
懇
切
な

解
題
と
註
釋
が
つ
い
て
ゐ
て
、
カ
イ
ヤ
ム
を
は
じ
め
フ
イ
ツ
ヂ
ェ
ラ
ル

ド
の
譯
業
に
關
す
る
正
確
な
智
識
を
得う

る
こ
と
が
出
來
る
。
譯
文
も
典

雅
流
暢
で
、

讀
す
る
と
更
に
美
し
い
ひ
ゞ
き
を
つ
た
へ
る
。
こ
の
方

面
に
お
け
る
最
近
で
の
一
番
立
派
な
仕
事
だ
と
思
ふ）

101
（

。

と
絶
讚
す
る
。
さ
ら
に
、
片
野
文
吉
譯
や
そ
こ
に
添
え
ら
れ
た
上
田
敏
の
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序
文）

102
（

を
引
き
つ
つ
、「
無
常
の
悲
哀
」 「
享
樂
の
敎
」 

な
ど
の
観
念
に
則
し
て

カ
イ
ヤ
ム
の
詩
想
を
叮
嚀
に
紹
介
し
、『
萬
葉
集
』 

の
大お
お
伴と
も
旅の
た

人び
と （

六
六
五 

―

七
三
一
年
）
の
数
首
に
言
及
し
て
、
彼
を 「
日
本
の
カ
イ
ヤ
ム
」 

と
名
づ
け

る
。「
人
生
の
逹
人
の
深
い
悲
し
み
と
瞑
想
」 

を
感
じ
さ
せ
る
森
訳
の
四
行

詩
へ
の
共
感
と
、
こ
れ
を
一
般
読
者
に
広
く
知
ら
し
め
た
い
と
い
う
龜
井

の
熱
意
と
が
よ
く
窺
わ
れ
る
力
の
籠
も
っ
た
書
評
で
あ
る
。
も
っ
と
も
最

後
に
、
森 「
氏
の
譯
は
技
巧
の
跡
が
そ
れ
と
し
て
目
立
ち
す
ぎ
、
稍
々
理

知
的
な
感
じ
を
受
け
る
」 
の
で 「
い
ま
一
工
夫
あ
つ
て
ど
う
だ
ら
う
か）

103
（

」 

と

も
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の 「
技
巧
」 

が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い

る
の
か
文
面
だ
け
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
森
が
伊
東
靜
雄
か
ら
言
わ

れ
た
と
い
う 「
言
葉
を
知
り
過
ぎ
て
ゐ
る
と
、
詩
が
書
き
に
く
い
で
せ
う
」 

と
い
う
批
評
、「
雅
語
に
な
づ
む
な
、
熟
語
成
句
に
頼
り
過
ぎ
る
な）

104
（

」 

と
い

う
戒
め
と
も
通
底
す
る
言
葉
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
若
き
日
の
三
島
由
紀
夫
（
本
名
は
平
岡
公き

み

威た
け

。
一
九
二
五 

―
七
○

年
）の
読
後
感
も
引
い
て
お
こ
う
。
彼
は
友
人
の
東
あ
ず
ま

徤た
か
し（

筆
名
は
文
彥
。
一
九

二
○ 

―
四
三
年
）
宛
て
の
一
九
四
一
年
七
月
十
日
付
け
私
信
中
で
、

　
（
前
略
）
森
亮
と
い
ふ
人
の
訳
は
ま
こ
と
に
流
麗
で
す
し
、「
解
題
」 
も

親
切
で
面
白
い
も
の
で
す
。
ぺ
ル
シ
ヤ
人
の
、
酒
と
逸
楽
の
享
楽
主
義

は
、
お
な
じ
享
楽
主
義
で
も 「
ト
リ
マ
ル
キ
オ
ー
の
饗
宴
」 

に
み
る
や

う
な
羅ロ
ー
マ馬
の
そ
れ
と
は
ち
が
ひ
、
後
者
が
機
智
と
皮
肉
と
頽
廃
と
の
あ

ら
は
れ
で
し
か
な
い
の
に
、
前
者
に
は
東
洋
的
な
深
い
瞑
想
が
み
ら
れ

ま
す
。
前
者
は
月
夜
の
お
も
む
き
、
後
者
は
ま
ひ
る
の
コ
ロ
ツ
セ
ウ
ム

を
思
ひ
出
さ
せ
ま
す）

105
（

。

と
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

と
ロ
ー
マ
の
作
家
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
スG

aius Petro-

nius A
rbiter

（
六
五
年
頃
歿
）
の 『
ト
リ
マ
ル
キ
オ
の
饗
宴
』 Cena Trim

al-

chionis

と
を
比
較
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
直
前
に
刊
行
さ
れ
た
ペ
ト
ロ
ー

ニ
ウ
ス
／
岩
崎
良
三
譯 『
ト
リ
マ
ル
キ
オ
ー
の
饗
宴
』 （
靑
木
書
店
、
一
九
四

一
年
三
月）

106
（

） 

を
読
ん
で
の
感
想
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
三
島
は
、
折
に
触
れ
て 

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

に
言
及
し
て
い
る）

107
（

。

全
体
に
、
竹
友
藻
風
訳
が
英
文
学
の
専
門
家
の
あ
い
だ
で
評
価
さ
れ
た

の
に
対
し
、
森
亮
訳
は
そ
う
し
た
専
門
領
域
と
は
無
縁
の
読
者
、
あ
る
い

は
日
本
の
古
典
文
学
に
親
し
ん
だ
読
者
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
森
訳
も
そ
の
後
長
ら
く
再
刊

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
戦
後
、
一
般
に
文
語
へ
の
馴
染
み
が
薄
く
な
り
、

森
と
同
じ
古
典
文
学
の
素
養
を
持
つ
読
者
層
が
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
や
む
を
得
な
い
事
態
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
訳
者
本
人
は
も
と
よ

り 「
文
語
訳
に
執
着
」 

し
て
い
た
も
の
の
、
戦
後
の
一
九
六
○
年
代
後
半

に
口
語
訳
を
世
に
問
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
は
、「
口
語
訳
が
求
め
ら

れ
る
の
は
避
け
難
い
趨
勢
と
見）

108
（

」 

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
前
期
に
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
部
分
訳
や
引
用
・
紹
介
が
現
わ
れ
、

文
学
作
品
中
で
の
間
接
的
言
及
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
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﹇
注
﹈

　

＊ 

本
文
に
お
け
る
引
用
文
中
の
小
字
の
丸
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足

で
あ
る
。

　

＊ 
引
用
文
中
の
引
用
者
に
よ
る
ル
ビ
に
は
丸
括
弧
を
付
し
て
、
原
ル
ビ
と

区
別
し
た
。

　

＊ 

注
に
お
い
て
筆
者
の
旧
稿 「
明
治
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

dys-

seus

』 
第
二
十
号
、
二
○
一
六
年
三
月
、
一 

―
三
七
頁
）、「
大
正
日
本
の 『
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
』」 （『O

dysseus

』 

第
二
十
一
号
、
二
○
一
七
年
三
月
、
一 

―

三
七
頁
）お
よ
び 「
大
正
日
本
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 （
続
）」 （『O

dysseus

』 

第
二
十
二
号
、
二
○
一
八
年
三
月
、
一 

―
四
七
頁
）
に
言
及
す
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ 「
明
治
日
本
」 「
大
正
日
本
」 「
大
正
日
本
（
続
）」 

と
略
記
す
る
。

（
1
） 

標
題
は
扉
に
よ
る
。
表
紙
の
標
題
は 「
留
盃

土
」、
中
扉
の
標
題
は 

「
留ル

盃バ
イ

邪ヤ
ツ

土ト

」。
奥
付
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
波
斯
古
詩
留
盃
邪
土　

奧
付
／

初
刷
二
百
部
限
定　

非
商
品
／
昭
和
十
一
年
二
月
十
五
日
印
刷
／
昭
和
十

一
年
二
月
二
十
日
發
行
／
著
作
兼
發
行
者　

京
幾
道
高
陽
郡
延
禧
面
細
橋

里　

堀
井
金
太
郞
／
印
刷
者　

京
城
府
南
米
倉
町
百
五
十
九
番
地　

藤
本

外
次
／
印
刷
所　

京
城
府
南
米
倉
町
百
五
十
九
番
地　

行
政
學
會
印
刷

所
」。
本
書
は
関
西
大
学
図
書
館
特
別
文
庫
所
蔵
本
（
谷
澤
永
一
氏
旧
蔵

書
）
を
利
用
し
た
。
戦
後
の
再
刊
本
と
し
て
、
堀
井
梁
歩
訳
／
相
場
信の

ぶ

太た

郎ろ
う

編 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
留
盃
邪
土
』 （
叢
園
叢
書
第
4
集
、
秋
田
・
叢

園
社
、
一
九
七
二
年
九
月
）
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
漢
字
の
旧
字
体
や
異
体

字
を
新
字
体
・
印
刷
標
準
字
体
に
改
め
、
新
た
に
ル
ビ
を
付
し
、「
注
」 
を

追
加
す
る
な
ど
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。

（
2
） 

梁
步
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
再
刊
本 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
留
盃
邪
土
』 

に
付
さ
れ
た
相
場
信
太
郎（
一
九
一
二 

―
八
八
年
）に
よ
る 「
堀
井
梁
歩
小

伝
」、
柳
澤
七
郎
編
著 『
堀
井
梁
歩
の
面
影
』 （
い
づ
み
苑
、
一
九
六
五
年
十

二
月
）、
注
（
37
）
で
後
出
の
堀
井
梁
歩
訳
／
相
場
信
太
郎
編 『
異
本
ル
バ

イ
ヤ
ッ
ト

―
留
盃
邪
土
』 

再
刊
本
の 「
堀
井
梁
歩
年
譜
」 

な
ど
に
よ
っ

た
。

（
3
） 

一
九
二
五
年
七
月
の
創
刊
號
表
紙
に
は 「
堀
井
梁
步
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
」 

と

あ
り
、
一
九
二
六
年
四
月
の
第
九
號
ま
で
、
秋
田
縣
河
邊
郡
仁
井
田
村
の

大
道
社
よ
り
ほ
ぼ
毎
月
発
行
、“T

he O
pen R

oad ” 

と
い
う
英
文
標
題
が
併

記
さ
れ
た
。
東
京
転
居
後
の
一
九
三
○
年
一
月
刊
行
の
第
十
號
か
ら
は
、

上
高
井
戶
の
江
渡
狄
嶺（
後
出
）の
建
設
社
よ
り
不
定
期
刊
と
し
て
、
一
九

三
一
年
三
月
の
第
十
三
號
ま
で
刊
行
。「
大
道
の
歌
」 

は
創
刊
號
か
ら
第
八

號
（
第
二
卷
第
二
號
、
一
九
二
六
年
三
月
）
ま
で
八
回
に
亘
り
連
載
さ
れ

た
。
同
誌
は
緑
蔭
書
房
よ
り
一
九
九
一
年
六
月
に
全
冊
復
刻
版
が
出
さ
れ

て
い
る
。

（
4
） 

『
社
會
及
國
家
』 

第
百
五
十
七
號
（
一
九
二
九
年
四
月
）
か
ら
第
百
七
十

四
號（
一
九
三
○
年
九
月
）ま
で 「
野
人
ソ
ロ
ー
傳
」 （
号
に
よ
っ
て
は 「
野

人
素
郞
傳
」 「
野
人
ソ
ロ
ウ
傳
」）と
し
て
、
第
百
六
十
二
號（
一
九
二
九
年

九
月
）
と
第
百
六
十
八
號
（
一
九
三
○
年
三
月
）
と
を
除
く
全
十
五
回
連

載
。
そ
の
後
、
第
百
八
十
一
號
（
一
九
三
一
年
四
月
）
か
ら
第
百
八
十
九

號
（
十
二
月
）
ま
で 「
野
人
ソ
ロ
ー
傳
（
續
）」 

と
し
て
全
九
回
連
載
。

（
5
） 

「
お
や
ぢ
の
こ
と
」、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
著
／
堀
井
梁
步
譯 『
草
の
葉
』 

五 

―

六
頁
。
初
出
は 『
大
道
』 

第
十
號
、
九 

―
一
○
頁
。「
お
や
ぢ
」 

と
は
ホ
イ
ッ

ト
マ
ン
を
指
す
。

（
6
） 

亀
井
俊
介 『
近
代
文
学
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
運
命
』 

研
究
社
出

版
、
一
九
七
○
年
三
月
、
五
九
九 

―
六
○
○
頁
。「
創
訳
」 

と
は
、
堀
井
が 

『
隣
人
之
友
』 

第
八
十
號
（
一
九
三
三
年
八
月
）
か
ら
第
九
十
二
號
（
一
九

三
四
年
八
月
）に
か
け
て
発
表
し
た 「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
」 

の
翻
訳
を
自

ら
呼
ん
だ
言
葉
。
彼
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
訳
や
ソ
ロ
ー
訳
に
つ
い
て
は
、
他

に
も
以
下
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。

 

・ 

亀
井
俊
介 「
昭
和
の
小
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
た
ち
」、
富
士
川
英
郎
教
授
還
暦

記
念
論
文
集 『
東
洋
の
詩　

西
洋
の
詩
』 

朝
日
出
版
社
、
一
九
六
九
年
十

一
月
、
二
七
七 

―
八
五
頁
。

 

・ 
龜
井
俊
介 「
堀
井
梁
歩
と
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
」 『
う
ず
し
お
』 

第
十
五
号
、

東
京
大
学
教
養
学
科
ア
メ
リ
カ
科
、
一
九
七
七
年
三
月
、
七 

―
一
三
頁

（
本
エ
ッ
セ
イ
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
、
地
域
文
化
研
究
専
攻
の
遠
藤
泰
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生
教
授
と
ア
メ
リ
カ
科
教
務
補
佐
の
矢
島
宏
紀
氏
の
ご
好
意
を
忝
く
し

た
こ
と
を
感
謝
と
共
に
記
し
て
お
き
た
い
）。

 

・ 

瀧
田
佳
子 『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
へ
の
ま
な
ざ
し
―
自
然
・
女
性
・

大
衆
文
化
』 

東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
○
年
三
月
、「
第
三
章　

シ
ン

プ
ル
・
ラ
イ
フ
の
ゆ
く
え
」 （
初
出
は
滝
田
佳
子 「
日
本
に
お
け
る
ソ

ロ
ー
主
義
」 『
比
較
文
學
硏
究
』 

第
二
十
三
號
、
一
九
七
三
年
三
月
、
七

九 

―
一
一
五
頁
）。

（
7
） 

「
因
緣
」 
一
頁
。
書
名
や
訳
者
名
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
袖
珍
本
と
い
う

点
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 （
ア
ル
ス
泰

西
名
詩
選
、
ア
ル
ス
、
一
九
二
一
年
三
月
）で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の 「
因

緣
」 

は
の
ち
に
梁
步
吟
客 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
拾
遺
」 

と
題
し
て
、
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
の
形
で 『
日
本
釀
造
協
會
雜
誌
』 

第
三
十
二
卷
五
號 （
一
九
三
七
年
五

月
、
九
七 

―
九
九
頁
） 

に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 

W
orks of E

dw
ard F

itzG
erald, Translator of O

m
ar K

hayyám
, R

e-

printed from
 the O

riginal Im
pressions w

ith Som
e C

orrections D
erived 

from
 H

is O
w

n A
nnotated C

opies, 2 vols., N
ew

-Y
ork and B

oston: H
ough-

ton, M
iffl in &

 C
o. / L

ondon: B
ernard Q

uaritch, 1887.

（
9
） 

「
因
緣
」 

四 

―
六
頁
。「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
拾
遺
」 

九
八
頁
。「
呆
き
れ
」↓「
呆

れ
」、「
問
題
に
、
よ
り
多
く
」↓「
問
題
に
よ
り
多
く
」 
と
異
同
あ
り
。「
大

正
日
本（
続
）」 

三
二
頁
注（
44
）に
一
部
引
用
。「
鴟し

」 

は 「
梟
」 
を
指
す
が
、

散
文
と
韻
文
の
合
成
物
と
い
う
意
味
で
は 「
鵼こ

う

」 

な
い
し 「
鵺や

」、
す
な
わ

ち 「
ぬ
え
」 

の
誤
植
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
） 

「
因
緣
」 

九 

―
一
○
頁
。「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
拾
遺
」 

九
九
頁
。「
な
り
ま
せ

ん
」↓「
あ
り
ま
せ
ん
」、「
じ
や
な
い
」↓「
ぢ
や
な
い
」、「
そ
の
後
」↓「
其

後
」 

と
異
同
あ
り
。「
飜
譯
は
決
し
て
字
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
本
の
思

想
そ
の
も
の
で
す
」 （
一
○
頁
）
の
部
分
は
「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
拾
遺
」
に
は

再
録
さ
れ
ず
。

（
11
） 

「
因
緣
」 

一
一
頁
。

（
12
） 

E
dw

ard FitzG
erald, R

ubáiyát of O
m

ar K
hayyám

: A
 C

ritical E
di-

tion, E
dited by C

hristopher D
ecker, C

harlotteville and L
ondon: U

ni-

（
sic）

versity Press of V
irginia, 1997, p. 130. 

本
書
は
以
下D

ecker

と
略
記
。

（
13
） 

D
ecker, p. 126.

（
14
） 

以
下
に
例
を
挙
げ
る
。

 

・ 

四
行
の
文
字
数
を（
ほ
ぼ
）
揃
え
た
歌

―
二
、
四
、
五
、（
十
四
）、
十

七
、
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
八
、
三
十
九
、
四
十
六
、
六
十
三
、

六
十
六
、
七
十
九
、
八
十
、
八
十
一
、
八
十
二
、
八
十
九
、
九
十
五
。

 

・ 

四
行
の
文
字
数
を
一
定
字
数
ず
つ
減
ら
し
た
歌

―
四
十
九
、
六
十
七
、

七
十
八
。

 

・ 

四
行
の
文
字
数
を
一
定
字
数
ず
つ
増
や
し
た
歌

―
十
六
、
二
十
二
、

二
十
七
、
五
十
、
五
十
六
、
六
十
、
九
十
二
。

 

・ 

前
半
二
行
、
後
半
二
行
の
文
字
数
を
揃
え
た
歌

―
十
五
、
二
十
四
、

二
十
五
、
二
十
六
、
三
十
三
、
五
十
四
、
七
十
、
七
十
一
、
七
十
四
、

九
十
六
。

 

・ 

左
右
対
称
に
配
置
し
た
歌

―
五
十
八
、
六
十
九
、
八
十
四
。

（
15
） 

竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

一
四
頁
。「
大
正
日
本
（
続
）」 

三
頁
。

（
16
） 

「
ス
ル
タ
ン
」 Sultán

（
第
一
・
十
一
・
十
七
・
六
十
四
歌
）、「
イ
ラ
ム
」 

Irám
 / Iram

, 「
ジ
ヤ
ム
シ
ツ
ト
」 Jam

shýd / Jam
shyd （

第
五
歌
）、「
ダ
ビ

テ
」 D

avid

（
第
六
歌
）、「
カ
イ
ヤ
ム
」 K

hayyám

（
第
十
歌
）、「
マ
ー
ム
ツ

ト
」 M

áhm
úd / M

ahm
úd （

第
十
一
歌
）、「
ラ
マ
ザ
ン
」 Ram

azán

（
第
八

十
一
歌
）。

（
17
） 

以
下
で
は
対
応
す
る
原
詩
の
固
有
名
詞
や
術
語
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

第
四
歌
＝
初
版
・
第
四
版
第
4
歌M

O
SE

S, Jesus. 

第
四
十
二
歌
＝
初
版
第

48
歌K

hayyám
. 

第
四
十
八
歌
＝
第
四
版
第
51
歌from

 M
áh to M

áhi. 

第

六
十
四
歌
＝
第
四
版
第
45
歌Ferrásh.

（
18
） 

第
六
歌 「
尙
古
調
」 Péhlevi / Pehleví, 

第
九
歌 「
國
王
大
臣
」 Jam

shýd 

and K
aikobád, 

第
十
歌 

「
王
者
」 K

aikobád and K
aikhosrú, 

「
英
雄
」 

R
ustum

, 「
大お

と

臣ど

」 H
átim

 Tai, 

第
十
八
歌 「
大
王
」 Jam

shýd / Jam
shyd, 

「
名
譽
獵
師
」 Bahrám

, 

第
二
十
二
歌 「
帝
王
」 Cæ

ar, 

第
二
十
五
歌 「
梟
」 

M
uezzín, 

第
四
十
二
歌 「
天
人
」 A

ngel, 

第
四
十
三
歌 「
侍そ

ば
女め

」 Sákí, 

第
四

十
七
歌 「
Aエ
ー
ス字

」 A
lif, 

第
五
十
七
歌 「
常

じ
や
う

勝し
よ
う將

軍
」 M

ahm
úd, 

第
七
十
五
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で
、
中
古
以
降
は
主
に
歌
語
と
し
て
現
わ
れ
る
。『
萬
葉
集
』 

卷
第
五
・
壱

岐
守
板は

ん
じ
の氏

安や
す

麻ま

呂ろ 「
春
な
れ
ば　

う
べ
も
咲
き
た
る　

梅
の
花　

君
を
思

ふ
と　

夜よ

い眠
も
寝ね

な
く
に
」 （
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・

訳 『
萬
葉
集
』 

②
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
7
、
小
学
館
、
一
九
九
五

年
四
月
、
四
五
頁
）。

（
30
） 

冒
頭
の
三
十
歌
に
つ
い
て
、
藻
風
訳
と
同
一
な
い
し
ほ
ぼ
重
な
る
表
現

を 「
梁
步
訳
―
藻
風
訳
」 

の
形
で
、
梁
步
訳
の
歌
番
号
お
よ
び
訳
語
、
そ

れ
に
対
応
す
る
原
詩
の
初
版
（
I
）
ま
た
は
第
四
版
（
IV
）
の
歌
番
号
、
藻

風
訳
の
歌
番
号
お
よ
び
訳
語
、
両
者
の
原
詩
の
順
に
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、

原
詩
は
便
宜
的
に
第
二
版
の
形
を
掲
げ
、
初
版
の
異
同
は ﹇　

﹈ 

内
に
、
第

四
版
の
異
同
は
（　

）
内
に
示
す
。
最
後
の
第
二
十
八
歌
の
よ
う
に
、
ほ

と
ん
ど
一
首
全
体
を
借
用
し
て
剽
窃
に
近
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ

と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

 

・ 

第
三
歌 「
鷄と

り
鳴
け
ば
」 （I:3, IV

:3

）―
第
三
歌 「
鷄と

り
鳴
け
ば
」 as the C

ock 

crew
.

 

・ 

第
四
歌 「
大
地
よ
り
息
づ
く
」 （I:4, IV

:4

）―
第
四
歌 「
大
地
よ
り
イ
エ

ス
も
息
づ
く
。」 Jesus from

 the G
round suspires.

 

・ 

第
十
五
歌 「
雨
の
如ご

と

空そ
ら

に
ふ
り
撒ま

く
者
」 （I:15, IV

:15

）―
第
十
六
歌 

「
雨
の
ご
と
風
に
ふ
り
撒
く
者
」 A

nd those w
ho fl ung it to the w

inds 

﹇W
inds

﹈ like R
ain.

 

・ 

第
十
六
歌 「
諸も

ろ

人び
と

の
心
を
か
く
る
世
の
願ね

が

、
ひ

」 （I:14, IV
:16

）―
第
十

七
歌 「
も
ろ
人
の
心
を
か
く
る
世
の

は
」 The W

orldly H
ope m

en set 

their H
earts upon.

 

・ 

第
十
九
歌 「
愛
人
よ
、
充
た
せ
盃
、
此
一
つ
き
ぞ
、」 （I:20, IV

:21

）―

第
二
十
一
歌 「
戀
人
よ
、
滿
た
せ
、
さ
か
づ
き
、
こ
の
日
よ
り
、」 A

h, 

m
y B

elovéd, fi ll the C
up that clears / T

O
-D

A
Y.

 
・ 
第
二
十
二
歌 「

園
を
飾
る
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
こ
そ
、／
亡な

き
麗
人
の
頭か

う
べよ

り

落
ち
に
し
か
。」 （I:18, IV

:19

）―
第
二
十
四
歌 「
花
園
の
風ハ

ヤ
シ
ン
ス

信
子
こ
そ

今
は
亡
き
／
麗れ

い
じ
ん人

の
か
う
べ
よ
り
膝
に
落
ち
し
か
。」 That every H

ya-

cinth the G
arden w

ears / D
ropt in her ﹇its

﹈ L
ap from

 som
e once 

歌 「
僧
」 Súfi  / D

ervish, 

第
九
十
六
歌 「
天
の
使
」 A

ngel, 

第
百
歌 「
侍た

を
や
め女

」 
Sákí.

（
19
） 

以
下
に
同
種
の
副
詞
の
例
を
挙
げ
、
原
詩
に
対
応
す
る
語
が
あ
れ
ば
付

記
す
る
。
第
一
歌 「
飄ひ

よ
い乎

と
」、
第
五
十
五
歌 「
颯さ

つ

と
」 agape, 

第
八
十
八

歌 「
ギ
ツ
ギ
ツ
と
」 a-creaking, 

第
九
十
二
歌 「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
」 apieces, 

第

九
十
九
歌 「
し
づ
し
づ
と
」。

　
　

 

な
お
、
梁
步
と
同
郷
の
ド
イ
ツ
文
学
者
・
菊
池
榮
一
（
一
九
○
三 

―
八

六
年
）に
よ
る
と
、「
と
く
と
く
」 

は
秋
田
弁
の 「
ど
く
ど
く
」 

か
ら
来
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
第
七
十
八
歌
の
萬
葉
語 「
は
た
る
」 （
＝
搾
取
す
る
）

も
同
様
だ
と
い
う
。

 

・ 

菊
池
栄
一 「
梁
歩 「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」 

を
読
ん
で
」 『
叢
園
』 

第
四
十
一
巻

八
十
七
号
、
一
九
七
四
年
四
月
、
八 

―
一
○
頁
（
秋
田
県
立
図
書
館
所

蔵
雑
誌
）。

（
20
） 

竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 
一
○
頁
。「
大
正
日
本
（
続
）」 

三
頁
。

（
21
） 

竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

六
五
頁
。「
大
正
日
本
（
続
）」 

五
頁
。

（
22
） 

D
ecker, p. 181.

（
23
） 

再
刊
本
で
は 「
呪の

ろ
ひ詛

」 （
異
体
字 「
咒
」 

を
印
刷
標
準
字
体 「
呪
」 

に
置
き

換
え
）
の
直
後
の
疑
問
符
の
あ
と
に
一
文
字
分
の
空
白
を
入
れ
た
た
め
、

こ
の
左
右
対
称
が
崩
れ
て
い
る
。

（
24
） 

竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

八
九
頁
。

（
25
） 

D
ecker, p. 205. 

掲
出
の
本
文
は
第
二
版
。
初
版
で
は “pitfall ”
↓“Pitfall, ” 

“gin ”

↓“G
in, ” “Predestin ’d E

vil ”

↓“Predestination, ” 

と
異
同
が
あ
り
、

第
四
版
で
は “? ”

↓“! ” 

と
す
る
。

（
26
） 

竹
友
藻
風
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

二
七
頁
。

（
27
） 

D
ecker, p. 143. 

掲
出
の
本
文
は
第
二
版
。﹇　

﹈ 

内
は
原
文
自
体
の
脱

落
。
初
版
で
は “living ”

↓“tender, ” 

第
四
版
で
は “delightful ”

↓“reviving, ” 
“R

iver ’s L
ip ”

↓“R
iver-L

ip, ” 

と
す
る
。

（
28
） 

梁
步
訳
で
は
第
二
歌
に
も 「
生い

の

命ち

の
酒
の
底
を
な
見
せ
そ
」 

と
あ
る
。

（
29
） 

梁
步
訳
で
は
第
二
十
二
歌 「
痕あ

と

な
ら
な
く
に
」、
第
四
十
一
歌 「
汝
な
ら

な
く
に
」 

で
も
同
一
表
現
を
用
い
て
い
る
。「
な
く
に
」 

は
元
来
は
上
代
語
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lovely H
ead.

 

・ 

第
二
十
五
歌 「
今け

ふ日
の
爲
に
備
を
な
せ
し
輩

と
も
が
ら、／

明あ

日す

の
爲
に
目
を
見
張

る
輩

と
も
が
ら、」 （I:24, IV

:25

）―
第
二
十
七
歌 「「
今
日
」 

の
た
め
、
そ
な
へ
を

な
せ
る
と
も
が
ら
に
、／「
明
日
」 

に
眼
を
み
は
り
ゐ
る
者
の
た
め
に
も
、」 

A
like for those w

ho for T
O

-D
A

Y prepare, / A
nd those that after som

e 
﹇a
﹈ T

O
-M

O
R

R
O

W
 stare.

 

・ 

第
二
十
七
歌 「
吾
も
亦
若
き
時
切せ

つ

に
通
ひ
き
、」 （I:27, IV

:27

）―
第
三

十
歌 「
わ
れ
も
ま
た
、
若
き
時
、
せ
ち
に
通
ひ
て
、」 M

yself w
hen young 

did eagerly frequent; 

同 「
出
で
來
し
は
入
り
に
し
同
じ
門
な
り
き
。」―

「
い
で
來
し
は
、
入
り
に
し
お
な
じ
門
な
り
き
。」 Cam

e out by the sam
e 

door ﹇D
oor

﹈ as

（w
here

）in I w
ent.

 

・ 

第
二
十
八
歌 「
智
慧
の
種
を
彼
等
と
共
に
蒔
き
ぬ
、／
我
手
も
て
つ
ち
か

ひ
水
そ
ゝ
ぎ
ぬ
、／
收と

り

穫い
れ

に
我
が
刈
り
得
し
は
、
曰
く
、／「
水
の
如ご

と

我

來
り
、
風
の
如
我
往
く
」。」 （I:28, IV

:28

）―
第
三
十
一
歌 「
智
慧
の
實

を
か
れ
ら
と
と
も
に
わ
れ
蒔
き
ぬ
。／
わ
が
手
も
て
こ
れ
を
培つ

ち
かひ

、
お

よ
す（

マ
マ
）げ

ぬ
。／
か
り
い
れ
に
わ
が
刈
り
穫
し
は
こ
れ
な
り
き
、―
／『
水

の
ご
と
わ
れ
來
り
、
風
の
ご
と
逝
く
。』」 W

ith them
 the seed ﹇Seed

﹈ 
of W

isdom
 did I sow

, / A
nd w

ith m
y （m

ine

） ow
n hand w

rought to 

m
ake it ﹇labour ’d it to

﹈ grow
:（;

） A
nd this w

as all the H
arvest that I 

reap ’d

―/ “I cam
e like W

ater, and like W
ind I go. ”

（
31
） 

す
で
に
触
れ
た
第
十
二
歌
の 「
南
風
」 

の
ほ
か
、
以
下
の
よ
う
な
例
が

見
ら
れ
る
。
丸
括
弧
内
は
原
詩
の
初
版 （
I
） 

ま
た
は
第
四
版 （
IV
） 
の
歌

番
号
を
示
す
。

 

・ 

第
十
三
歌 「
鋒ほ

う

火く
わ

は
擧
り
、
旗き

皷こ

は
轟
く
」 O

h, the brave M
usic of a 

distant D
rum

 ! 

（I:12

）/ N
or heed the rum

ble of a distant D
rum

!

（IV
:13

）―「
鋒
火
」 （「
烽
火
」 

の
誤
植
）
は
原
文
に
は
な
い
付
加
。

 

・ 

第
三
十
八
歌 「
汝な

は
傾
け
よ
、
飮
み
し
盃
、／
殘
月
の
懸か

ゝ

る
が
ご
と
く
。」 

D
o you devoutly do the like, till H

eav ’n / To E
arth invert you 

― 
like an em

pty C
up

（IV
:40

）―
原
文
に
は 「
そ
な
た
も
謹
ん
で
同
様
の

こ
と
（
飲
酒
）
を
な
せ
、
天
が
そ
な
た
を
空
の
盃
の
ご
と
く
地
に
伏
せ

る
ま
で
」 

と
の
み
あ
っ
て
、「
殘
月
」 

と
い
う
観
念
は
梁
步
の
付
加
。

 

・ 

第
九
十
五
歌 「
沙さ

漠ば
く

の
中
の
蜃し

ん

氣き

樓ら
う

、／
一い

つ

閃せ
ん

の
泉い

づ
みの

す
が
た
、」 W

ould 

but the D
esert of the Fountain yield / O

ne glim
pse 

― if dim
ly, yet 

indeed, reveal ’d

（IV
:97

）―
原
文
に
は 「
た
と
え
ぼ
ん
や
り
と
で
も
よ

い
か
ら
、
そ
れ
で
も
確
実
に
、
沙
漠
が
泉
を
一
目
垣
間
見
せ
て
く
れ
た

ら
よ
い
の
に
」 

と
あ
っ
て
、「
蜃
氣
樓
」 

は
梁
步
の
付
加
。「
樓
」 

の
ル
ビ 

「
ら
う
」 

は 「
ろ
う
」 

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。

（
32
） 

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。
丸
括
弧
内
は
原
詩
初
版
（
I
）
な
い
し
第
四

版
（
IV
）
の
歌
番
号
。
両
者
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
初
版
本
文
を
掲
げ
、

﹇　

﹈ 

内
に
第
四
版
の
形
を
示
す
。

 

・ 

第
十
五
歌 「
等ひ

と

し
く
大
地
を
黃
金
に
化
し
得
ず
、／
埋う

め

し
寶
は
他あ

だ
び
と人

堀
返

さ
で
お
か
じ
。」 A

like to no such aureate E
arth are turn ’d / A

s, bur ied 

once, M
en w

ant dug up again

（I:15, IV
:15

）―
原
文
は 「
一
旦
埋
め

ら
れ
た
の
ち
、
再
び
掘
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
人
々
が
望
む
よ
う
な
黄
金

の
土
に
は
誰
一
人
変
化
し
な
い
」 

が
原
義
な
の
で
、「
他あ

だ
び
と人

掘
返
さ
で
お

か
じ
」 

で
は
意
味
が
逆
。「
堀
」 

は 「
掘
」 

の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

 

・ 

第
二
十
四
歌 「
そ
し
て
お
（
マ
マ
）は
り
。」 sans E

nd!

（I:23, IV
:24

）―
原
文
は 

「
終
わ
る
こ
と
な
く
」 「
永
遠
に
」。

 

・ 

第
三
十
歌 「
問
ふ
間ま

な
く 「
何
處
よ
り
」 

早は
や

前
に
あ
り
、／
問
ふ
間ま

な
く 

「
何
處
へ
」 は
早は

や

後
に
あ
り
、」 W

hat, w
ithout asking, hither hurried 

w
hence? / A

nd, w
ithout asking, w

hither hurried hence!

（I:30

）―
冒

頭
の “W

hat ” 

を
間
投
詞
、“hurried ” 

を
他
動
詞 “hurry ”

（
〜
を
急
が

せ
る
、
急
派
す
る
）の
過
去
分
詞
と
解
す
る
場
合
、「
何
と
言
う
こ
と
だ
、

頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
（
我
々
は
）
ど
こ
か
ら

0

0

0

0

こ
こ
（
現
世
）
に
急
い
で

連
れ
て
こ
ら
れ
／
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
こ
こ
か
ら
ど
こ
へ

0

0

0

急
い
で
連

れ
て
ゆ
か
れ
る
の
か
」 

と
い
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
梁
步

訳
は
、“ w

hence” “ w
hither” 

と
い
う
単
語
自
体
を
自
動
詞 “hurry ”

（
急

ぐ
）
の
主
語
と
取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

 

・ 

第
四
十
八
歌 「
痛つ

う
苦く

鬱う
つ

憂ゆ
う

を
な
ご
め
得
む
、」 elludes your pains

（IV
:51

）

―
原
文
は 「
努
力
を
回
避
す
る
」 

す
な
わ
ち
い
く
ら
努
力
し
て
も
捉
え
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る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
。
複
数
形 “pains ” 

は 「
苦
痛
」 

で
は

な
く 「
骨
折
り
」 

と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
対
応
す
る
藻
風
訳
第
五
十

二
歌
の 「
痛な

や
み苦

を
の
が
れ
」 

に
引
か
れ
た
か
。「
憂
」 

の
ル
ビ 「
ゆ
う
」 

は 

「
い
う
」 

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。

 
・ 
第
九
十
歌 「
埋う

づ
もれ

し
我
が
灰
さ
へ
、／
係わ

蹄な

の
如ご

と

空そ
ら

に
投
げ
ら
れ
、」 ev ’n 

m
y buried A

shes such a Snare 

﹇snare

﹈ / O
f Perfum

e 

﹇V
intage

﹈ 
shall fl ing up into the A

ir

（I:68, IV
:92

）―
原
文
で
は 「
灰
が
葡
萄
の

蔓
の
罠
を
空
中
に
投
げ
上
げ
る
」 

と
あ
る
の
で
、
灰
が
空
中
に
投
げ
ら

れ
る
と
す
る
の
は
原
義
と
異
な
る
。

（
33
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
丸
括
弧
内
は
原
詩
初
版
（
I
）
な
い
し
第
四

版
（
IV
）
の
歌
番
号
。

 

・ 

第
二
十
五
歌 「
梟
」 A

 M
uezzín

（I:24, IV
:25

）―
原
義
は
、
ア
ラ
ビ
ア

語
で 「
ム
ア
ッ
ズ
ィ
ン
」 M

u ’azzin

と
呼
ば
れ
る
礼
拝
呼
び
か
け
人
。

 

・ 

第
三
十
五
歌 「
ほ
の
か
な
る
含は

に
か
み羞

も
て
」 w

ith fugitive / A
rticulation

（I:35

）―
原
文
は 「
か
す
か
な
声
で
」 「
捉
え
が
た
い
発
音
で
」 

が
直
訳
。

原
語
は
第
三
十
六
歌
の 「
か
そ
け
き
さ
ゝ
や
き
」 w

ith its all obliterated 

Tongue

（I:36

）と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
後
者
に

対
応
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
（
ボ
ド
レ
ー
図
書
館
所
蔵
ウ
ー
ズ
レ
ー
写

本
第
八
十
九
番
＝
ニ
コ
ラ
版
第
二
百
十
一
番
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

版
第
二
百
五
十
二
番
）は 「
神
秘
の
言
葉
で
」 be zabā n-e ḥā l
と
な
っ
て

い
る
。「
神
秘
の
言
葉
」 

と
は
元
来
は
イ
ス
ラ
ム
神
秘
主
義
に
由
来
す
る

観
念
で
、
一
定
の
神
秘
階
梯
に
達
し
た
神
秘
主
義
者
に
聞
き
取
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
、
言
葉
を
持
た
な
い
事
物
や
動
植
物
が
発
す
る
言
葉

の
こ
と
。

 

・ 

第
四
十
一
歌 「
も
の
皆
は
始
あ
り
終
あ
り
、」 End in w

hat A
ll begins and 

ends in

（IV
:42

）―
原
文
は 「（
酒
も
唇
も
）
万
物
の
始
原
で
あ
り
終
焉

で
あ
る
も
の（
＝
無
）に
帰
す
る
」 

と
い
う
意
味
。
藻
風
訳
第
四
十
五
歌 

「
一
切
の
終
始
の
も
の
に
果
つ
」 

と
い
う
句
を
換
骨
奪
胎
し
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
原
文
の
意
味
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
。

 

・ 

第
四
十
六
歌 「
そ
が
上
に
ま
つ
は
る
紛い

ざ
こ
ざ紜

。」 upon w
hat, prithee, does 

life depend?

（IV
:49

）―
原
文
は 「
人
生
は
何
物
に
依
拠
し
て
い
る
の

か
」 

な
の
で
、
か
な
り
大
胆
な
意
訳
で
あ
る
。

 

・ 

第
七
十
三
歌 「
開か

い
び
や
く闢の

朝あ
し
たに

書
き
し
は
、／
審し

ん
判ば

ん

の
夜よ

る
の
こ
と
。」 the fi rst 

M
orning of C

reation w
rote / W

hat the L
ast D

aw
n of R

eckoning 

shall read

（I:53, IV
:73

）―「
創
造
の
日
の
最
初
の
朝
に（
神
が
）
書
き

記
し
た
の
は
、
審
判
の
日
の
最
後
の
夜
明
け
に
（
神
が
）
読
む
は
ず
の

事
柄
だ
」 

と
い
う
の
が
原
義
。“D

aw
n ” 

を 「
夜
明
け
」 

で
は
な
く 「
夜
」 

と
し
た
の
が
意
図
的
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
、「
審し

ん

判ば
ん

の
夜よ

る

の
こ
と
」 

は
か
な
り
の
省
略
表
現
で
あ
る
。

 

右
に
言
及
し
た
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
は
後
注
（
52
）
参
照
。
ニ
コ
ラ
版
お
よ

び
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。

 

・ L
es Q

uatrains de K
hèyam

, traduits du Persan par J. B
. N

icolas, 

Paris: L
’Im

prim
erie Im

périale, 1867.

 

・ T
he Q

uatrains of O
m

ar K
hayyám

, T
he Persian Text w

ith an E
nglish 

V
erse T

ranslation by E
. H

. W
hinfi eld, Second E

dition, C
orrected 

and E
nlarged, L

ondon: K
egan Paul, T

rench, T
rübner &

 C
o., L

im
ited, 

1901.

（
34
） 

安
倍
能
成 「
堀
井
梁
步
の
死
」、
同 『
自
然
・
人
間
・
書
物
』 

岩
波
書
店
、

一
九
四
二
年
六
月
、
一
三
一
頁
。
初
出
は 「
堀
井
梁
步
の
死
【1】
」 

と
し
て

『
京
城
日
報
』 

一
九
三
八
年
十
月
十
一
日
、
第
四
面
（「「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ド
の

會
」」↓「『
ハ
バ
イ
ヤ
ツ
ド
の
會
』」）。
の
ち
、「
堀
井
梁
步
君
」 

と
改
題
し

て
、
次
項
で
取
り
上
げ
る
堀
井
梁
步
譯 『
波
斯
古
詩

異
本
留
盃
邪
土
』 

の
戦
後
の

復
刊
本
、『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
耶
土
』 （
南
北
書
園
、
一
九
四
七

年
五
月
）、
一
三
七 

―
三
八
頁
に
再
掲（「
嗅
ぎ
つ
つ
」↓「
嗅
ぎ
つ
ゝ
」、「「
ル

バ
イ
ヤ
ッ
ド
の
會
」」↓「『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
の
會
』」）。
な
お
、
復
刊
本
は
中

扉
に 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
／
異
本
留
盃
邪0

土
」、
奥
付
に 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

と
あ
る
が
、
本
稿
で
は
再
刊
本
と
の
区
別
が
つ
き
や
す
い
よ
う
本
扉
の 「
異

本
留
盃
耶0

土
」 

の
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
35
） 

堀
井
金
太
郞 「
日
本
に

於
け
る 「
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
」 

の
書
誌
」 『
讀
書
』 

第
一
卷
第
三

號
、
朝
鮮
讀
書
聯
盟
、
一
九
三
七
年
五
月
、
一
二 

―
一
三
頁
。
の
ち
、
堀
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井
梁
步 「
日
本
に
於
け
る 『
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
』 

の
書
誌
」 

と
し
て
、
復
刊
本 

『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
耶
土
』 

一
○
九 

―
一
○
頁
に
再
録
。
後
者

で
は 「
い
は
れ
」↓「
言
は
れ
」 

と
表
記
。

（
36
） 
慶
政
の
い
わ
ゆ
る 「
南
番
文
字
」 

を
め
ぐ
る
梁
步
と
ポ
ッ
タ
ー
と
の
や

り
と
り
に
つ
い
て
は
、「
大
正
日
本（
続
）」 

三
八 

―
三
九
頁
注（
97
）参
照
。

（
37
） 
相
場
信
太
郎 「
後
記
」、
再
刊
本 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
留
盃
邪
土
』 

一

四
六
頁
。「
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
以
外
の
カ
ウ
ル
、
エ
マ
ー
ソ
ン
訳
や

ボ
ド
レ
ー
稿
本
か
ら
の
集
録
」 

と
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
は
不

正
確
で
あ
る
。
な
お
、
堀
井
梁
歩
訳
／
相
場
信
太
郎
編 『
異
本
ル
バ
イ
ヤ
ッ

ト

―
留
盃
邪
土
』 
再
刊
本（
叢
園
叢
書
第
5
集
、
叢
園
社
、
一
九
七
八
年

八
月
）
の 「
後
記
」 

一
四
三
頁
に
は
、「
著
者
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
住

む
人
ら
し
く
、
同
地
の
ラ
ボ
エ
ー
ム
・
ク
ラ
ブ
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
」 

と
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
38
） 

リ
ス
タ
ー
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
だ
が
、
最
新
版 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

書

誌
に
よ
る
と
、
典
拠
が
不
明
だ
っ
た
り
（orphan quatrains

）、
大
幅
に
意

訳（paraphrased

）さ
れ
た
り
し
た
ル
バ
ー
イ
ー
ば
か
り
を
集
め
、
書
籍
と

し
て
刊
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ポ
ッ
タ
ー
書
誌
を
補
う
意
図
で
編
纂

さ
れ
た
最
新
版
書
誌
は
以
下
の
通
り
。

 

・ Jos C
oum

ans, T
he R

ubáiyát of O
m

ar K
hayyám

: A
n U

pdated B
ibli-

ography, ﹇L
eiden:

﹈ Leiden U
niversity Press, 2010, nos. 397–402.

 

そ
の
な
か
か
ら
、
リ
ス
タ
ー
の
著
作
を
二
点
ほ
ど
挙
げ
て
お
く
（
た
だ
し

引
用
者
未
見
）。

 

・ R
ubaiyat of O

m
ar K

hayyam
: O

rphan Q
uatrains, by H

enry B
ertram

 

L
ister. San Francisco: L

a B
ohem

e C
lub, 1935 （44p., 288 quatrains

）.
 

・ T
he R

ubaiyat of O
m

ar K
hayyam

: A
 C

entury of Paraphrased Q
ua-

trains, by H
enry B

ertram
 L

ister. San Francisco: L
a B

ohem
e C

lub, 

1945.

（
39
） 

タ
イ
プ
原
稿
を
謄
写
版
印
刷
し
た
五
十
二
冊
限
定
、
著
者
署
名
入
り
十

三
頁
の
小
冊
子
。
一
頁
に
十
編
ず
つ
、
合
計
百
十
編
の
ル
バ
ー
イ
ー
英
訳

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
頁
目
の 「
序
文
」 

に
よ
る
と
、
ウ
マ
ル
・
ハ
イ

ヤ
ー
ム
は
約
千
二
百
の
ル
バ
ー
イ
ー
を
残
し
た
と
さ
れ
る
が
、
各
国
語
に

訳
さ
れ
る
過
程
で
大
幅
な
変
容
を
蒙
っ
た
の
で
、
著
者
は
四
十
年
近
く
そ
う

し
た
訳
ば
か
り
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
う
ち
二
百
八
十
六

（
マ
マ
）点

を 「
親
の
な

い
四
行
詩
」 O

rphan Q
uatrains

と
名
づ
け
て
刊
行
し
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

そ
し
て
本
書
は
、「
世
界
最
大
の
ウ
マ
ル
研
究
家
」 the greatest O

m
arian 

Scholar in the W
orld

ポ
ッ
タ
ー
の
助
言
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
と
付

け
加
え
ら
れ
て
い
る

 

　

筆
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
図
書
館
（E

lm
er H

olm
es B

obst L
ibrary

）

所
蔵
の 「N

o. 14

」 

を
閲
覧
し
た
。

（
40
） 

再
刊
本 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
留
盃
邪
土
』 

一
四
六 

―
四
七
頁
。
再
刊

本 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
邪
土
』 

一
四
四
頁
に
再
録（
読
点
、
送

り
仮
名
、
仮
名
遣
い
、
踊
り
字
の
有
無
な
ど
に
異
同
あ
り
）。
梁
步
の
文

章
の
引
用
だ
が
、
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
41
） 

再
刊
本 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
邪
土
』 

一
四
六
頁
。

（
42
） 

奥
付
の
記
載
は 「
波
斯
古
詩
異
本
留
盃
邪
士
（
マ
マ
）

　

奧
付
／
初
刷
百
部
限
定　

非
商

品
／
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
七
日
印
刷
／
昭
和
十
三
年
一
月
三
十
一
日
發

行
／
著
作
兼
發
行
者　

京
城
府
東
橫
町
四
六
番
地　

堀
井
金
太
郞
／
印
刷

者　

會
（
マ
マ
）城
府
南
米
倉
町
一
五
九
番
地　

大
谷　

保
／
印
刷
所　

京
城
府
南

米
倉
町
一
五
九
番
地　

行
政
學
會
印
刷
所
」。
表
紙
に
は
墨
書
き
の
草
書

体
で 「
異
本
留
盃
邪
土
」、
裏
表
紙
に
は 「
平
步
散
人
藏
版
」 

と
の
み
記
さ

れ
て
い
る
。
便
宜
上
、
奥
付
の 「
士
」 

は 「
土
」 

に
改
め
て
引
用
す
る
。
本

書
は
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
・
一
高
文
庫
所
蔵
本
を
閲
覧
し
た
。

 
 

戦
後
の
復
刊
本
は
注（
34
）、
再
刊
本
は
注（
37
）に
書
誌
情
報
を
掲
出
。

初
刊
本
に
収
録
さ
れ
た
百
一
首
に
は
歌
番
号
も
頁
番
号
（
丁
づ
け
）
も
な

い
が
、
便
宜
上
冒
頭
か
ら
順
に
一
か
ら
百
一
ま
で
通
し
番
号
を
付
す
こ
と

に
す
る
。
復
刊
本
・
再
刊
本
は
い
ず
れ
も
こ
の
形
で
番
号
を
補
っ
て
い
る
。

な
お
、
再
刊
本
の
本
文
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
て
い
る
が
、
以

下
で
初
刊
本
・
復
刊
本
と
の
異
同
を
示
す
さ
い
、（
そ
の
原
則
か
ら
外
れ
る

場
合
を
除
い
て
） 

逐
一
は
そ
の
旨
を
断
わ
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
43
） 

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。
リ
ス
タ
ー
版
の
原
文
は
す
べ
て
大
文
字
表
記
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だ
が
、
引
用
に
さ
い
し
、
各
行
冒
頭
の
単
語
や
固
有
名
詞
の
語
頭
文
字
を

除
い
て
小
文
字
に
統
一
し
た
。
以
下
同
様
。

 

・ 

リ
ス
タ
ー
版
第
八
十
一
歌
第
三
行 “For I have sm

ashed m
y goblet on 

the fl oor, ”

（
＝
梁
步
訳
第
七
十
四
歌
第
三
行 「
我
は
大
盃
を
床
に
投
げ
つ

け
た
り
」）。
ニ
コ
ラ
版
第
四
百
四
歌
第
一
行
、
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

版
第
四
百
四
十
六
歌
第
一
行
、
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
第
百
四
十
六
番
第
一

行 “bar sang zadam
 dū sh sabū -yē  kā shī ”

（
昨
晩
私
は
陶
器
の
壺
を
石

の
上
に
投
げ
つ
け
た
）。

 

・ 

リ
ス
タ
ー
版
第
八
十
九
歌
第
二
行 “It has foreboding like a distant 

drum
, ”

（
＝
梁
步
訳
第
八
十
二
歌
第
二
行 「
遠
く
か
ら
響
く
太
皷
の
や
う

に
」）。
ホ
ワ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
版
第
百
八
歌
第
四
行 “k-ā vā z-e dohol 

shenī dan-az dū r khosh-ast ”
（
な
ぜ
な
ら
、
太
鼓
の
響
き
は
遠
く
か
ら
聞

く
の
が
心
地
よ
い
か
ら
）。
ウ
ー
ズ
レ
ー
写
本
第
三
十
四
番
第
四
行
も

ほ
ぼ
同
一
。

（
44
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は 「
方は

こ

舟
」↓「
方は

こ
ぶ
ね舟

」、「
怕
る
ゝ
」↓「
怕お

そ

る
る
」、

さ
ら
に
復
刊
本
で
は 「
崇
り
」↓「
祟た

ゝ
り
」、
再
刊
本
で
は 「
崇
り
」↓「
崇た

た
り
」 

と
す
る
。

（
45
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は 「
殘
ン
」↓「
殘の

こ
ン
」、「
終
」↓「
終
り
」 

と
異
同
が

あ
る
。

（
46
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は 「
神
機
妙
算
」 「
爐
邊
山
中
」 

の
直
後
の
読
点
を

削
除
し
て
一
文
字
分
の
空
白
と
し
、「
隱
る
ゝ
」 

を 「
隱
る
る
」 
と
表
記
す

る
。
再
刊
本
で
も 「
邊
」 

の
文
字
の
み
は
旧
字
体
を
使
用
。

（
47
） 

例
え
ば
南
朝
宋
・
范
曄
撰 『
後
漢
書
』 

卷
七
十
一
、
列
傳
第
六
十
一 「
皇

甫
嵩
」 

に 「
亡
び
し
漢
を
已
に
墜
ち
た
る
に
推
せ
ば
、
實ま

こ
とに

神
機
の
至
會
、

風
發
の
良
時
な
り
」、
唐
・
姚
思
廉
撰 『
陳
書
』 

卷
十
九
、
列
傳
第
十
三 「
虞

寄
」 

に 「
此
將
軍
妙
筭
の
遠
因
、
衷
誠
に
發
す
る
者
な
り
」 

と
あ
る
。『
日

本
国
語
大
辞
典
』 

第
二
版
、
第
七
巻
（
小
学
館
、
二
○
○
一
年
四
月
）、
五

六
二
頁
は 「
神
機
妙
算
」 

の
用
例
と
し
て
、
古
典
で
は
一
七
四
九
年
刊
の

近
路
行
者（
都
賀
庭
鐘
）作 『
古
今

竒
談

英
は
な
ぶ
さ草

紙
』 卷
之
三 「
五　

紀き
の

任た
ふ

重し
げ

陰い
ん

司し

に

至
り
滯く

獄じ

を
斷わ

く
る
話こ

と

」（
日
本
名
著
全
集
、
江
戶
文
藝
之
部
、
第
十
卷

メ
イ
ド

〔
怪
談
名
作
集
〕、
一
九
二
七
年
十
月
、
四
九
二 

―
九
三
頁
）、
近
代
で
は
內

田
魯
庵 『
社
會
百
面
相
』 「
虛
業
家
尺
牘
數
則
」 

八
（
博
文
館
、
一
九
○
二

年
六
月
、
二
一
八
頁
）
な
ど
を
挙
げ
る
。

（
48
） 

こ
の
種
の 「
創
訳
」 

の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。
再
刊
本
・
復
刊

本
に
お
け
る
表
記
の
異
同
は
省
略
す
る
。

 

・ 

第
八
歌
四
行
目 「
至
上
の
權
者
は
い
か
な
る
人
情
に
も
耳
を
か
さ
ず
」―

原
文
（
第
十
六
歌
）
に
対
応
す
る
文
言
欠
。

 

・ 

第
十
一
歌
一
行
目 「
長
き
徒と

然ぜ
ん

に
堪
へ
か
ね
て
」―
原
文 （
第
八
歌
） 

に

対
応
す
る
文
言
欠
。

 

・ 

第
十
一
歌
四
行
目 「
大
戰
爭
」―
原
文（
第
八
歌
）は “earthquake, fl ood 

or fi re ”

（
地
震
、
洪
水
、
火
事
）。

 

・ 

第
十
八
歌
三
・
四
行
目 「
叡
智
と
愚
痴
と
／
所
詮
同
じ
き
か
な
信
と
不

信
と
」―
原
文 （
第
十
一
歌
） 

に
対
応
す
る
文
言
欠
。

 

・ 

第
二
十
三
歌
三
・
四
行
目 「
一
度
ラ
ブ
の
放
射
に
遇
ひ
て
は
／
銃
火
劒

戟
防
ぐ
な
し
」―
原
文
（
第
二
十
七
歌
）“W

hen sm
itten by the errant 

shafts of love: / L
ove travels on a path that ’s strange and lone. ”

（
愛

の
気
紛
れ
な
矢
に
射
抜
か
れ
た
と
き
。／
愛
は
奇
妙
で
孤
独
な
道
を
旅

す
る
）
を
大
幅
に
改
変
。

 

・ 

第
四
十
五
歌
二
行
目 「
あ
る
か
な
し
の
小
徑
、
み
ゝ
ず
の
の
た
く
り
」―

原
文（
第
四
十
九
歌
）は “dim

 paths ”

（
幽
か
な
小
径
）と
の
み
あ
っ
て
、

「
み
ゝ
ず
の
の
た
く
り
」 

は
訳
者
の
追
加
。

 

・ 

第
七
十
八
歌
四
行
目 「
朝
貌
の
開
く
や
う
に
私
の
目
も
開
い
た
」―
原
文

（
第
八
十
五
歌
）は “H

e sang a happy song to G
od, I know

. ”

（
彼
が
神

に
向
か
っ
て
幸
福
な
歌
を
歌
っ
た
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
）。

 

・ 

第
八
十
一
歌
一
行
目 「
夢
は
五
臟
の
疲
と
い
ふ
」―
原
文 （
第
八
十
八
歌
） 

に
対
応
す
る
文
言
欠
。

 
・ 
第
八
十
二
歌
四
行
目 「
屁
ひ
つ
た
こ
と
迄
一
々
罪
に
勘
定
さ
れ
た
ら
助

か
ら
ん
わ
い
」―
原
文
（
第
八
十
九
歌
）
は“ye can alw

ays trem
ble if 

each sin / is in your m
ind ’s eyes added to crim

e ’s sum
. ”

（
個
々
の
過

ち
が
心
眼
に
お
い
て
犯
罪
の
総
計
に
加
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
人
は
つ
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ね
に
恐
れ
お
の
の
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
）。

 

・ 

第
八
十
四
歌
四
行
目 「
自
轉
、
公
轉
、
反
轉
も
勝
手
で
す
わ
い
」―
原
文

（
第
九
十
二
歌
）
に
対
応
す
る
文
言
欠
。

 
・ 
第
八
十
五
歌
四
行
目 「
內
に
焚
く
ス
ト
ウ
ブ
の

」―
原
文（
第
九
十
三

歌
）
は “I fi nd / From

 w
ine that I receive reviving heat ”

（
蘇
生
の
熱

を
私
は
酒
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
気
づ
く
）。

 

・ 

第
八
十
六
歌
三
行
目 「
永
遠
に
つ
ゞ
く
極
樂
淨
土
へ
」―
原
文 （
第
九
十

四
歌
） 

は “to attain your goal ” （
目
的
地
に
到
達
す
る
た
め
に
）。

 

・ 

第
九
十
五
歌
三
行
目 「
蛇
だ
の
蝎
だ
の
鷲
だ
の
鴉
だ
の
」―
原
文 （
第
百

四
歌
） 

に
対
応
す
る
文
言
欠
。

 

・ 

第
九
十
八
歌
四
行
目 「
ち
ゞ
こ
め
る
田
螺
の
如
き
心
」―
原
文（
第
百
七

歌
）
は “a contrite heart ”
（
悔
恨
の
心
）。

（
49
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
再
刊
本
・
復
刊
本
に
お
け
る
表
記
の
異
同
は

省
略
す
る
。

 

・ 

第
三
歌
一
行
目 「
主
」、
四
行
目 「
聖
廷
」―
原
文 （
第
三
歌
） 

は “Jesus ” 

（
イ
エ
ス
） 

と “the prophet ’s bar ” （
預
言
者
の
法
廷
）。

 

・ 

第
十
四
歌
四
行
目 「
汝
か
叡
智
、
吹
く
風
に
和
ま
せ
よ
」―
原
文 （
第
十

四
歌
） 

は “T
hy barque w

ith w
isdom

 trim
 w

ell to the breeze ” （
叡
智

に
よ
っ
て
汝
の
船
の
帆
を
風
に
和
ま
せ
よ
）。

 

・ 

第
十
六
歌
三
・
四
行
目 「
踏
み
行
く
も
何い

づ
れは

餌
食
道み

ち

傍の
べ

に
／
爪
と
ぎ
ね

ら
ふ
荒
鷲
の
」―
原
文 （
第
十
五
歌
） は “T

he m
an w

ho travels it on car-

rion feeds ” （
そ
の
道
を
行
く
旅
人
は
腐
肉
を
喰
ら
う
）。

 

・ 

第
十
八
歌
二
行
目 「
夜
の
妄
想
は
選
ぶ
な
し
」―
原
文 （
第
十
一
歌
） 
は 

“those vagaries of fi lm
y night / A

 true believer pearls of w
isdom

 

deem
s ” （
ぼ
ん
や
り
し
た
夜
の
妄
想
を
／
真
の
信
徒
は
叡
智
の
真
珠
と

見
做
す
）。

 

・ 

第
五
十
三
歌
一
行
目 「
神
よ
り
の
外
、
至
上
の
權
は
人
に
落
ち
ず
」―
原

文 （
第
六
十
歌
） 

は “S
uprem

e authority no m
an concedes / To any 

other m
an but prudence heeds: ” （

至
上
の
権
限
を
他
者
に
譲
ろ
う
と
／

す
る
と
必
ず
分
別
が
注
意
を
促
す
）。

 

・ 

第
六
十
九
歌
一
行
目 「
聖
徒
」―
原
文 （
第
七
十
六
歌
） 

は “the prophet ” 

（
預
言
者
）。

 

・ 

第
七
十
歌
四
行
目 「
殿
堂
」―
原
文 （
第
七
十
七
歌
） 

は “the m
osque ” 

（
モ
ス
ク
）。

 

・ 

第
七
十
一
歌
三
行
目 「
定
の
日
來
り
な
ば
」―
原
文
（
第
七
十
八
歌
）
は 

“on the holy days ”

（
祝
祭
日
に
）。「
定さ

だ
めの

日
」 

と
す
る
と
、
最
後
の
審

判
の
日
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

 

・ 

第
七
十
八
歌
二
行
目 「
夜
明
鴉
」―
原
文（
第
八
十
五
歌
）は “A

 bulbul ”

（
夜
鳴
鶯
）。

 

・ 

第
八
十
六
歌
二
行
目 「
大
空
を
駈
廻
る
怪
獸
」―
原
文
（
第
九
十
四
歌
）

は “C
ynosura ”

（
小
熊
座
）
と “H

elice ”

（
大
熊
座
）。

 

・ 

第
八
十
九
歌
四
行
目 「
ミ
ュ
エ
ツ
ェ
ン
」―
原
文（
第
九
十
九
歌
）は “m

u-

ezzin ”

（「
ム
ア
ッ
ズ
ィ
ン
」 

す
な
わ
ち
礼
拝
呼
び
か
け
人
）。

 

・ 

第
九
十
歌
四
行
目 「
ム
ス
タ
ツ
フ
ア
」―
原
文（
第
百
歌
）は “M

ustafa ”

（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
）。

 

・ 

第
九
十
二
歌
四
行
目 「
鴉
が
酒
盃
の
や
う
な
眼
を
光
ら
し
て
る
」―
原
文

（
第
百
一
歌
）は “O

nly a crow
 the goblet bright doth eye ”

（
鴉
だ
け
が

輝
く
酒
杯
を
じ
っ
と
見
る
）。「
鴉
」 

と
は
星
座
の 「
鴉
座
」 Corvus, 「
酒

杯
」 

は 「
コ
ッ
プ
座
」 Crater

を
意
味
し
て
い
る
。

 

・ 

第
九
十
三
歌 「
水
瓶
を
持
つ
て
る
奴
」―
原
文（
第
百
二
歌
）は “A

quar-

ius ”

（
水
瓶
座
）。

（
50
） 

再
刊
本
で
も 「
缺
」 「
盡
」 

は
旧
字
体
を
使
用
。

（
51
） 

“O
m

ar K
hayyám

, the A
stronom

er-Poet of Persia, ” C
alcutta R

eview
, 

V
ol. 30, N

o. 59, M
arch 1858, p. 157.

（
52
） 

T
he R

uba’iyat of O
m

ar K
hayyā m

, B
eing a Facsim

ile of the M
anu-

script in the B
odleian L

ibrary at O
xford, w

ith a T
ranscript into M

odern 

Persian C
haracters, T

ranslated, w
ith an Introduction and N

otes, and a 

B
ibliography, by E

dw
ard H

eron-A
llen, L

ondon: H
. S. N

ichols LT
D

., 

1898, pp. 236–37. 

以
下
、
本
書
はH

eron-A
llen 1898

と
略
記
。

（
53
） 

最
澄
の 『
山さ

ん
げ
が
く
し
よ
う
し
き

家
學
生
式
』 （
八
一
八
年
） 

に
見
え
る
言
葉 （
原
漢
文
）。『
傳
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敎
大
師
全
集
』 

第
一
、
天
台
宗
宗
典
刊
行
會
、
一
九
一
二
年
七
月
、
五
頁 

「
天
台
法
華
宗
年
分
學
生
式
一
首
」 

一
頁
。
た
だ
し
現
在
で
は 「
照
于0

一
隅
」 

で
は
な
く 「
照
千0

一
隅
」 

と
読
ん
で 「
照
千
里
・
守
一
隅
」 

の
省
略
と
解
釈

す
る
の
が
定
説
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
を
参
照
。

 
・ 
安
藤
俊
雄
・
薗
田
香
融
校
注 『
最
澄
』 

日
本
思
想
大
系
4
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
四
年
五
月
、
一
九
四
頁
、
四
二
七
頁
（
補
注
）。

 

・ 

岡
本
健
一 『
発
掘
の
迷
路
を
行
く
（
上
巻
）―
古
典
考
古
学
以
後
』 

毎

日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
六
月
、
二
○
○ 

―
○
六
頁 「「
一
隅
を
照
ら
す
」

―
最
澄
の
名
言
論
争
」。

 

・ 

同 『
古
代
の
光

―
歴
史
万
華
鏡
』 

三
五
館
、
一
九
九
六
年
十
月
、
二
三

三 

―
三
九
頁 「
一
隅
を
照
ら
す

―
千
里
を
照
ら
す
が
最
澄
の
理
想
」 

「
一
隅
論
争
二
○
年

―
高
尚
な
論
争
の
陰
の
人
間
関
係
」 （
初
出
は 『
毎

日
新
聞
』 

東
京
版
、
一
九
九
四
年
七
月
十
五
日
お
よ
び
二
十
二
日
、
夕

刊
第
十
面
）。

（
54
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は 「
ず
ぼ
ら
な
性
分
か
ら
、」 

の
読
点
を
省
略
し
て

一
文
字
空
き
と
す
る
。
ま
た
、
再
刊
本
は 「
俺お

ら

ア
」 

と
ル
ビ
を
付
し
て
い

る
。

（
55
） 

こ
れ
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
二
版
以
降
の 「
序
文
」 

に
記
さ
れ

た
彼
自
身
の
英
訳
で
あ
る
。D
ecker, pp. 32, 63, 94.

梁
步
が
用
い
た 『
フ

ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
著
作
集
』 

第
一
巻
で
は
、「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」 
本
文
は

初
版
と
第
四
版
と
が
見
開
き
で
対
照
さ
れ
て
い
る
が
、「
序
文
」 
の
み
は
第

四
版 （
と
、
第
三
版
の
み
に
追
加
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
版
に
関
す
る
注
記
） 
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
掲
出
の
四
行
詩
もp. 9

に
見
ら
れ
る
。

（
56
） 

H
eron-A

llen 1898, pp. 118–19.

（
57
） 

エ
マ
ソ
ン
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
か
ら
の
ペ
ル
シ
ア
詩
の
重
訳
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
が
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。

 

・ J. D
. Y

ohannan, “E
m

erson ’s T
ranslations of Persian Poetry from

 

G
erm

an Sources, ” A
m

erican L
iterature, V

ol. 14, N
o. 4, January 

1943, pp. 407–20.

 

・ J. D
. Y

ohannan, “T
he Infl uence of Persian Poetry upon E

m
erson ’s 

W
ork, ” A

m
erican Literature, V

ol. 15, N
o. 1, M

arch 1943, pp. 25–41.

（
58
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は 「
許
さ
れ
し
日
、」 

の
読
点
を
省
略
し
て
一
文
字

空
き
と
す
る
。
ま
た
、
再
刊
本
は 「
逡
」↓「
浚
」 

と
表
記
。

（
59
） 

テ
ィ
ー
ム
ー
ル
朝
時
代
の
歴
史
家
ダ
ウ
ラ
ト
シ
ャ
ー D

aw
latshā h al-

Sam
arqandī

に
よ
る
詩
人
伝 『
詩
人
た
ち
の
回
想
』 Tadhkira al-Shu‘arā ’

（
一
四
八
七
年
以
降
成
立
）に
引
用
が
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
原
文
は
以
下
の

通
り
。

 

・ ’A
m
ī r D

aw
latshā h al-Sam

arqandī , Tadhkira al-Shu‘arā ’, E
d. w

ith 

Prefaces and Indices by E
dw

ard G
. B

row
ne, L

ondon: L
uzac &

 C
o. 

/ L
eiden: E

. J. B
rill, 1901, p. 43.

az m
arg ḥ adhar kardan dō  rū z ravā  nī st 

rū zī  ke qaḍā  bā shad-o rū zī  ke qaḍā  nī st
rū zī  ke qaḍā  bā shad kū shesh na-konad sū d 
rū zī  ke qaḍā  nī st darū  m

arg ravā  nī st

天
命
の
日
と
天
命
に
あ
ら
ざ
る
日

二
つ
の
日
に
死
を
避
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

天
命
の
日
は
（
避
け
る
）
努
力
が
無
駄
に
な
り

天
命
に
あ
ら
ざ
る
日
に
死
は
許
さ
れ
な
い

 

こ
れ
は
各
行
末
尾
が
、
通
常
の
ル
バ
ー
イ
ー
の
韻
律
よ
り
一
音
節
ず
つ
増

加
し
た
、
顫
調 （hazaj-e akhrab-e m

akfū
f-e m

aḥ dhū
f

と
そ
の
変
型
） 

か

ら
成
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
原
典
校
訂
者
の
ブ
ラ
ウ
ンE

dw
ard G

. B
row

ne

（
一

八
六
二 

―
一
九
二
六
年
）に
よ
る
英
訳
は
、
彼
の 『
ペ
ル
シ
ア
文
学
史
』 

に

見
ら
れ
る
。

 

・ E
dw

ard G
. B

row
ne, A

 L
iterary H

istory of Persia, V
ol. II, C

am
-

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 1928, p. 158.

 
エ
マ
ソ
ン
の
一
八
四
九
年
の
日
記
に
は
、
彼
が
ハ
ン
マ
ー
訳
（
ダ
ウ
ラ
ト

シ
ャ
ー
の
詩
人
伝
を
基
礎
と
し
た
文
学
者
列
伝
）
に
依
拠
し
た
こ
と
が
詩

の
英
訳
と
と
も
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

 

・ T
he Journals and M

iscellaneous N
otebooks of R

alph W
aldo E

m
er-
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son, V
olum

e X
I: 1848–1851, E

dited by A
. W

. Plum
stead, W

illiam
 

H
. G

ilm
an and R

uth H
. B

ennett, C
am

bridge, M
ass. / L

ondon: T
he 

B
elknap Press of H

arvard U
niversity Press, 1975, p. 103.

 
・ Joseph von H

am
m

er, G
eschichte der schönen R

edekünste Persiens, 

m
it einer B

lüthenlese aus zw
eyhundert persischen D

ichtern, W
ien: 

B
ey H

eubner und W
olke, 1818, p. 43, V

I. Pindar aus R
ei in K

uhis-

tan:U
m

sonst fl iehst an zw
ey Tagen du den Tod, 

W
o ihn bestim

m
t, und nicht bestim

m
et G

ott.

A
m

 ersten rettet dir kein A
rzt das L

eben, 

A
m

 zw
eyten kannst du nicht den G

eist aufgeben.

神
が
定
め
る
日
と
定
め
な
い
日
、

二
つ
の
日
に
そ
な
た
が
死
を
避
け
る
の
は
無
駄
で
あ
る
。

第
一
の
日
に
は
い
か
な
る
医
者
も
そ
な
た
の
生
命
を
救
い
え
ず
、

第
二
の
日
に
そ
な
た
は
魂
を
放
棄
し
え
な
い
。

（
60
） 

エ
マ
ソ
ン
の
詩
集 『
皐
月
祭
そ
の
他
』 （
一
八
六
七
年
） 

に
初
出
。
そ
の

後
、〈
リ
ヴ
ァ
ー
サ
イ
ド
版
全
集
〉 

の
改
訂
新
版
で
は
詩
人
名
を “O

m
ar 

K
hay yam

” 

と
修
正
し
、〈
生
誕
百
年
記
念
版
全
集
〉 
で
は “A

li B
en A

bu 

Taleb ” 

す
な
わ
ち
ア
リ
ー ‘A

lī  ’ibn ’A
bī  Ṭā lib

（
第
四
代
カ
リ
フ
。
在
位

六
五
六 

―
六
一
年
）
の
作
品
の
直
後
に
、
や
は
り
詩
人
名
な
し
で
引
用
さ

れ
て
い
る
。

 

・ R
alph W

aldo E
m

erson, M
ay-D

ay and O
ther P

ieces, B
oston: T

ick-

nor and Fields, 1867, “T
ranslations, ” From

 O
m

ar C
hiam

, p. 201.

O
N tw

o days it steads not to run from
 thy grave,

T
he appointed, and the unappointed day;

O
n the fi rst, neither balm

 nor physician can save,

N
or thee, on the second, the U

niverse slay.

 

・ Idem
, 

Poem
s, N

ew
 and R

evised E
dition, E

m
erson ’s C

om
plete 

W
orks, V

ol. IX
, C

am
bridge, M

ass.: Printed at the R
iverside Press, 

1883, From
 O

m
ar K

hay yam
, p. 248.

 

・ Idem
, Poem

s, T
he C

om
plete W

orks of R
alph W

aldo E
m

erson, V
ol. 

IX
, C

entenary E
dition, 1904, “T

ranslations, ” From
 A

li B
en A

bu 

Taleb, p. 302.

 

彼
の
著
作 『
人
生
論
』 （
一
八
六
○
年
）
で
も
、
詩
人
の
名
前
へ
の
言
及
な

し
に
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
初
刊
本
お
よ
び
全
集
版
の
書
誌
情
報
と
大

正
期
の
邦
訳
を
挙
げ
て
お
く
。

 

・ R
alph W

aldo E
m

erson, T
he C

onduct of L
ife, B

oston: T
icknor and 

Fields, 1860, I. Fate, p. 3.

 

・ T
he C

ollected W
orks of R

alph W
aldo E

m
erson, V

ol. V
I

（T
he C

on-

duct of L
ife

）, C
am

bridge, M
ass. / L

ondon: T
he B

elknap Press of 

H
arverd U

niversity Press, 2003, I. Fate, p. 3.

 

・ 

戶
川
秋
骨
譯 『
人
生
論
』、
エ
マ
ア
ソ
ン
全
集
第
八
卷
、
國
民
文
庫
刊
行

會
、
一
九
一
七
年
三
月
、「
宿
命
」 

六
頁
。

汝
の
墓
場
よ
り
逃
れ
ん
と
す
る
も
効
な
き
日
二
あ
り
、

命
數
の
定
ま
れ
る
日
と
命
數
の
定
め
ら
れ
ぬ
日
と
な
り
、

第
一
の
日
に
は
醫
藥
も
こ
れ
を
救
ふ
の
道
な
く
、

第
二
の
日
に
は
宇
宙
も
汝
を
殺
す
能
は
じ
、

 

梁
步
は
第
一
行
の 「
〜
の
役
に
立
つ
」 

と
い
う
意
味
の
古
語 “stead ” 

を
捉

え
そ
こ
ね
た
ら
し
く
、「
二
つ
の
日
は
我
墓
の
上
に
交
代
せ
ず
」 

と
、
エ
マ

ソ
ン
の
原
詩
か
ら
か
け
離
れ
た
訳
を
捻
り
出
し
、
第
三
・
第
四
行
も 「
創

訳
」 

に
な
っ
て
い
る
。

（
61
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は 「
許
さ
れ
し
事
、」 

の
読
点
を
削
除
し
て
一
文
字

空
き
と
す
る
。

（
62
） 
エ
マ
ソ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
の
初
出
、 『
文
学
と
社
会
的
目
的
』 

初
刊
本 （
い

ず
れ
も
詩
人
名
をO

m
ar C

hiam

と
表
記
） 

お
よ
び 〈
リ
ヴ
ァ
ー
サ
イ
ド
版

全
集
〉 

の
改
訂
新
版 （
詩
人
名
をO

m
ar K

hayyam

と
訂
正
）、
な
ら
び
に
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大
正
期
の
邦
訳
の
書
誌
情
報
を
掲
げ
て
お
く
。

 

・ R
alph W

aldo E
m

erson, “Persian Poetry, ” T
he A

tlantic M
onthly, 

V
ol. I, N

o. V
I, A

pril 1858, p. 726.

 
・ Idem

, “Persian Poetry, ” L
etters and Social A

im
s, B

oston: Jam
es R

. 

O
sgood and C

om
pany, 1876, p. 219.

 

・ Idem
, “Persian Poetry, ” L

etters and Social A
im

s, N
ew

 and R
evised 

E
dition, E

m
erson ’s C

om
plete W

orks, V
ol. V

III, C
am

bridge, M
ass.: 

Printed at the R
iverside Press, 1883, p. 231.

 

・ 

戶
川
秋
骨
譯 『
文
學
及
社
會
』、
エ
マ
ア
ソ
ン
全
集
第
六
卷
、
國
民
文
庫

刊
行
會
、
一
九
一
七
年
十
二
月
、「
ぺ
ル
シ
ヤ
の
詩
」 

三
九
八 

―
九
九
頁

（
後
半
二
行
に
は
傍
点
あ
り
）。

天
が
下
な
る
地
の
廣
き
公
道
を

自
か
ら
足
り
て
行
く
人
は
只
二
人
の
み
、

正
し
き
事
と
禁
斷
の
事
と
を
知
る
人
と

智
識
を
も
ち
得
ぬ
人
と
の
二
人
の
み

（
63
） 

こ
の 「
ペ
ル
シ
ア
の
詩
」 

の
冒
頭
に
は
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
マ
ー
＝
プ
ル
ク

シ
ュ
タ
ル
の
名
前
（
ハ
ン
マ
ー
は
一
八
三
五
年
に
プ
ル
ク
シ
ュ
タ
ル
伯
爵

夫
人
領
と
男
爵
位
を
相
続
し
て
二
重
姓
に
改
名
）
と
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳
へ

の
言
及
が
あ
る
。

（
64
） 

Joseph von H
am

m
er, “X

X
. O

m
ar C

hiam
, ” p. 82.

In den unendlichen B
ezirk hienieden, 

Sind zw
eyerley Personen nur zufrieden,

D
er, so w

as gut und bös ist w
ohl erkennt, 

U
nd der, dem

 ganz U
nw

issenheit beschieden.

こ
の
現
世
の
無
限
の
領
域
で
は
、

た
だ
二
種
類
の
人
間
の
み
が
満
足
す
る
。

善
悪
を
よ
く
弁
え
た
者
と
、

ま
っ
た
く
の
無
知
を
授
け
ら
れ
た
者
と
。

（
65
） 

復
刊
本
・
再
刊
本
で
は
、
す
べ
て
の
読
点
を
削
除
し
て
一
文
字
分
空
け
、

復
刊
本
で
は 「
先
逹
」 

を 「
先
輩
」 

に
替
え
て
い
る
。
ま
た
、
再
刊
本
で
は 

「
呉く

」 「
途み

ち

」 

に
ル
ビ
を
付
す
。

（
66
） 

エ
マ
ソ
ン
の
詩
集 『
皐
月
祭
そ
の
他
』 

や
〈
リ
ヴ
ァ
ー
サ
イ
ド
版
全
集
〉

改
訂
新
版
の 「
翻
訳
」 

の
章
に
は
見
ら
れ
ず
、〈
生
誕
百
年
記
念
版
全
集
〉で

初
め
て
追
加
さ
れ
た
作
品
。
ハ
ン
マ
ー
訳
も
併
せ
て
掲
げ
る
。

 

・ Poem
s, T

he C
om

plete W
orks of R

alph W
aldo E

m
erson, V

ol. IX
, 

C
entenary E

dition, “T
ranslations, ” From

 O
m

ar K
hayyam

, p. 301.

 

・ Joseph von H
am

m
er, p. 81.

T
hu ’ auf das T

hor! denn der E
röffnende bist D

u, 

Z
eig ’ m

ir den W
eg! denn der W

egw
eisende bist D

u.

Ich lege m
eine H

and in keines Führers H
and, 

W
eil sie vergänglich sind, der E

w
ige bist D

u.

扉
を
開
い
て
下
さ
い
、
あ
な
た
は
開
扉
者
だ
か
ら
、

道
を
示
し
て
下
さ
い
、
あ
な
た
は
指
南
役
だ
か
ら
。

私
は
わ
が
手
を
い
か
な
る
先
達
の
手
に
も
委
ね
な
い
、

そ
れ
ら
は
儚
い
が
、
あ
な
た
は
永
遠
者
だ
か
ら
。

（
67
） 

安
倍
能
成 「
堀
井
梁
步
の
死
」、
同 『
自
然
・
人
間
・
書
物
』 

一
三
二 

―

三
三
頁
。
初
出
は 「
堀
井
梁
步
の
死
【2】
」 

と
し
て 『
京
城
日
報
』 

一
九
三
三

年
十
月
十
三
日
、
第
四
面
（
パ
ラ
ル
ビ
、
鍵
括
弧
の
代
わ
り
に
二
重
鍵
括

弧
使
用
、
句
読
点
の
種
類
や
有
無
に
異
同
あ
り
。「
留
盃
耶
土
」↓「
留
盃

土
」、「
用
ゐ
」↓「
用
ひ
」）。
復
刊
本 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
異
本
留
盃
耶

土
』 

一
四
○
頁
。
再
刊
本 『
異
本
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
留
盃
邪
土
』 

一
五

○ 

―
五
一
頁
、
柳
澤
七
郎
編
著 『
堀
井
梁
歩
の
面
影
』 

六
八
頁
に
再
録
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
初
出
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
細
部
に
異
同
が

見
ら
れ
る
。

 

　

文
中 「
苔
紙
」 

は 「
ア
オ
ミ
ド
ロ
を
す
き
こ
ん
で
作
っ
た
手
す
き
の
和

紙
」 （『
日
本
国
語
大
辞
典
』 

第
二
版
、
第
八
巻
、
六
四
八
頁
）
で
、
実
際
、

表
紙
に
用
い
ら
れ
た
和
紙
に
は
髪
の
毛
状
の
藻
類
が
漉
き
込
ま
れ
て
い
る
。
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初
出
で
は 「
苔
紙か

み

」 

と （
お
そ
ら
く
編
輯
部
に
よ
る
） 

ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い

る
の
で
、「
こ
け
か
み
」 

と
読
ま
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
68
） 

次
節
で
扱
う
森
亮
も
、
本
書
収
録
の 「
一
○
一
篇
の
大
部
分
が
堀
井
の

創
作
四
行
詩
」 

と
断
定
し
て
い
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
リ
ス
タ
ー

の
底
本
に
収
め
ら
れ
た
四
行
詩
自
体
は 「
創
作
」 

で
あ
っ
て
も
、
梁
步
は

あ
く
ま
で
も
そ
れ
に
依
拠
し
て
翻
訳
な
い
し 「
創
訳
」 

を
行
な
っ
て
い
る
。

森
亮 「
日
本
に
お
け
る
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」、
同 『
夢
な
れ
ば
こ
そ
』 

文
華
書

院
、
一
九
七
六
年
十
二
月
、
一
一
七
頁
（
初
出
は 『
英
語
青
年
』 

第
百
十
九

巻
十
一
号
、
一
九
七
四
年
二
月
一
日
、
六
七
七
頁
）。
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ

ム
／
森
亮
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

ク
ラ
テ
ー
ル
叢
書
3
、
国
書
刊
行
会
、
一

九
八
六
年
十
二
月
、「
解
説
」 
一
六
一
頁
。

（
69
） 

太
宰
治 『
人
間
失
格
』 

筑
摩
書
房
、
一
九
四
八
年
七
月
、
一
五
四 

―
五
九

頁
。
初
出
は 『
展

』 

第
三
十
一
號
、
一
九
四
八
年
七
月
、
五
○ 

―
五
一

頁
。
の
ち 『
太
宰
治
全
集
』 

10
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
一
月
、
四
七

八 

―
八
一
頁
。
引
用
さ
れ
た
梁
步
訳
の
歌
番
号
は
、
第
四
十
九
、
五
十
五
、

二
十
六
、
八
十
二
、
三
十
一
、
三
十
六
、
四
十
四
、
八
十
三
、
八
十
四
、

七
十
二
、
九
十
の
合
計
十
一
首
。

 

　

太
宰
の
引
用
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。
第
四
十
九
歌 「
ま

ア
」↓「
ま
ァ
」。
第
五
十
五
歌 「
た
へ
ず
」↓「
た
え
ず
」 （
初
出
で
は 「
た
へ

ず
」）。
第
八
十
二
歌 「
祟た

た

り
」↓（
初
出
） 「
崇た

た

り
」。
第
三
十
六
歌 「
美
は
し

く
も
」↓「
美
し
く
も
」、「
か
よ
は
き
」↓「
か
よ
わ
き
」 （
初
出
で
は 「
か
よ

は
き
」）、「
負
は
さ
れ
」↓「
負
は
さ
れ
て
」。
第
八
十
三
歌 「
彷う

ろ
つ徨

き
」↓

「
彷う

ろ
つ
き徨

」、「
ヘ
ツ
」↓「
ヘ
ッ
」、 「
エ
ヘ
ツ
」↓「
エ
ヘ
ッ
」。
第
八
十
四
歌 「
ポ

ツ
チ
リ
」↓「
ポ
ッ
チ
リ
」、「
點
じ
や
い
」↓「
點
ぢ
や
い
」 （
初
出
で
は 「
點

じ
や
い
」）。
第
七
十
二
歌 「
至
る
」↓「
到
る
」 （
初
出
で
は 「
至
る
」）。
第

九
十
歌 「
ム
ス
タ
ツ
フ
ア
」↓「
ム
ス
タ
ッ
フ
ア
」。

 

　
『
全
集
』 

で
は
梁
步
訳
復
刊
本
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
、
そ
の
一
部
が 「
校

異
」 

五
七
六
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
第
八
十
三
歌
の 「
彷う
ろ

徨つ
き

」 

の
み
は
太

宰
の
表
記
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

（
70
） 

津
島
美
知
子 「
書
斎
」、
同 『
回
想
の
太
宰
治
』 

人
文
書
院
、
一
九
七
八

年
五
月
、
六
三
頁
。

（
71
） 

第
八
十
一
號
、
一
九
三
九
年
二
月
、
二
一 

―
二
六
頁
。
第
八
十
二
號
、

三
月
、
四
四 

―
四
九
頁
。
第
八
十
三
號
、
四
月
、
六
四 

―
六
九
頁
。

（
72
） 

収
録
に
さ
い
し
、
第
三
歌
お
よ
び
第
十
歌
三
行
目
の
末
尾
に
読
点
、
第

十
七
歌
、
第
十
八
歌
お
よ
び
第
四
十
歌
の
二
行
目
に
句
点
を
加
え
、
第
七

歌
四
行
目 「
短
き
を
」 

を 「
み
じ
か
き
に
」 

と
し
た
ほ
か
は
、
ル
ビ
の
追
加
、

「
々
」↓「
〻
」 （
第
二
十
七
歌
）
の
よ
う
な
踊
り
字
の
種
類
の
変
更
、「
ヂ
ヤ

ム
シ
ツ
ド
」↓「
ヂ
ァ
ム
シ
ッ
ド
」 （
第
五
・
第
八
・
第
十
七
歌
）、「
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
」↓「
ヒ
ア
シ
ン
ス
」 （
第
十
八
歌
ル
ビ
）、「
た
し
か
」↓「
確
か
」 （
第
二

十
六
歌
） 

の
よ
う
な
表
記
の
変
更
が
若
干
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
五
十
三

歌
三
行
目
に
は 「
は
じ
め
」↓「
は
じ
」 

と
脱
字
が
生
じ
て
い
る
。

 

　

な
お
同
書
は
、
訳
詩
本
文
七
十
五
頁
に
対
し
、
八
十
三
頁
が 「
解
題
」 

と 

「
註
解
」 

に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
、
以
下
の
形
で
再
刊
さ
れ
た
。

 

・ 

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
／
森
亮
訳 「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
オ
ー
マ
ー
・

カ
イ
ヤ
ム
の
四
行
詩
」、
篠
田
一
士
編 『
世
界
名
詩
集
』 

世
界
文
学
全
集

66
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
七
月
、
一
七
二 

―
八
五
頁（
訳
詩
の
み
）。

 

・ 

フ
ィ
ッ
ツ
ヂ
ェ
ラ
ル
ド
／
森
亮
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

槐
書
房
、
一
九
七

四
年
十
二
月
。

（
73
） 

オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
／
森
亮
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

ク
ラ
テ
ー
ル
叢

書
3
、「
解
説
」 

一
四
六
頁
。
再
録
＝
森
亮
訳
詩
集 『
晩
国
仙
果
』 

I（
イ
ス

ラ
ム
世
界
）、
小
沢
書
店
、
一
九
九
○
年
七
月
、「
注
解
」 

二
四
○
頁
。

（
74
） 

森
亮 「
矢
野
峰
人
博
士
の
半
面
像

―
八
雲
文
学
碑
設
立
記
念
講
演
で

来
松
」 『
島
根
新
聞
』 

一
九
六
七
年
九
月
二
十
三
日
、
第
三
面（
文
化
）。
の

ち
、「
矢
野
峰
人
博
士
の
半
面
像
」 

と
題
し
て
、
同 『
夢
な
れ
ば
こ
そ
』 

二

一
九
頁
。

（
75
） 

一
三
四 

―
三
五
頁
。
原
文
に
は
出
典
注
・
説
明
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

引
用
に
お
い
て
は
省
略
し
た
。
矢
野
峰
人
の 「
波
斯
四
行
詩
集
」 

に
つ
い

て
は 「
大
正
日
本
（
続
）」 

一
四 

―
一
五
頁
、
文
言
の
引
用
は
同
一
六
頁
参

照
。

（
76
） 

書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。
そ
の
後
、
注
（
68
）
に
前
出
の 『
ル
バ
イ
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ヤ
ッ
ト
』 

お
よ
び（
73
）に
前
出
の 『
晩
国
仙
果
』 

I
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

 

・ 「
新
訳
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
（一）
〜
（九）

―
オ
ー
マ
ー
・
カ
イ
ヤ
ム
の
四
行
詩
」 

『
果
樹
園
』 

第
百
四
十 

―
百
四
十
九
号
、
一
九
六
七
年
十
月 

―
一
九
六
八

年
七
月
。

 
・ 『
世
界
名
詩
集
』 

カ
ラ
ー
版
世
界
文
学
全
集
、
別
巻
第
1
巻
、
河
出
書
房

新
社
、
一
九
六
九
年
五
月
、
六
八 

―
七
六
頁
。

（
77
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法

―
文
語
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

の
場
合
」 『
梅
花

女
子
大
学
開
学
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』 

梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要（
英

語
・
英
米
文
学
編
）、
一
九
八
五
年
三
月
、
二
○
五 

―
二
五
頁
。

（
78
） 

D
ecker, pp. 11, 130.

（
79
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 
二
○
九
頁
。
第
十
一
歌
に
つ
い
て
は
と
く
に
、

「
四
行
目
が
七
・
五
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
寧
ろ
こ

の
享
楽
愉
悦
の
歌
の
結
び
と
し
て
は
適
切
だ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
」 

と
評

価
さ
れ
て
い
る
。

（
80
） 

ダ
ッ
シ
ュ
以
外
に
、
原
文
の
斜
体
や
冒
頭
大
文
字
＋
小
頭
文
字（
ス
モ
ー

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
に
よ
る
強
調
も
無
視
さ
れ
る
一
方
、
主
と
し
て
発
話

を
示
す
二
重
引
用
符
（“　

”

）
は
二
重
鍵
括
弧
（『　

』）
で
示
さ
れ
る
（
第

十
二
・
第
四
十
一
歌
は
除
く
）。
冒
頭
大
文
字
の
抽
象
語
の
一
部（
第
七
歌 

「「
時
」」 Tim

e, 

第
二
十
一
歌 「「
時
」 

と 「
さ
だ
め
」」 Tim

e and Fate, 

第
三

十
八
・
四
十
七
歌 「「
無
」」 N

othing

）と
、
訳
者
の
補
足
語（
第
五
歌 「
ヂ
ァ

ム
シ
ッ
ド 「
日
の
王き

み
」」）
の
み
、
通
常
の
鍵
括
弧
（「　

」）
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

（
81
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
二
三
頁
。

（
82
） 

『
萬
葉
集
』 

卷
三
・
二
八
七 「
こ
こ
に
し
て　

家い
へ

や
も
い
づ
ち　

白し
ろ
く
も雲

の　

た
な
び
く
山
を　

越
え
て
来き

に
け
り
」 （
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治

之
校
注
・
訳 『
萬
葉
集
』 

①
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
6
、
小
学
館
、
一

九
九
四
年
五
月
、
一
八
七
頁
）。
近
代
で
も
、
例
え
ば
芥
川
龍
之
介
（
一
八

九
二 

―
一
九
二
七
年
）
に 「
丸
善
の
二
階
」 

と
題
し
た
短
歌 「
し
ぐ
れ
ふ
る

町
を
幽か

そ

け
み
こ
こ
に
し
て
海か

い

彼ひ

の
本
を
め
で
に
け
る
か
も
」 （「﹇
現
代
藝
術

家
餘
技
集
﹈ 

我
鬼
抄
・
歌
十
六
首
」 『
中
央
公
論
』 

第
三
十
七
年
三
號
、
一

九
二
二
年
三
月
、
九
○
頁
。
の
ち 『
芥
川
龍
之
介
全
集
』 

第
九
巻
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
六
年
七
月
、
五
八
頁
）
が
あ
る
。「
大
正
日
本
（
続
）」 

四
頁

で 「「
こ
こ
に
し
て
」 

は
他
に
例
を
見
な
い
表
現
」 

と
記
し
た
の
は
訂
正
し

て
お
き
た
い
。

（
83
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
二
○
頁
。
他
に
も
第
十
九
歌 「
草
に
し0

」、
第

二
十
四
歌 「
明
日
を
し0

」、
第
三
十
一
歌 「
土
星
の
座
に
し0

」、
第
三
十
七

歌 「
今
日
の
日
し0

」、
第
四
十
五
歌 「
我
ら
に
し0

」、
第
四
十
七
歌 「「
無
」 

に

し0

を
は
れ
ば
」 

な
ど
。
森
は
同
様
の
古
語
と
し
て 「
ゆ
」 「
し
も
」 「
の
」 「
を
」 

「
が
に
」 「
も
の
か
」 「
や
も
」 「
と
よ
」 「
ゆ
め
」 

を
挙
げ
て
い
る
。

（
84
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
二
三
頁
。
こ
の
歌
は
落
合
直
文 『
萩
之
家
遺

稿
』 （
明
治
書
院
、
一
九
○
四
年
五
月
、
二
四
九 

―
五
一
頁
）
に 「
楠
公
の

歌
」 

の 「
櫻
井
の
訣
別
」 

の
節
、
全
三
十
六
行
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奧
山

朝と
も

恭や
す（

一
八
五
八 

―
一
九
四
三
年
）
が
作
曲
し
、
落
合
直
文
作
歌
／
奧
山

朝
恭
作
曲 『
學
校
生
徒

行 

軍 

歌

湊
川
』 （
神
戶
・
熊
谷
久
榮
堂
、
一
八
九
九
年
六
月
）
と

し
て
刊
行
、
一
九
二
八
年
十
二
月
に
は
ビ
ク
タ
ー
よ
り 『
大
楠
公
』、
一
九

三
五
年
六
月
に
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
よ
り 『
大
楠
公（
靑
葉
茂
れ
る
）』 

が
レ
コ
ー

ド
と
し
て
発
売
さ
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た
。
ま
た
文
部
省 『
尋
常
小
學
唱

歌
』 

第
四
學
年
用
（
國
定
敎
科
書
共
同
販
賣
所
、
一
九
一
二
年
十
二
月
、

四 

―
七
頁
）に
も 「
櫻
井
の
わ
か
れ
」 

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
森
亮
も

学
校
教
育
の
な
か
で
こ
の
歌
に
親
し
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
堀
内
敬
三
・

井
上
武
士
編 『
日
本
唱
歌
集
』 

岩
波
文
庫
、
一
九
五
八
年
十
二
月
、
五
六 

―

五
七
頁 「
青
葉
茂
れ
る
桜
井
の
」。
な
お 「
楠
公
」 

と
は
、
楠く

す
の
き木

正ま
さ

成し
げ（

一

三
三
六
年
歿
）
の
こ
と
。
足
利
尊
氏
と
の
合
戦
を
前
に
長
子
の
正ま

さ
つ
ら行（

一

三
二
四
／
二
六 

―
四
八
年
）
と
櫻
井
駅
で
別
れ
、
兵
庫
湊
川
で
敗
れ
て
自

刃
し
た
。

（
85
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
一
五 

―
一
六
頁
。

（
86
） 
奧
瑪
開
儼
作
／
矢
野
峰
人
譯 「
波
斯
四
行
詩
集
」 『
媽
祖
』 

第
十
五
册（
第

三
卷
第
三
號
）、
一
九
三
七
年
十
二
月
、
一
三
頁
。
の
ち
日
孝
山
房
私
版 『
四

行
詩
集
』 
八
頁
。

（
87
） 

「
搏
飯
」 
は 「
摶
飯
」 

の
誤
記
で
あ
ろ
う
。『
禮
記
』 

曲
禮
上
第
一
に 「
毋
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摶
飯（
飯は

ん

を
摶ま

ろ

む
る
こ
と
毋な

か
れ
）」 （
竹
内
照
夫 『
礼
記
』 

上
、
新
釈
漢
文

大
系
27
、
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
四
月
、
三
三
頁
）
と
あ
り
、
握
り
飯

の
こ
と
。「
側
尊
」 

は 『
儀
禮
』 

士
冠
禮
に
、「
側
尊
一

醴
（
側た

だ

一
ぶ

の
醴れ

い

を
尊お

く
）」 （
池
田
末
利
譯
註 『
儀
禮
』 

I
、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三

年
三
月
、
一
九
頁
）
と
あ
っ
て
、
特
別
に
設
け
た
酒
樽
を
意
味
す
る
。

（
88
） 
矢
野
峰
人 「R

U
B

A
IY

A
T

の
硏
究（
第
六
囘
）」 『
英
語
靑
年
』 

第
五
十
四

卷
七
號
、一
九
二
六
年
一
月
一
日
、
二
○
八
頁
。
同 『M

odern E
nglish Po-

etry

（
近
代
英
詩
評
釋
）』 

三
省
堂
、
一
九
三
五
年
二
月
、
一
○
五 

―
○
六
頁
。

後
者
で
は 「
君
居
な
ば
」 の
直
後
の
読
点
な
し
。「
大
正
日
本（
続
）」 一
六
頁
。

（
89
） 

奧
瑪
開
儼
作
／
矢
野
峰
人
譯 「
波
斯
四
行
詩
集
」 

一
二
頁
。
日
孝
山
房

私
版 『
四
行
詩
集
』 

七
頁
。

（
90
） 

D
ecker, pp. 11, 129.

（
91
） 

例
え
ば
北
原
白
秋 『
抒
情
歌
集　

桐
の

』 （
東
雲
堂
、
一
九
一
三
年
一

月
） 「
白
き
露
臺
」 

の
章
の 「
V 

白
き
露
臺
」 

六
に 「
煩
惱
の
赤
き

よ
り

や
は
ら
か
に
煙
る
草く

さ

生ぶ

へ
鳩
飛
び
う
つ
る
」 （
三
四
二
頁
） 

と
あ
る
。
こ
こ

で
の
訓
み
は 「
く
さ
ぶ
」 

だ
が
、『
白
秋
全
集
』 
第
五
卷
（
歌
集
I
、
ア
ル

ス
、
一
九
三
○
年
三
月
、
一
一
三
頁
）
で
は 「
く
さ
ふ
」 

と
ル
ビ
を
付
す
。

（
92
） 

『
萬
葉
集
』 

卷
三
、
四
七
五 「
か
け
ま
く
も　

あ
や
に
恐か

し
こし　

言
は
ま
く

も　

ゆ
ゆ
し
き
か
も　

我わ

が
大お

ほ
き
み君（

後
略
）」 （『
萬
葉
集
』 
①
、
二
五
九 

―

六
○
頁
）。
第
27
歌
の
訳
詩
に
も 「
ゆ
ゆ
し
き
議
論
」 great A

rgum
ent

と

あ
る
。

（
93
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
一
三
頁
。

（
94
） 

森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
一
八
頁
。

（
95
） 

フ
ィ
ツ
ヂ
ェ
ラ
ル
ド
／
森
亮
譯 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト

―
オ
ー
マ
ー
・
カ

イ
ヤ
ム
の
四
行
詩
』 「
解
題
」 

一
一
○
頁
。

（
96
） 

自
解
で
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
詩
人
・
歌
人
は
、
伊
藤
左
千
夫
（
一

八
六
四 

―
一
九
一
三
年
）、
島し

ま

木ぎ

赤
彥
（
一
八
七
六 

―
一
九
二
六
年
）、
伊い

良ら

子こ

淸せ
い
は
く白（
一
八
七
七 

―
一
九
四
六
年
）、
岡
麓ふ
も
と（
一
八
七
七 

―
一
九
五
一

年
）、
齋
藤
茂
吉
（
一
八
八
二 

―
一
九
五
三
年
）
ら
で
あ
る
。

（
97
） 

自
解
に
よ
る
と
、
森
亮
訳
の
第
二
十
二
歌 「
今
夏
花
の
／
新に

ひ

よ
そ
ほ
ひ

や
」 

の 「
夏
花
」 

は
、
上
田
敏 『
海
潮
音
』 （
本
鄕
書
院
、
一
九
○
五
年
十
月
）

中
の
ジ
ャ
ン
・
モ
レ
ア
スJean M

oréas （
一
八
五
六 

―
一
九
一
○
年
） 

に

よ
る 『
詩
集
』 Les Stances （
第
一
部
・
第
二
部
、
一
八
九
九
年
） 

か
ら
の

抄
訳 「 

賦
か
ぞ
へ
う
た

 

」 全
七
編
の
う
ち
の
第
四
編 （L

e prem
ier livre, X

III

）に 「
夏な

つ
は
な

の
こ
ぼ
れ
て
散ち

る
も
惜を

し

か
ら
じ
」 Laisse tom

ber la fl eur （
二
二
九
頁
）
と

あ
る
の
に
拠
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
言
葉
は
伊
東
靜
雄
（
一
九
○
六 

―
五
三

年
）
の 『
詩
集
夏

』 （
文
藝
文
化
叢
書
4
、
子
文
書
房
、
一
九
四
○
年
三

月
）
の
標
題
に
取
ら
れ
、
巻
頭
六
頁
に
森
訳
の
第
二
十
一
・
二
十
二
歌
が

題
辞
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
伊
東
の
詩
集
の
中
扉
で
は 「
な

つ
ば
な
」 

と
読
ん
で
い
る
。
森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
一
一
頁
。
森
亮 「
あ

る
夏
の
思
ひ
出
」 『
果
樹
園
』 

第
三
号（
伊
東
靜
雄
追
悼
号
）、
一
九
五
六
年

三
月
、
五
頁
（
の
ち
同 『
夢
な
れ
ば
こ
そ
』 

二
一
一 

―
一
三
頁
）。

（
98
） 

森
亮
訳
の
第
十
一
歌 「
糧か

て

」 

や
第
四
十
二
歌 「
甕も

た
ひ」、

第
四
十
八
歌 「
美う

ま

酒き

」 

は
、
い
ず
れ
も
有
明
が
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
訳
第
四
版
第
12
歌
の

訳
に 「
美う

ま
酒き

の
壺も

た
ひ、

糧か
て

の
や
ま
」 

と
い
う
形
で
使
用
し
た
語
彙
で
あ
る（「
明

治
日
本
」 

九
頁
）。
ま
た
自
解
に
よ
れ
ば
、
第
五
十
九
歌
で “R

am
azán ”

（
ラ

マ
ダ
ン
）
に
宛
て
た 「
節せ

ち

忌み

の
月
」 

の
訳
語
は
、
ロ
セ
ッ
テ
ィD

ante G
a-

briel R
ossetti

（
一
八
二
八 

―
八
二
年
）
の
ソ
ネ
ッ
ト “For a V

enetian 

Pastoral, by G
iorgione （In the L

ouvre

）”（
一
八
四
九
年
）の
有
明
に
よ
る

訳
詩 「「
威
尼
斯
牧
歌
」」 （『
有
明
詩
抄
』 

岩
波
文
庫
、
一
九
二
八
年
十
二
月
、

一
九
六 

―
九
七
頁
）
の
冒
頭 「
夏げ

じ至
の
節せ

ち

忌み

」 the solstice

か
ら
借
用
し
た

と
い
う
。
森
亮 「
訳
詩
の
方
法
」 

二
二
○
頁
。

（
99
） 

例
え
ば
第
四
十
歌 「
飮
み
ゑ
ら
ぎ
し
を
」、
第
四
十
四
歌 「
巢
喰
ひ
き
ほ

へ
る
」、
第
四
十
五
歌 「
か
た
へ
に
臥く

や
り
」、
第
五
十
五
歌 「
我
が
身
纏む

つ

る
」 

な
ど
。

 
・ 「
ゑ
ら
く
」＝「
笑
い
楽
し
む
」。『
日
本
書
紀
』 

卷
第
十
四
、
雄
略
天
皇
二

年
十
月 「
歓ゑ

喜ら

き
懐

み
こ
こ
ろに

盈み

ち
ま
す
」。
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮

一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
・
訳 『
日
本
書
紀
』 

②
、
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
3
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
十
月
、
一
五
五
頁
。

 

・ 「
き
ほ
ふ
」＝「
競
う
、
争
う
、
張
り
合
う
」。『
萬
葉
集
』 

卷
第
八
、
一
六
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四
九 「
今け

ふ日
降
り
し　

雪
に
競き

ほ

ひ
て　

我わ

が
や
ど
の
」。
小
島
憲
之
・
木

下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳 『
萬
葉
集
』 

②
、
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
7
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
四
月
、
三
七
四
頁
。

 
・ 「
臥く

や
る
」＝「
こ
や
る
」 

す
な
わ
ち 「
伏
す
」。『
古
事
記
』 

下
巻
、
允
恭

天
皇 「
槻つ

く

弓ゆ
み

の　

臥こ
や

る
臥こ

や

り
も　

梓あ
づ
さ
ゆ
み弓　

立
て
り
立
て
り
も
」。
山
口
佳

紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
・
訳 『
古
事
記
』 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1
、

小
学
館
、
一
九
九
七
年
六
月
、
三
二
五
頁
。

 

・ 「
纏
る
」＝「
睦
る
」 

す
な
わ
ち 「
親
し
み
ま
と
わ
り
つ
く
」。『
源
氏
物
語
』 

「
松
風
」、「
も
の
言
ひ
笑
ひ
な
ど
し
て
睦む

つ

れ
た
ま
ふ
を
見
る
ま
ま
に
」。

阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳 『
源
氏
物

語
』 

②
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
21
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
一
月
、

四
一
五
頁
。

（
100
） 

三
好
逹
治 「
燈
下
言
（
詩
歌
時
評
）」 『
新
日
本
』 

第
二
卷
四
號
、
一
九
三
九
年
四

月
、
六
○
頁
。

（
101
） 

龜
井
勝
一
郞 「
美
酒
と
薔
薇
の
詩
人
」 『
新
女
苑
』 

第
五
卷
十
一
號
、
一

九
四
一
年
十
一
月
、
一
三
八
頁
。
原
文
は
総
ル
ビ
。

（
102
） 

「
大
正
日
本
」 

七 

―
一
二
頁
。「
明
治
日
本
」 
七 
―
八
頁
。

（
103
） 

龜
井
勝
一
郞 「
美
酒
と
薔
薇
の
詩
人
」 

一
四
三
頁
。

（
104
） 

森
亮 「
あ
る
夏
の
思
ひ
出
」 

五
頁
（
同 『
夢
な
れ
ば
こ
そ
』 
二
一
二
頁
。

新
字
・
新
仮
名
遣
い
）。

（
105
） 

三
島
由
紀
夫 『
十
代
書
簡
集
』 

新
潮
社
、
一
九
九
九
年
十
一
月
、
四
八

頁
。
の
ち 『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』 

第
38
巻
（
書
簡
）、
新
潮
社
、
二

○
○
四
年
三
月
、
七
八
頁
。
後
者
で
は 「
ぺ
ル
シ
ヤ
」↓「
ペ
ル
シ
ャ
」、「
コ

ロ
ツ
セ
ウ
ム
」↓「
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
」 

と
表
記
し
、「
頽た

い

廃は
い

」 

と
ル
ビ
を
追
加
。

三
島
の
蔵
書
目
録
中
に
は
森
亮
訳
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
蔵
書
中
唯

一
の 『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』 

邦
訳
で
あ
る
。
島
崎
博
・
三
島
瑤
子
編 『
定
本
三

島
由
紀
夫
書
誌
』 

薔
薇
十
字
社
、
一
九
七
二
年
一
月
、
四
二
五
頁
。

（
106
） 

島
崎
博
・
三
島
瑤
子
編 『
定
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』 

四
三
一
頁
。

（
107
） 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

 

・ 

未
完
の
短
編
小
説 「
寶
石
賣
買
」 （
初
出
は 『
文
藝
』 

第
五
卷
六
號
、
河

出
書
房
、
一
九
四
八
年
六
月
、
一
四 

―
二
七
頁
）の
冒
頭
に
題
辞
と
し
て

森
亮
訳
第
三
十
八
歌
の
後
半
二
句 「
見
よ
、
星
は
い
ま
空
に
し
づ
み
て

隊
商
は
／「
無
」 

の
あ
け
ぼ
の
に
旅
を
進
め
ぬ
、
急
げ
か
し
。」（
た
だ
し
、

森
亮
訳
原
文
で
は 「
し
づ
み
て
」 

の
直
後
に
読
点
あ
り
） 

を 「
オ
マ
ー

ル
・
カ
イ
ヤ
ー
ム 「
ル
ー
バ
イ
ヤ
ァ
ト
」」 

と
し
て
訳
者
名
な
し
に
掲
げ

る
。
の
ち
、『
寶
石
賣
買
』 

講
談
社
、
一
九
四
九
年
二
月 （
未
見
）。『
決
定

版
三
島
由
紀
夫
全
集
』 

第
17
巻 （
短
編
小
説
3
）、
二
○
○
二
年
四
月
、

一
七
八
頁 （
新
字
体
使
用
）。

 

・ 「
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
の 「
鳩
の
街
」 

南
米
紀
行
」 （『
中
央
公
論
』 

第
六
十
七
年
五
號
、

一
九
五
二
年
五
月
、
一
八
五
頁
） 

で
は
リ
オ
の
謝
肉
祭
に
つ
い
て
、「
四

日
四
晚
の
陶
醉
の
時
の
經
過
が
、
そ
れ
が
を
は
つ
た
の
ち
に
人
の
心
に

よ
び
さ
ま
す
い
ひ
し
れ
ぬ
も
の
、
快
樂
の
あ
と
の
目
ざ
め
、
あ
の
ル
バ

イ
ヤ
ッ
ト
に
現
は
れ
て
ゐ
る 「
死
」 

の
如
き
も
の
で
な
い
と
は
い
へ
な

い
」 

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
の
ち
三
島
由
紀
夫 『
ア
ポ
ロ
の
杯
』 

朝
日
新

聞
社
、
一
九
五
二
年
十
月
、
一
○
四
頁 （
新
字
体
）。『
決
定
版
三
島
由
紀

夫
全
集
』 

第
27
巻
（
評
論
2
）、
二
○
○
三
年
二
月
、
五
八
一
頁 （
新
字

体
。「
現
は
れ
て
」↓「
歌
は
れ
て
」 

と
す
る
）。

 

・ 

一
九
七
七
年
十
月
十
三
日
付
け
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ンD

onald K
eene

（
一
九
二
二
年
生
）宛
て
、
イ
ン
ド
旅
行
に
関
す
る
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
の

書
簡
。「
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
のA

m
ber

宮
殿
で
は
、
オ
マ
ー
ル
・
カ
イ
ヤ

ム
の
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
の
詩
を
思
ひ
、
あ
れ
ほ
ど
の
歓
楽
の
あ
と
の
寂せ

き

寥れ
う

を
味
は
ひ
ま
し
た
」。『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』 

第
38
巻
（
書
簡
）、

四
三
四
頁
。

（
108
） 

注（
68
）
で
前
掲
の
森
亮
訳 『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』 

一
四
七 

―
四
八
頁
。
再

録
＝『
晩
国
仙
果
』 

I
、
二
四
一 

―
四
二
頁
。

﹇
付
記
﹈旧稿 「

大
正
日
本 （
続
）」 

で
言
及
し
た 『
地
上
巡
禮
』 

表
紙
図
版
は
、
そ
れ
に

先
だ
っ
て
雑
誌 『
朱ザ

ン

欒ボ
ア

』 

第
一
卷
二
號 （
一
九
一
一
年
十
二
月
） 

の
扉
絵
に 「
オ

オ
マ
ア
、
カ
イ
ヤ
ム
の
ル
バ
イ
ヤ
ツ
ト
よ
り
」 

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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H F1 F4 H F1 F4 H F1 F4

1 1 （1） 35 35 （36） 69 50 70

2 2 （2） 36 36 （37） 70 51 71

3 3 3 37 ― 38 71 52 72

4 4 4 38 ― 40 72 ― 33

5 5 5 39 ― 39 73 53 73

6 6 6 40 ― 41 74 ― 74

7 7 7 41 （47） 42 75 55 76

8 ― 8 42 48 （43） 76 56 77

9 8 （9） 43 （45） 46 77 ― 78

10 9 （10） 44 ― 47 78 ― 79

11 10 11 45 38 （48） 79 57 80

12 11 （12） 46 ― 49 80 58 81

13 12 13 47 ― 50 81 （59） 82

14 13 14 48 ― 51 82 61 84

15 15 15 49 ― 52 83 62 85

16 14 16 50 ― 53 84 63 （86）
17 16 （17） 51 （39） 54 85 （60） 87

18 17 18 52 51 55 86 （64） 88

19 20 21 53 41 61 87 （65） 89

20 21 （22） 54 （37） 57 88 66 （90）
21 22 23 55 42 58 89 （67） 91

22 18 19 56 43 59 90 68 92

23 19 20 57 44 （60） 91 69 （93）
24 23 24 58 ― 61 92 70 94

25 24 25 59 ― 62 93 71 95

26 25 26 60 （26） 63 94 72 96

27 27 27 61 ― 64 95 ― 97

28 28 28 62 ― 65 96 ― 98

29 29 29 63 Preface （44） 97 73 99

30 30 （30） 64 （Preface） 45 98

31 31 31 65 71 66 99 （74） 100

32 32 32 66 72 67 100 （75） 101

33 33 （34） 67 46 （68）
34 34 35 68 49 69

＊表中の「H」は堀井梁步譯の歌番号，「F1」はフィッツジェラルド訳初版，「F4」は第四版の対応する歌番号
を示す。
＊「―」は初版に対応する歌が欠けていることを示す。
＊「Preface」は歌番号が付されず，フィッツジェラルドの序文中で引用されていることを意味する。
＊初版と第四版で対応する歌は並べてあるが，このうち，訳語の選択などから梁步譯がいずれによったか判断
できる場合には，関連性の低い方の歌番号に丸括弧を付した。

表 1　堀井梁步譯『波斯
古詩四行詩集』とフィッツジェラルド訳初版・第四版の対応関係一覧



̶ 36 ̶

H L H L H L H L

1 1 27 31 53 60 79 86

2 4 28 32 54 61 80 87

3 3 29 33 55 62 81 88

4 5 30 34 56 63 82 89

 5 2 31 35 57 64 83 90

 6 6 32 36 58 65 84 92

7 21 33 37 59 66 85 93

8 16 34 38 60 Emerson 86 94

9 Cowley 35 39 61 67 87 96

10 7 36 40 62 68 88 97

11 8 37 41 63 69 89 99

12 9 38 42 64 71 90 100

13 10 39 Emerson 65 73 91 Bodley

14 14 40 19 66 74 92 101

15 13 41 43 67 Emerson 93 102

16 15 42 45 68 75 94 103

17 12 43 51 69 76 95 104

18 11 44 52 70 77 96 105

19 22 45 49 71 78 97 106

20 24 46 50 72 79 98 107

21 25 47 47 73 80 99 108

22 26 48 48 74 81 100 109

23 27 49 54 75 82 101 110

24 28 50 55 76 83

25 29 51 56 77 84

26 30 52 57 78 85

＊表中の「H」は堀井梁步譯の歌番号，「L」はリスターの『ルバイヤート外典』の歌番号。ただし後者には番
号は付されていないので，並んでいる順番に 1から 110までの通し番号を私に付した。
＊「Cowley」は「カウル譯より」，「Emerson」は「エマーソン譯」，「Bodley」は「ボドレアン稿本から」と梁步
による注記があることを示す。
＊『ルバイヤート外典』全 110首のうちで，堀井訳に使われなかった歌番号は以下の通り。
　17, 18, 20, 23, 44, 46, 53, 58, 59, 70, 72, 91, 95, 98（合計 14首）。 

表 2　堀井梁步譯『波斯
古詩異本留盃邪土』とH. B. Lister, Apochryphal Rubaiyat の対応一覧


